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画

1 本書は山梨県山梨市大野20401番地ほか所在の高
畑遺跡の発掘調査報告書である。

2 本調査は」Aフ ルーツ山梨加納岩統一共選所の建
設に伴い、」Aフ ルーツ山梨より委託を受けて、山

梨市教育委員会の指導のもと、 (財)山梨文化財研

究所が実施した。

3 本書の原稿執筆・編集は櫛原功― ((財)山梨文
化財研究所考古第 2研究室)が行い、第 4章第 2節

は、鈴木稔 ((財)山梨文化財研究所保存科学研究室)

が執筆した。また第 4章第 1節については国立歴史

民俗博物館 小林謙一氏に執筆していただいた。
4 発掘調査において基準点測量、空中写真撮影、図
化業務を (株)シ ン技術コンサルに委託した。石器

類の石材については (財)山梨文化財研究所地質研

究室に鑑定を依頼し、漆紙付着土器については (財 )

山梨文化財研究所保存科学研究室に分析を依頼し

た。また、土器の展開写真撮影については (株)ス

カイサーベイに委託した。ほか、土偶のX線写真撮

影については山梨文化財研究所保存科学研究室に委

託した。

5 本書に関わる出土品、記録類は山梨市教育委員会
で保管している。また山梨市教育委員会では山梨

CATVに ビデオ撮影を委託し、調査過程の映像資料

作成を実施した。

6 発掘調査から報告書作成に至るまで、以下の諸氏、
諸機関からご指導、ご理解を賜った。記して感謝申

し上げたい (順不同、敬称略)。

」Aフ ルーツ山梨・中村照人 (山梨市長)・ 山梨市

教育委員会・山梨県峡東地域振興局・廣瀬久信・水

上秀昭 。岩森辰幸・小池一夫・花輪幸長 。中村昌

広・三澤達也・武井正一・中澤昭・清水徳夫・望月

秀和 。今福利恵・小林謙―・村松佳幸・保坂康夫・

米田明訓・三田村美彦・望月和幸・初鹿野博之・土

屋健作 。塩谷風季・加賀美要次・小林小路・須田泰

美・谷口康浩・正木季洋・和田正美・住吉浩之・山

梨CATV・ 三枝興業・早野組・棚エンドレス

グリッド配置図 (図 5)におけるX・ Y数値は、

平面直角座標第 8系 (原点 :北緯36度00分00秒 )、

東経 (138度 30分00秒)に基づく座標数値である。

各遣構平面図中の北を示す方位はすべて座標北であ

る。

2 遺構および遺物の縮尺は次のとおりである。
竪穴     1:60
竃・炉    1:30
土坑・ピット 1:30
全体図    1:400、  1:100
土器・土師器・須恵器・陶磁器  1:4
石器     1:3
石鏃等小型石器

土製品

銅銭

3 遺構図版中の遺物接合線については、実線は接合
した 2点の接合関係を、破線は接合しないものの同

一個体であることを示す。

4 土器実測図断面の黒塗 りは須恵器、 ドット網かけ
は灰釉・緑釉陶器、白抜きは土器 。土師器・磁器を

示す。土器・土師器断面図中の破線は接合帯を示す。

磨 り石・土製円板狽I面の細い実線は磨 り面範囲を示

す。

5 土層説明における土色表示は農林水産省水産技術
会議事務局監修『新版 標準土色帖J(1991年 度版 )
を使用した。

6 遺構図版中の遺物番号は写真図版番号、遺物観察
表番号と一致している。

7 本書図11よ国土地理院発行の 1/200,000地勢図「甲
府」、図2は 1/25,000地形図「塩山」「石和」を使用

した。

8 本書中の時期説明については、山梨県史編年に基
づく。

山梨県 1999『山梨県史 資料編2 原始・古代2』

9 本文の註・参考文献については各節 (章)ごと文
末にまとめた。
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21M7付近土坑・ピット検出状況       図版34 土器展開写真
3:1～ 3・ 5号溝、石列空撮 (上から)       (5号 竪穴23・ 25。 31、 6号竪穴 1)

図版13 1:5号溝 (東より)            図版35 土偶のX線写真
2:1～ 3号滞ほか (南より)        図版36 漆紙 ?付着土器 (遺構外46)



第 1節 調査の経過
高畑遣跡は、山梨市大野所在の縄文時代中期を主と

する集落遺跡である。平成12年、隣接する天神前西遺

跡 (今回の調査区の道を挟んだ北側)で、宅地開発に

伴う調査が山梨市教育委員会によって実施された。そ

の際、縄文時代中期後半の石囲い炉や平安時代の竪穴

住居跡、曽利式期の良好な土偶などが発見され、天神

西遺跡と高畑遺跡は隣接遺跡もしくは同一遺跡と推測

された。平成12年には大野バイパスの工事に先立ち、

市教育委員会が高畑遺跡南側の試掘を行ったところ、

遺構はなく、河川氾濫による砂層、泥炭状の黒色土が

確認され、南側は重川の影響を大きく受けていること

がわかった。

平成14年、高畑遺跡内に位置する大野共選所の建て

替え (」 Aフ ルーツ山梨加納岩統一共選所建設工事 )

が計画された。周辺地区の共選所を統合し、従来より

も規模が大きく頑丈な統一共選所を秋の共選の後、次

の共選シーズン (平成15年5月 )に 間に合うように建

設するという計画であった。

山梨市教育委員会とJAフ ルーツ山梨は、平成14年8

月末に (財)山梨文化財研究所にて工事の説明を行い、

市教育委員会による試掘後に本調査を実施してほしい

という調査依頼を (財)山梨文化財研究所に対して行

った。その後、市教育委員会では9月 中旬から試掘調

査に着手し、幅 lm、 長さ教十mの トレンチを工事予

定地内に10本程度設定して遺構 。遺物の出方を探っ

た。共選所周囲のモモ畑内の試掘から始め、 9月 24日

に共選所の建物が撤去された後、建物部分の試掘も行

われた。その結果、予定地のほぼ全域が縄文時代から

平安時代にかけての埋蔵文化財包蔵地であることがわ

かった。その調査結果に基づき、市教育委員会とJA

側が調査について協議した結果、建物部分と削平する

北側駐車場部分、約2000ご について本調査が必要で、

盛土される南側 (大野バイパス側)は盛り上保存のた

め調査が不要、という判断がなされた。その後、発掘

について農協組合員への説明が行われ、また研究所側

と」AttIで契約に関する打ち合わせを行い、市教育委

員会も指導的立場で関与する形で事業が行われるはこ

びとなった。調査は工事期間の都合上、調査終了地点

から順次工事に着手する形で進めることとなり、埋蔵

文化財の調査期間は11月から1月 中旬とされた。

なお文化財保護法にもとづく届出は以下の通 りであ

る。

平成14年 9月 1日  文化財保護法第57条の 1に基づ

く発掘届を山梨県教育委員会に提出

平成15年 1月 22日  遺失物法第13条に基づく埋蔵文
化財発見届を日下部警察署に提出

第 2節 発掘作業の経過
本調査は平成14年 (2002)11月 1日 から平成15年

(2003)1月 16日 まで実施された。調査体制は以下の

通りである。

調査主体  (財)山梨文化財研究所

調査担当者 櫛原功― (山梨文化財研究所考古第 2
研究室)

<発掘調査参加者>
窪田信―・寺内みち子・雨宮久美子 。河野安代 。斉

藤純子・広瀬秋男・池田武子・能登輝代・能登瑛

志・広瀬正子・広瀬幸子・広瀬侯子 。直井光江 。芦

澤はつ子・西嶋当志子・中沢寿子・藤巻博子・古屋

ゆう子・小沢理奈・村上マ リーナ・アコスタオル

ガ・萩原忠 。山口治・丸山朗・広瀬寛・川口要・渡

辺和枝・佐藤良子・和田繹子・矢崎洋子・水野マリ

ル・小野恵子・栗田宏―・長谷川規愛・佐藤佐恵

美・望月幸子 。三枝由紀子・小笠原とし子

調査の経緯は次のとおりである。

(調査日誌抄録 )

2002年■月 1日 (金 )

調査区東側から重機による表土剥ぎを開始。

11月 5日 (火 )

器材の運搬、コンテナハウス、簡易 トイレの搬入な

ど、調査の準備を進めるとともに、一部共選所の基礎

部分などの撹乱の掘 り下げを人力で開始する。業者に

よる基準点観測。

11月 6日 (水 )

本日より本格的に調査を開始。共選所の基礎、撹乱、

溝を掘り下げる。

11月 9日 (上 )

業者による抗打ち。

H月 13日 (水 )

1号竪穴設定。掘 り下げ開始。炉脇に別の石囲い炉

を検出。 2号竪穴とする。土坑、溝の調査。重機によ

り下げ足らずの部分を再度掘 り下げる。

11月 14日 (木 )

近世以降と思われる石積みを伴う溝や撹乱をほぼ完

第 1章 経 過
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掘し、清掃、写真撮影。 1号竪穴の柱穴調査。 2～ 4  が新たに検出される (8'9号竪穴)。 調査区南側の明
号竪穴設定、掘 り下げ (3号竪穴は後に欠呑とする)。   け渡しについて調査後まで待つよう工事側に依頼する。
11月 16日 (土)                     12月 13日 (金 )

山梨市長来跡、見学。市内小中学校児童生徒に遺跡   県地域振興局長ほか見学。山梨日日新聞記者取材。
見学をするよう教委に指示。              12月 17日 (火 )

11月 18日 (月 )                    UTY取 材、撮影。

市会議員来跡、見学。                12月 18日 (水 )

H月 19日 (火)                    5号 竪穴遺物取 り上げ。 6号竪穴掘 り下げ。10号竪

博物館実習のため学生調査参加。 5号竪穴内から土  穴確認。午前中、日川小約40名見学。
偶 3点がまとまって出土 (接合資料)。         12月 19日 (木 )

11月 26日 (火)                    山梨市議会議員文教部会、建設部会14名見学。コン

北中の生徒約30名 による見学と体験発掘。CATV撮   テナハウスの移動。
影。縄文の集落の広が りを見るために試掘溝を設定。   12月 20日 (金 )
11月 27日 (水)                   10号 竪穴から炉3箇所検出。研究所職員等約30名見

」A主催による組合員を対象とした見学会が午前中、  学。CATV撮影。
2回に分けて行われ、地元住民約60名が見学。また山  12月 24日 (火 )

梨市長、収入役ほか見学。調査区南側の谷部にトレン   CATV撮 影。UTYニ ュース放映。
チ設定。                       12月 25日 (水 )

11月 29日 (金)                    業者による空撮 (ケーブル使用 )。 建設工事に調査

工事業者と今後の調査および工事の段取 りについて  終了区の明け渡し。南中校長、生徒15名見学。
協議。12月 19日 頃には建物本体部分の工事着手予定と  12月 26日 (木 )
の通告あり。                     市教育長見学。CATV撮影。
11月 30日  (」ヒ)                           12月 27日  (金 )
4号竪穴より新道式期の深鉢数個体が出土。       工事側との協議 (市教委対応 )。 1月 6日工事着手、
12月 5日 (木)                   15日 まで調査可能とのこと。

南側西端の壁寄 り10m分を工事着手したいとのこと  12月 28日 (土 )
で、図化作業など急 ぐ。焼土址 2基検出。午前中、堀   中世の石組井戸検出。下層に曲物側板使用。
之内小 5'6年生11名、午後、加納岩小 5'6年生約70  12月 30日 (月 )
名見学。                        4・ 10号竪穴の平面図作成。10号竪穴炉体土器の取

12月 2日 (月 )                    上げ。本年は本日で終了。

南側埋没谷の掘 り下げ。CATVの撮影。        2003年 1月 4日 (土 )
12月 6日 (金)                    6号 竪穴の柱穴掘 り下げ。土偶頭部出土。

山梨小 5年48名見学。埋没谷溝中から完形の土師器   1月 5日 (日 )
郭と口縁部の一部を欠 く長頚壷出土。曲物底かと思わ   6号 竪穴完掘、図化。土坑等の調査。中沢新一氏見
れる木製品もわずかに出土。              学。

12月 7日 (土)             1月 6日 (月 )

埋没谷 トレンチ掘 り下げ。               一部工事側に明け渡し。丸石の取上げ。

12月 10日 (火)                     1月 8日 (火 )

ラジコンヘリによる空撮を行うため、朝からピット   5号 竪穴完掘、平面図作成。11号竪穴設定、掘 り下
内の水抜き、清掃を行う。ラジコンヘリがダンプの電  げ。CATV撮影。
波の影響を受け 2機破損。               1月 10日 (金 )

12月 11日 (水)                    11号 竪穴北狽Iか ら新たに石囲い炉検出 (12号竪穴)。

埋没谷南俣Iの砂層中に平安時代の竪穴に伴う竃が存  壁はない。
在することが判明。急邊調査を開始 (7号竪穴)。     1月 13日 (月 )

12月 12日 (木)                    11号 竪穴北側の落込みを13号竪穴とする。

7号竪穴として掘 り下げた竪穴内から石組竃2箇所   1月 15日 (水 )
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道具の撤収。ケーブルによる空撮。コンテナハウス

などの返却。井戸内より古銭2枚出土。

1月 16日 (木 )

掘り残しのピットを調査し、遺構外の遺物など回剪比

本日にて調査は終了。 1号井戸の埋設保存について業

者と協議。

第 3節 整理等作業の経緯
整理作業は2003年 3月 から2005年 3月 末まで、 (財 )

山梨文化財研究所内で行われた。整理体制は次のとお

りである。

整理担当者 櫛原功一
整理作業参加者 保坂真澄・矢房静江・梶原薫・佐
野靖子 。宇津宮則子・須田泰美・原野ゆかり・小

澤昭美・宮島恵美子・藤原恵・柳本千恵子・池谷

富士子・岸本美苗 。金井いく代・坂本しのぶ・小

林小路

作業分担

洗浄 。注記一須田・宇津宮 。原野・小澤 。宮島・

藤原・柳本・池谷・岸本・金井・坂本・刻ヽ林

土器復元一矢房・佐野

実測一佐野・矢房・須田。梶原・保坂 。小林

トレースー矢房・櫛原

図版作成一保坂・梶原・矢房

表作成―櫛原

写真撮影・プリントー佐野・櫛原

編集―櫛原

整理作業の流れは通常どおりで、洗浄ののち、注記

マシーンと手書きで注記作業を行い、土器の接合、復

元を行った。実測する遺物を選択し、手描きに加えて

マイプンスコープ、写真実測を併用しながら図化した

後、 トレースした。遺構図、遺物接合関係の整理・ト
レースも並行して行い、図版組みを行った。図化した

遺物すべてについて遺物観察表を作成した後、報告書

原稿を執筆した。なお、石器については河西学氏 (山

梨文化財研究所地質研究室)に石材鑑定を依頼し、漆

紙付着土器について、鈴木稔氏 (山梨文化財研究所保

存科学研究室)に分析を依頼した。また 5号竪穴炉内

出土の炭化物について、小林謙一氏 (国立歴史民俗博

物館)に炭素年代測定を実施していただいた。
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第 1節 地理的環境
高畑遺跡は山梨市大野にある。山梨市内では南西端

の地区で、笛吹川を挟んで笛吹市春日居町と隣接する。

笛吹川とその支流重川にはさまれた合流点にあたり、

標高は303mである。笛吹川は北方の山梨市三富方面

から南に向かって流下する大河川であり、重川は東北

側の塩山市方面から南に流下する河川で、さらに東側

の大和本寸方面から西へ流下する日川が山梨市一町田中

で合流する。すなわち山梨市大野、一町田中付近は甲

府盆地東部の水が一箇所に集中する地域となってい

る。大野地区一帯は笛吹川等が形成した複合扇状地扇

端付近にあたり、砂礫層が堆積した緩やかな傾斜面と

なる一方、重川の周辺は氾濫原が形成されている。遺

第 2章 遺跡の位置と環境

跡は笛吹川扇状地と重川氾濫原の境付近に立地し、遺

跡中央付近から西北側の大野地区集落域にかけては微

高地となっている。調査地点は」Aフ ルーツ山梨の旧

大野共選所敷地内および周辺のモモ畑である。

大野地区は、笛吹市春日居町桑戸方面から笛吹川に

かかる桑戸橋を山梨市側に渡った笛吹川左岸の県道沿

いの集落である。近年、大野バイパスが計画され、春

日居町駅方面から山梨南中付近へ抜ける道路工事が現

在行われている。今回調査した高畑遺跡は、大野公民

館東方100mの 旧大野共選所地点で、発掘が終了した

現在ではほぼ同じ場所に、大野バイパスに面して真新

しいJAフ ルーッ山梨加納岩統一共選所が開所されて

いる (写真 2)。 また、バイパス側の駐車場には、高

写真 1 遺跡遠景

写真 2 完成 した統一共選所 写真 3 駐車場に立てられた説明板
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1騨争

図 1

図 2

遺跡の位置 (1)

遺跡の位置 (2)9    (1:25,000)   1090m

手きる

む
1寺管下,



笙

一
¨

0                                                           500m

図 3 高畑遺跡とその周辺 (1:高畑遺跡 2:稲荷祠 3:三十六塚 4:大野五輪塔 5:天神前西遺物)

畑遺跡の調査概要と遺構図、出土土器の写真を付けた

説明板が市教育委員会によって立てられた (写真 3)。

第 2節 歴史的環境
山梨市大野は、和名抄山梨郡十郷のひとつ「於保乃」

の遺称とされ、山梨郡大野郷の比定地とされている。

大野郷に関し、2003年、長野県佐久市聖原遺跡で

「甲斐国山梨郡大野郷戸□/乙作八千/比後□佛□

為/八千体□」「佛」と焼成前の暗文風ヘラ書きのあ
る土師器鉄鉢形土器が発見され、大きな話題となった。

この上師器は8世紀末～ 9世紀代の甲斐型土器で、お

そらく大野郷の注文品として甲斐国内 (甲府市大坪周

辺か)で生産され、使用の過程で信濃に運ばれたもの
と考えられる。大野郷内での宗教活動を示すものとい

え、郷内に僧などの宗教関係者や寺院などの宗教施設

の存在が推測されるとともに、移動先の東信地方と大

野郷の関連性が伺われる。大野郷の存在を示す最古の

文字資料となっている。

中世には大野城 (大野砦)があったとされ、城跡の

現況、歴史的経緯や言い伝え等について『甲斐国志』

「大野ノ城跡」に詳述されている。以下長くなるが引

用する。
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「大野ノ城跡 東西五十歩余中央二門アリ南北七十五
歩四方ノ土堤敷六歩バカリ今ハ北ヨリ西へ回り入十歩

許り残レリ堀ハ埋リテ小渠存ス東南ノ隅二高サー丈七

人尺ノ台アリ上二稲荷ヲ祭ル上堤外 トノ近辺ヲ外郭 ト

云フ里人御城屋敷トモ唱フ (中略)村記二大野太郎 ト

云フ者ノ城趾也卜云フ又為朝屋敷 卜唱へ来ル所村ノ南

エアリ共二何人ナルカヲ知ラズ鏡石・鞍掛石ナド云フ

ハ耕田ノ中ニアリ又雲林卜云フ所二除地二段七畝人歩

アリ相伝フ雲林山健長寺 トテ真言宗七堂伽藍ノ廃速ナ

リ経塚一基、五輪石塔二基アリ高サ四尺余人呼ビテ大

野ノニ本石塔 卜名ヅク或ハ為朝ノ墓トモ大野太郎ノ墓

トモ唱ヘタリ (中略)三十六塚ハ砦ノ巽位二町許リニ

o                                                           500m

図 4 遺跡周辺の地形

アリ壬午ノ時大村勢撃タレタル内二名アル首三十六埋

メタリ (後略)」

大野城は雁坂口警護の任にあったとされる大村党の

拠点で、雁坂口、萩原日、笹子日の三筋の往還を抑え

る要の位置にあったともいわれる。武田・織田滅亡後、

甲斐地域の支配を争って徳川氏と北条氏が争った天正

10年 (1582)の天正壬午の戦いの際、秩父鉢形城主北

条氏邦に与した大村三右衛門ら大村党は、 6月 、大野

城に立て籠もり徳川氏を迎えうったが、徳川方穴山衆

家日、穂坂常陸介、有泉大学らの急襲により落城し、

その時の死者を葬ったのが三十六塚 (三十六霊塔)と

いう。その後、徳川家康の命で松平清宗、三宅康貞ら
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が番に当たったという。

F甲斐国志』に記される「土堤」 (土塁)について

は、現在まったく認められず、城とされる範囲は不明

である。唯一手がかりになるのは稲荷を戸Eる 「東南隅

ノ台」と、「堀ハ坦 リテ小渠存ス」という記載である。

稲荷祠の台 (塚)については今日でも良好に遺存し、

その脇に溝がある。その地点力渭己載のとおり城の東南

にあたるとすると、脇の溝は堀跡かと思われる。城の

規模については「歩」という単位で東西50歩余、南北

75歩 、土塁の幅を 6歩 と記載 し、『山梨県史』では1

歩 =1.8mと 捉えて城の規模を東西90m、 南北135m、

土塁の幅を■mと する。この規模の区画を、稲荷台を

東南隅に置いて地図上に落とすと、現状の道路や溝で

囲まれた地割におおよそ当てはまり、南北に長い長方

形の城館の姿が想像される。ただ、その南側にも連続

して長方形の区画が見えることから、連郭状に南北に

連なった形ではなかったかと推測される。三十六塚に

ついては、今日、大野城推定地の南側に隣接して「三

十六」という字名があり、南方200mの重川の堤防脇
の畑中には、「三十六霊塔」と刻まれた供養塔が祀ら

れている。

ところで山梨市域では詳細遺跡分布調査の結果、

126箇 所の遺跡が確認され、時代別には縄文時代50、

弥生 。古墳時代48、 奈良・平安時代 105、 中近世62と

なっている。

縄文時代の遺跡は、市内では大野地区から下石森地

区付近、上栗原地区付近、小原東地区から七日市場地

区付近に主な分布域がある。そうした中で高畑遺跡は

市内では最も標高の低い土地に位置する遺跡であり、

縄文時代中期の典型的な台地上の集落立地とは異なる

低地型の集落といえる。

平安時代では市内全域に広 く遺跡分布が認められる

が、縄文時代の分布をベースにした形で広がっている。

高畑周辺では大野地区から上石森地区、下神内川地区

に15箇所の遺跡が分布し、「大野郷」遺称地にふさわ

しい濃密な遺跡分布が認められる。

引用・参考文献
竹内理三編 1984『角川地名大辞典19 山梨県』角川書店
佐藤人郎校訂 1968『 甲斐回志』雄山閣
山梨県 2004『山梨県史 資料編7 中世4 考古資料』
磯貝工義監修 1995『 山梨県の地名』平凡社
宮浮公雄 2004『堀ノ内遺跡』(財 )山梨文化財研究所ほか

写真 4 稲荷祠の塚

写真 5 二十六霊塔

写真 6 大野五輪塔

-8-



第 1節 調査の方法
調査は先述したように、調査は2002年 11月 から2003

年1月 中旬まで、約 2ヶ 月半行われた。山梨市教育委

員会の試掘調査の結果を受けて、建物部分と切り土部

分の約2500だが対象地とされ、工事予定地の中央から

北側にかけての範囲を調査することとなった。

まず重機により表土を除去した後、国家座標に基づ

き調査区内に5mグリッドを設定した。人力で精査を

行い、遺構確認をするとともに、旧建物の基礎や近世

以降と考えられる溝、撹乱坑を先に完掘した。出土遺

物は主に平板によって出土地点の図化を行い、レベル

を測定し、台帳に通し配で記載した。遺構平面図も同

様に平板で作図したほか、土坑、炉、竃については10

cmメ ッシュを張った取り枠により図化した。また竪穴、

土坑、炉、竃等は通常どおり、断面観察、図化したの

ち、完掘、作図した。埋没谷については当初想定でき

なかったので、再度重機を入れて掘り下げるとともに、

人力で相当量の上量を除去した。埋没谷中央付近にト

レンチを設定し、部分的に遺物の有無を調べた。その

結果、谷は自然地形であることが判明したため、完掘

はせずにトレンチ内の断面図化のみにとどめることと

した。また埋没谷南側の微高地では、当初、焼土遺構

が教ヶ所あるのみと思われたが、時間が経つに従って

砂質土中にいくつかの平安時代の竪穴が確認されたた

め調査を行った。平安時代の竪穴は調査区内では3軒

にとどまったが、埋め土予定の調査区外にかけて、相

当数が予想された。全体図作成については、業者委託

によリラジコンによる空撮を 1回、ポールによる高所

からの撮影を 1回行い、1/100図 を作成した。調査の

後半では、建設工事が並行して行われた関係上、市教

育委員会を交え、調査に支障がないように工事側と再

三協議を行いながら調査が進められた。

第 2節 層 序

調査区は中央に斜めの埋没谷があり、北側が微高地

状に高く、縄文時代の集落域となり、南側は低くなっ

ている。また坦没谷南側は北側よりも低い微高地とな

り、平安時代の竪穴が分布する。調査区内のある地点

を典型的な層序とすることが難しいと思われたため、

調査区の西壁全体の南北方向の断面を図化し、層序と

した。西壁の断面図は北側微高地上と、埋没谷以南の

南側に分けて図化したが (図 6・ 第22図 )、 南側につ

いては西壁で最下層まで掘り下げることができなかっ

第 3章 調査の方法と成果

たので、別に谷中央を選んでトレンチを設定し、可能

な面まで掘り下げ、図化を行った (図 6。 第22図 )。

西壁 (北側)では表土下に旧水田面かと思われる酸

化層があり、以下、古墳～平安の包含層 (4層 )、 縄

文の包含層 (5層 )と なる。 4層 は北側中ほどから南

側にのみ堆積が見られ、埋没谷に向かって傾斜する。

西壁 (南側)は埋没谷上層の断面で、表土以下、古

墳～平安包含層 (4・ 7層 )、 平安の遺構確認面 (9・

10層 )と なっている。谷中央は掘り抜いていないが、

南寄りに9層が微高地として現れている様子がわかる。

埋没谷トレンチは、谷部中央に谷方向に対し直交す

るように設定したトレンチで堆積状況を探った。その

結果、幅約12mの谷内に 2回以上の大きな堆積があり、

磨耗した縄文土器細片が出土したが、明らかに水流の

影響で摩滅していることと、自然の埋没谷のため完掘

はせず、 トレンチ調査にとどめた。なお、上層で確認
された東西方向の 6号溝については、斜めにもぐりこ

んだ層の端を溝として調査した可能性があり、本来は

幅が広い自然の溝状遺構であったか、あるいは溝状遺

構と重複した溝と思われる。

第 3節 遺 構

調査区内には北側に大野共選所があうたため、 2～

3m幅の方形の基礎坑が25箇所程度あり、1.5m四方
のコンクリート塊が入れられていた (多 くは建物撤去、

表土剥ぎの際に除去された)。 また調査区中央を斜め

に旧道が通り、それに沿って道の両脇を示すと思われ

る石列、溝が検出されている。旧道は笛吹市春日居町

小松方面から大野を経て下石森へ通じる道の一部と考

えられ、塩山方面へ抜ける主要路だったという話もあ

る。その旧道、溝によって南北に分けるように、北側

の微高地上には縄文時代の遺構が分布し、南側には埋

没谷を挟んで南端に平安時代の集落が分布する。

北側では縄文時代の竪穴 8軒以上、土坑、ピット、

集石があり、道路北側に展開するように集落域が広が

る環状集落の一部と思われる。竪穴は縄文中期前半の

新道式から中期後葉の曽利 正式まで継続し、 1・ 2号

竪穴と10号竪穴内炉A～ Cは炉が近接して存在するこ

とから、竪穴が同一地点で繰り返し構築された状況を

示している。またK5・ L5グ リッド付近には自然堆積

による礫の集中部があり、その東側からは細片化した

甕を中心とする須恵器が多量に出土した。礫群は当初、

古墳の一部とも考えられたが、周濠はなく、南北方向
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の自然河道が確認されたことから、地山礫の露出と判

断された。そのほか、中世の井戸、溝なども検出され

ている。

南側ではほぼ全体が埋没谷となるが、南端にかけて

わずかに微高地となり、平安時代の竪穴が分布する。

3軒が重複することから、周辺には相当数の竪穴が存

在することが考えられるが、調査区外は埋め土保存さ

れるということで 3軒のみの調査となった。なお山梨

市の試掘では調査区外にいくつかの竃らしき箇所が発

見されている。埋没谷中には遺構分布は薄いが、覆土

中からはやや多くの平安時代から中世の陶磁器類、土

師器などが出土した。

図 5 グリッド配置図 (グリッド幅は 5m)

そのほか石積みを伴う 1～ 3号溝があるほか、 2号
溝下層に 8・ 9号溝、さらに埋没谷中央に 6。 7号溝

等の溝跡が検出されている。

(1)竪穴建物跡

1・ 2号竪穴 (第 3・ 4図) 炉が 2箇所隣接し、と
もに石囲埋奏炉である。井戸尻式期の石囲い埋奏炉の

竪穴を 1号竪穴、曽利 I式期の石囲い埋奏炉の竪穴を

2号竪穴としたが、ほとんど同一レベル、同一地点で

重なり、竪穴範囲で両者を区別することはできなかっ

たため、「 1・ 2号竪穴」として調査を進めた。遺物は

とりあえず井戸尻式期のものを第24図に、曽利 I式期

のものを第25図に分けて掲載したが、井戸尻式期の上
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器は床直から床下レベルで出土し、床面から覆土にか

けて曽利 I式土器が認められ、覆土中の遺物の大半は

2号竪穴に伴うものと考えられる。

1号竪穴の炉 (1)イよ胴下半がくびれたキャリパー

形の上器上半を正位に埋設し、土器に密着するように

礫を円形に配置したもので、東側は 2号竪穴の炉石の

ため欠失し、南側の礫も失われている。炉体土器の直

径は50cm、 深さは24cm。 内部には焼土層はない。竪穴

プラン、柱穴配置は図 8に示すように、 1号竪穴は主

軸長6.Om× 交軸長6.3m。 7本柱穴の円形プランで、

図 6 遺跡全体図
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主軸方向はN-14° ‐Wと推定される。北側には壁が残

り、南側では近・現代の浅い削平によって壁を欠失し

ている。壁の高さは約10～ 15cm。

2号竪穴の炉は、曽利 I式の底部付近を欠く長胴甕

形土器を正位埋設した石囲い埋奏炉である。頚部から

口縁部にかけての破片が土器内部に落ち込んでいた。

炉石は土器からわずかに離れて配置され、円形、ある

いは多角形を意図した配置となっている。炉体土器の

口径44cm、 高さ42cmと 非常に深い炉である。炉体土器

内部には焼土層はない。 1号竪穴炉同様に南から東側

の炉石を欠失する。竪穴は長軸長5。9m× 交軸長6.6m

の円形プランで、 6本あるいは7本の柱穴配置と思わ
れるが、柱穴確認が不十分な部分があったことと、基

礎が撹乱しているため、とくに南側の柱穴が確認され

ていない (図 8では 6本として推定)。 主軸方向はN―

17° ―E。 竪穴の深さは約10～ 25cm、 1・ 2号竪穴周辺

の遺構構築面は砂質土で、ピットを完掘して放置して

おくと雨水が溜まり、壁が崩落することがたびたびあ

ったことから、柱穴も埋まりやすく、確認が難しいと

考えられる。

図 7 調査区の等高線図
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南側には正位埋甕がある。竪穴出入 り回部に埋設さ

れた埋奏とすると、炉と埋奏を結ぶラインを主軸線と

みなすことができる。ただし、埋奏は必ずしも主軸線

上にあるとは限らないため、確かではない。埋斐の大

きさは直径32cm、 深さ18cm。 埋妻と埋甕炉の上部のレ

ベルはほぼ同じである。この時期の埋甕にしては器高

が低 く、埋奏ではなく炉体土器であった可能性も想定

されるところであるが、一応 2号竪穴に伴う埋甕とみ

なしておく。壁は東側がわずかに検出されているほか、

北側にはわずかに壁と思われる段差が存在する。

図 8 1・ 2号竪穴柱穴配置図

3号竪穴 当初、 1号井戸周辺 (4号竪穴北側)を設
定したが、竪穴とはならず、井戸に伴う付属施設関連

の掘 り方と考えられたため、欠呑とした。

4号竪穴 (第 4・ 5図) 長軸長6.7m、 交軸長5,Om
の楕円形の竪穴で、 2基の基礎のために撹乱を受けて
いる。炉は竪穴中央に炉体土器残片と思われる土器片

を残す皿状ピットがあり、炉と考えておくが、通常は

奥壁寄 りにあることから、31号 ピットあたりの可能性

が高い。壁は基礎に切られた部分を除き全周する。南

側の壁は一応掘 り上げたが、不明瞭であった。壁は深

さ20～30cmで傾斜は緩い。柱穴は基礎中に 2本の柱穴

を想定 し、 7本柱穴と考えられる。主軸方向はN―
25°  一ヽヽ「。

遺物床面直上を中心に数個体の新道式土器が出土し

たほか、床面上には焼成不良の上器、未焼成の粘土ら

しき土壌、土偶脚部片など数点が出上した。粘上がど

図 9 4号 竪穴柱穴配置図

のような性格のものか十分な観察ができなかったが、

土器製作関連遺構としての竪穴であった可能性があ

る。床直以外の遺物の多くは竪穴覆土中から出上した

が、31号ピット脇の浅い掘り方中からは口縁部をわず

かに欠くだけの小型深鉢 1点 (17)と 、深鉢底部を打

ち欠いて小型容器としたらしい転用上器 2点 (5。 6)

が底面に密着するように出土した。転用土器は5が正

位、 6が逆位で出上し、何らかの1え納状況あるいは使

用状態を示しているようであった。

5号竪穴 (第 6～ 8図) 長軸長6.4m、 短軸長5.4m
の楕円形プラン。深さは20～ 25cm。 南壁に48・ 49号土
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坑が重複する。中央奥寄りに埋甕炉がある。胴下半を

欠失した直径38cm、 高さ33cmの深鉢形土器を正位に埋

設し、炉体内に焼土層はない。床面は特に堅級な面は

認められなかった。柱穴は 5～ 6本柱穴と考えられ、

炉裏に1本を配した 5角形配置 (36・ 39・ 40・ 41・ 84

号ピット)あるいは85号 ピットを加えた 6本柱穴かと

思われるが、ほかにやや浅いピットもあり、検討を要

する (図 10で は 6本柱を想定)① 主軸方向は 6本とし

て想定した場合はN-22° ―E。 柱穴としたピット中から

は、いずれも竪穴覆土と同時期の土器片を含んでいる。

柱穴の深さは約40～70cmで、38号 ピットには覆土上層

に礫が詰め込まれたように出土した。部分的に柱穴問

を連結するような不明瞭な溝が存在したが、全周しな

ヤヽ 。

覆土中には礫が多量に含まれ、とくに40'41号 ピッ

トをつなぐように検出された周溝上層には、帯状の配

置を意図したように礫が出土し、また炉上層、南西壁

寄りにも同様の礫が存在した。いずれも竪穴廃絶後に

投棄された礫と思われるが、帯状の集積が何を意味す

るのか不明である。

土器は礫の下層を中心に復元可能な多くの新道式土

器が出上したほか、上層から中層にも破片を中心に分

布する。土器以外の遺物として土偶が目立ち、分割塊

の接合部で剥離した土偶下半身の破片が、近い位置か

ら出土して接合した例など、接合関係をもつ資料が 4

例存在し、注目される。とくに土偶の出土位置がいず

れも帯状の礫で囲まれた内側からで、復元個体の上器

にもそうした出土傾向があり、竪穴廃棄後、土器等の

廃棄坑として利用される中で土偶についても何らかの

廃棄行為が行われていることを伺わせる。帯状の礫は

廃棄坑として礫を捨てた際に、埋没過程にある壁面近

くに礫を積み上げて片付けた状況と理解しておきたい。

6号竪穴 (第 8・ 9図) 調査区北東端、P12グ リッ
ド付近で、調査区外に3分の 1がかかるようにして検

出された竪穴。長軸長5.6m、 交軸長4.Om(推定5.Om)

で、円形プラン。 6本以上の柱穴が存在するが、炉裏

の44号 ピットと炉を結ぶラインを主軸線とする 7本柱

穴であろう。柱穴配置は図11の通りで、各ピット (柱

穴)は40～50cmの深さをもつ。主軸方向はN-49° ―W。

炉は中央やや北側にあり、小型石囲い炉で、 2個の細

長い礫2個が残るのみであるが、おそらく逆五角形に

組んだ石組炉である。0.55× 0.5m、 深さは16cm。 南壁

寄りに不整形の掘り方を呈した49号ピットがあり、集

石状に礫が多数入っていた。竪穴廃棄後の重複と思わ

れる。周溝はない。覆土中には主に北側に礫が散在す

る。

図¬1 6号竪穴桂穴配置図

遺物は井戸尻式上器を中心とし、遺物量は全体的に

やや少ない。床面からは中空の上偶頭部あるいは顔面

把手が44号 ピットに接して出土したほか、珍しいもの

では耳栓、浮子】犬軽石製品がある。

7号竪穴 (第 9・ 10図)調 査区南端、F8グ リッド
付近に位置し、南西隅の壁が 9号竪穴 と接する。竃の

礫が遺構確認時に露出し、竃と判明したため、竪穴プ

ランを探 した。黄褐色砂質土が地山で、覆土は暗褐色

土のためプランは分かりにくく、当初は竃西側に広が

る竪穴と想定し、調査を進めたが、遺物がなく、壁も

はっきりしないため、改めて東狽Iを精査し、プランを

確定した。東西3.2m× 南北3.5m、 深 さ10cmの 隅丸方

形プラン。主軸方向はN-15° ―W。 西壁ははっきり確

認されたが、南側については壁がない。第 9図では破

線で推定ラインを示したが、もう少 し大きかったかも

しれない。

竃は北西隅寄りの石組み竃で、袖石は残るが、天丼

石は欠失する。遺物は竃周辺からやや多 く出土した。

竃は長さ15m、 袖石間の幅約30cm、 長さ60cm。 手前に

1.4m四方、深さ10cmの掘 り方を伴い、炭化物がやや

多い。袖石は3個の石を立てて並べたもので、一部2段

積みとなる。

時期的には10世紀後半で、8号竪穴とほぼ同時期。

3号竪穴 (第 9。 10図 ) E6グ リッド付近にあ り、
東西3.4× 南北3.3mの 隅丸方形プランで、深さ37cm。

主軸方向はN-83° ―E。 プランがほとんど見えなかった

ため西壁については不明確で、もう少 しのびる可能性

がある。南壁は 9号竪穴床面に切 り込んでいたことか

ら、南東コーナー部のプランは判明したものの、全体

的に明確ではない。北壁は遺構確認時にわずかに識別
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できた。

竃は南東隅寄 りで、袖石が遺存するが、天丼部は欠

失する。竃は長さ75cm、 幅96cm、 袖石間の幅45cm、 袖

石の長さ52cm。 竃手前には炭化物の層が見られた。竃

内中央南寄りに支脚石 (17)が立ったまま遺存する。

竃北側の東壁に幅28cm、 長さ95cm、 深さ 4 cmの周溝を

もつが、その他の壁際にはない。

遺物は竃周辺を中心に、竪穴内北東側に分布し、床

面からHの脚付き鉢 ?が正位で出土した。時期は10世

紀後半。

9号竪穴 (第 9。 10図) 調査区南端、E7グ リッド
付近にあり、東西3.5m、 南北3.Omの隅丸方形プラン

で、主軸方向はN-80° ―E。 8号竪穴に南西隅を切られ、

東壁付近は7号竪穴と重複する。南壁は南東隅付近に

畑の地境の石垣があるため、わずかに完掘できていな

い。南壁には幅30cm、 長さ2m、 深さ数cmの周溝が巡

る。東、北壁は明確に検出され、周溝はない。本竪穴

西側、西壁寄 りに竃袖石状の礫が露出し、竃の可能性

が高く、 9号竪穴の西側にもう 1軒存在した可能性が

あるが調査することができなかった。

竃は東壁わずかに南寄りで、石組の袖石は良好に残

るが、天丼石は欠失する。長さ1.55m、 幅0.85m(焚

日)、 袖石間の幅35cm、 長さ45cm。 竃内には、石組間

から土師器皿の完形品が逆位に出土し、竃廃棄時の祭

祀行為に伴って意図的に伏せられた可能性があるが、

底面から浮上するため、偶然的な出土状況ともいえる。

竃手前に80cm四方もの大きめの竃焚き回がある。南東

隅には竃状に組まれた石があり、南東付近にさらに竪

穴の切 りあいがあった可能性もあるが、調査区境の石

垣がせまっていたため、石垣関連の礫の可能性もあり、

現場では判断ができなかった。

遺物は竃周辺を中心に出土し、時期は10世紀前半。

10号竪穴 (第 11～ 12図)N8グ リッド付近に位置し、
北壁を旧共選所基礎が切 り、中央付近には 5号溝が重

複する。炉が 3箇所近接して存在し、柱穴も数軒分存

在することから、 3軒 に分けられるが、ここでは 3軒

分が重複したプランとして当初把握された範囲を10号

竪穴とし、各炉を10A、 10B、 10Cと 区別する。柱穴配

置はよくわからないが、 7m規模の円形、楕円形プラ
ンであることから柱穴本数は 5～ 7本が想定される。

北側では 2～ 3軒分の柱穴が密集した状況を呈すが、

南側にはほとんど確認できておらず、柱穴配置、竪穴

主軸方向を検討できる状況ではないものの、10A号竪

穴を5本柱穴、10B号竪穴を6本柱穴、10C号竪穴を不

明として一応図12の ような想定をした。

10A号竪穴は石囲埋甕炉を炉とする竪穴で、炉は回

径40cm、 高さ41cmの胴部が強く括れた土器を転用する。

口縁部の 4個の突起は除去され、破断部は磨かれてい

る。口縁部に接するように楕円形の礫 7個が円形に平

置きされ、ほぼ完全な炉の状態を保つ。竪穴規模は推

定6.5× 6.Om、 主軸方向はN-38° ―W。 柱穴は 5本 と考

えておく。床面には南側に正位の埋設土器がある。井

戸尻式土器の長胴秦タイプの深鉢底部を打ち抜き、日

縁部を欠く土器で、どの竪穴に伴うものか明確ではな

いものの、土器の時期が10A炉 と同じと考えられるこ

とから、10A号竪穴に伴うと考えておく。中期中葉の

屋内埋秦の類例はきわめて少なく、県内では例外的に

藤内式期があるが、通常は曽利 I式期を初現とされて

いる。とりわけ中期後半の埋甕のように竪穴主軸線上

の推定出入り口付近に位置する例はほとんどなく、主

軸線から外れる例が数例知られる。

10B号竪穴の石囲い炉は、 5個の楕円形の礫を円形

に並べ平置きしたもので、北西側の炉石は欠失する。

炉の正面は不明ながら、南側に用いられたやや長めの

礫が正面に当たる炉石かと思われる。78× 70cm、 深さ

20cm。 竪穴規模は7.5× 6.5m、 主軸方向はN-9° ―W。

10C号竪穴の炉は埋奏炉を炉とする竪穴で、西側は

ピットの掘 り方のためか欠損する。石囲いおよび焼土

はなく、埋奏 (埋設土器)の可能性もある。80× 68cm、

図12 10A～ C号竪穴柱穴配置図
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深さ21cm。 竪穴規模、柱穴配置は不明。

これらの炉の状態、形態からみた変遷は、10B・

10Cが古く、10Aが最新で、10Bと 10Cの前後関係につ

いては石囲いの平面形が藤内式に近い10Bを古 く見て

おきたい。

竪穴内42号 ピットと86号 ピットからは、柱穴に接す

るように長さ50～60cmの棒状自然石が横たわって出土

した。42号ピットについては深さが浅く柱穴ではない

か、柱穴が確実に検出されていない。礫の出土位置は

ともにピットに対して壁側ではなく室内側にあり、柱

に立てかけるようにして置かれていたらしい。こうし

た事例は井戸尻式期を中心に山梨県内で散見され、屋

内祭祀の一種と考えられている。竪穴主軸線を中心に

左右対称に配置される例、奥壁の立石のように1本の

みの例のほか、富山県東黒牧上野遺跡のように各柱穴

に配置される例などがある。また両者が同一の竪穴空

間に配置されるのか、別の時期なのかについても検討

を要するが、ここでは両者を10B号竪穴に伴う屋内配

石としておく。

覆土中からはやや多くの遺物が10A号竪穴の想定床

面範囲を中心に、やや浮いた状態で出上した。

11号竪穴 (第 13・ 14図)P10グ リッド付近にあり、
13号竪穴と重複する。また南壁付近には旧共選所基礎

があり、竪穴の一部と重複する。当初、土坑群と誤認

し、いくつかの土坑を半裁するなかで、土器の出土状

況が竪穴的と考えられるところがあり、再精査を行っ

て遺構確認をし直した。重複のため竪穴プランが不明

瞭であるが、主軸長約4.5m、 交軸長約4.Omの 円形に

近い楕円形プラン。主軸方向はN-9° ―W。 65'67・

68。 90号 ピットが柱穴で、 4本柱穴とするが、炉裏の
91号ピットも可能性がある。深さは約40～ 60cm。 柱穴

間を不明瞭な周溝がつなぎ、壁はその外周にある。柱

穴のタト周、壁際をわずかに高くするベッド状遺構の類

と思われる。さらに西壁下には不明瞭な周溝が部分的

に存在する。

炉は竪穴の中央付近にあり、細長い円礫を三角形に

組んだ石囲い炉で、完存する。46× 42cmの小型で、深

さ13cm。 焼土はない。

遺物は必ずしも多くはないが、床面、ピット付近か

らまとまった個体が出上し、とくに65号ピット付近で

は1の底部を欠く深鉢が完形の鉢 (12)の直上から出

土し、そばからは完形の台形土器 (14)が受け面を上

にして正位で出上した。また2個の自然礫を用いた台

石が北東、東南寄りから出上している。

12号竪穴 (第13図) Q10グリッド付近、調査区北側
中央の調査区境壁際で、調査の最終段階に検出された。

13号竪穴と重複し、炉と周辺がわずかに遺存するが、

壁は全く不明で竪穴規模は不明。柱穴については11号

竪穴内にいくつか分布するが、はっきりしない。炉は

楕円形の石囲い炉で、楕円形の円礫を8個用い、平置

きではなく横長に縦置きしている。65× 60cm、 深さ14

cmで、焼土はなし。炉底部から新道式上器片が 1点出

土している。

13号竪穴 (第13図) 11号竪穴と重複し、10号溝が東
壁付近と重なっているため、竪穴のプラン自体がわか

りにくくなっている。床面は深さ22cm程度のほぼ平坦

で、床面中央付近には炉石の可能性がある長細い礫が

1個設置され、その北側が地床炉的に凹みをもつ。焼

土はない。遺物出土量はきわめて少なく、縄文中期の

上器片を主とするが、刃部を局部的に研磨した打製石

包丁 (11)、 弥生後期と思われる土器 (5)があり、炉

の形態を考えると弥生後期の竪穴の可能性が高い。柱

穴は未確認である。壁は非常に緩やかで、周溝はない。

竪穴とすれば推定6.0× 5.5mの楕円形プランとなる。

(2)焼土遺構

1号焼土 (第 14図) 調査区南西端、D2グ リッドに
あり、調査区外にかかる。1.2× ユ,Omの浅い土坑状の

落ち込みを呈し、焼土ブロック、礫、土師器がまとま

っている。また全体的に焼上が故在する。竃の可能性

も考えられるが、礫のあり方、焼上の堆積状況から、

調査時点では竃と判断できなかった。

2号焼土 (第 14図) D3グ リッドに位置し、 1号焼
土に近い。土坑状の掘り方をもち、表面中央付近に焼

土が濃く分布する。土坑は1.27× 1.15m、 深さ14cm。図刊3 11号竪穴柱穴配置図
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(3)屋外埋奏

1号埋甕 (第 14図) M8グ リッドにあり、曽利式の
X把手付深鉢の胴上半が正位に埋設され、周囲の50号

土坑などにも同一個体片が散在する。無文口縁部は53

号土坑内出土。埋奏掘 り方は径70cm、 深さ12cm。

2号埋甕 (第 14図 )M7グ リッドに位置する。径
58× 46m、 深さ16cmの掘 り方中に無文の深外底部を正

位に坦設したもので、周囲にはいくつかの礫が分布す

る。土器型式、時期はよくわからないが、そばには 1

号埋甕が存在し、 2基のみではあるが屋外埋甕分布域
として捉えることもできる。

(4)集石

1号集石 (第15図 ) 10号竪穴南側の溝状遺構で、内

部には礫が多数入れられている。滞は長さ5.lm、 幅

0.6m、 深さ約 5 cmで、時期を示す遣物は出上 してい

ない。 5号滞と1.7mの間をおいて平行 し、なんらか

の関係を伺わせるが、旧水田面の暗渠の可能性もある。

2号集石 (第 15図)Pllグ リッド、10号溝中に位置
する集石で、土坑状の浅い掘 り方を伴う。径84m、 深

さ12m。 遺物はとくになし。

(5)井戸跡

1号井戸 (第15図)P9グ リッドに位置する小型円形
の石組み井戸で、深さ約1,Om。 高さ0.8mに石積みを

し、内部に径50cm、 高さ15cmの 木製の曲物を設置して

いる。石組は上端で径0.8m、 底付近で径0.5m。 曲物

下には小礫が分布し、さらに底にかけては約0.25mの

深さをもち、古銭 2枚 と完形の小型灰釉蓋状製品が出

土した。井戸は上部石積みを欠失していることも考え

られるが、現状では浅いことから、往時の地下水位の

高さを示している。なお、本井戸跡は現位置のまま共

選所北側の駐車場内に埋設保存措置がはかられた。

(6)土 坑
1号土坑 (第 15図) Q6グ リッドにあり、1.2× 1.Om、

深さ9cmの浅い円形の土坑。

2号土坑 (第 15図) Q9グ リッドにあり、1.14× 0.82
m、 深さ18cmの楕円形土坑。

3号上坑 (第 15図)Q10グ リッドにあり、1.12× 1.04
m、 深さ21cmの 円形土坑。

4号土坑 (第 2図) L7グ リッド所在の撹乱坑。
5号土坑 (第 2図)M7グ リッド所在の撹乱坑。
6号土坑 (第 1図)N7グ リッド所在の撹乱坑。
8号土坑 (第 2図) M8グ リッド所在の撹乱坑。
9号土坑 (第 2図)M8。 9グ リッド所在の撹乱坑。
10号土坑 (第 2図)M9グ リッド所在の撹乱坑。
11号土坑 (第 16図 ) Q8グ リッドにあり、2.42× 1.42
m、 深さ17cmの楕円形土坑。いくつかのピットが重な

り、不整楕円形を呈する。井戸尻式期か。

12号土坑 (第 16図) Q8グ リッド内、H号土坑北側
にあり、1.2× 1.lm、 深さ20cmの不整円形の土坑。

13号土坑 (第 16図) Q9グ リッド内。1.0× 0,76m、 深
さ24cmの楕円形土坑。15。 19号土坑と重複する。井戸

尻式期か。

刊4号土坑 (第 16図) Q9グ リッド内。1.28 X l.lm、 深
さ25cmの隅丸方形土坑。19号土坑と重複する。

15号土坑 (第 16図) Q9グ リッド内。1.1× 0.86m、 深
さ15cm。 13。 19号土坑と重複。

16号土坑 (第 16図 ) Q9グリッド内。0,9× 0.8m、 深
さ12cmの円形土坑。15・ 19号土坑 と接する。井戸尻式

期か。

18号土坑 (第 16図)P9グ リッド内。 1.72× 1.2m、 深
さ12cmの浅い楕円形土坑。

19号土坑 (第 16図) Q9グ リッド内。1.26× 1.2m、 深
さ66cm。 13～ 16号土坑と重複する。覆土中位には15～

35cm大の礫を多 く含む。

20号土坑 (第 16図 ) 110グ リッド内。2.08× 1.5m、

深さ 8 cmの ごく浅い楕円形土坑。

2刊 号土坑 (第 17図)N6グ リッド内。 l.14× 1.12m、
深さ18cmの 円形土坑で、中央～北狽1に礫が複数集まっ

ている。

22号土坑 (第 17図)N6グ リッド内、48号土坑 と重
複する。 1.32× 1.21m、 深さ20cmの円形土坑。覆土中

に礫・土器を含む。

23号土坑 (第 17図) N7グ リッド内。1.9× 1.55m、 深
さ16cmの不整形土坑。

24号土坑 (第 17図)N6グ リッド内。 l.28× 1,12m、
深さ38mの円形土坑で、34号土坑と重複する。井戸尻

式期か。

27号土坑 (第 17図) M8グ リッド内。 1.08× 1.08m、
深さ10cmの 円形土坑で、41号土坑 と重複する。

28号土坑 (第 17図)M8グ リッド内。 1.22× 1.06m、
深さ83cmの 円形袋状土坑。覆土中位～下位に遺物がや

や多く分布した。井戸尻式期。

29号土坑 (第 18図) L6グ リッド内。2.8× 1,95m、 深
さ55cmの不整形土坑で、36号土坑 と重複する。IPBい 1

個体分の大型深鉢の破片が多く出上した。井戸尻式期。

30号土坑 (第 18図) M9グ リッド内。 1.2× 1.04m、
深さ27cmの円形土坑で、断面はボール状。

31号土坑 (第 18図) N10グ リッド内。全体では2.7×

■8m、 深さ48cmの不整形土坑で、中心に0。9× 0。75mの

円形土坑がある。周囲が大きく落ち込み、断面はボー

ル状をなす。中央土坑中には底面にほぼ接するように、

縁が発達しない完形の台石が上向きに遺存し、土器片
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も分布する。周囲の浅い掘 り方中からは黒曜石製石匙

が出上している。

32号土坑 (第 18図)Nllグ リッド内。0.8× 0.78m、
深さ10cmの浅い円形土坑で、33・ 37号土坑と接する。

33号土坑 (第 18図)Nllグ リッド内。 1.1× 1,Om、 深
さ14cmの 浅い円形土坑で、32号土坑と接する。藤内式

期か。

34号土坑 (第 17図 )N7グ リッド内。 1.28× 1.15m、
深さ22cmの円形土坑で、24号土坑、ピットと重複する。

やや浅い皿状の土坑で、覆土中層にまとまって鉢形土

器が出土した。井戸尻式期。

35号土坑 (第 19図)N7グ リッド内。 1.18× 0.95m、
深さ28cmの 楕円形土坑で、内部には20～ 40cm大の礫5

個が入れられている。

36号土坑 (第 18図) L7グ リッド内。2.02× 1.86m、
深さ51cmの 円形土坑で、径20～ 50cm大の礫が多数出土

した。

37号土坑 (第 18図)Nllグ リッド内。0.95× 0.84m、
深さ 6 cmの ごく浅い円形土坑で、32号土坑と接する。

覆土中に径18～40cmの礫を含む。

38号土坑 (第 19図)N9グ リッド内。 1.6× 1.36m、 深
さ42cmの 円形土坑で、円形の撹乱坑と重複する。断面

ボール状。

39号土坑 (第 19図 )M6グ リッド内。0.68× 0.65m、
深さ20cmの円形土坑で、両側に小ピットが重複する。

40号土坑 (第 19図)M8グ リッド内。 l.45× 1.18m、
深さ38cmの 円形土坑。断面はタライ状。底面には小礫

が多数露出する。

41号土坑 (第 19図) M9グ リッド内。 1.14× 0.9m、
深さ41cmの楕円形土坑で、いくつかの掘 り方が重複し、

全体で196× 1.43mの不整形を呈す。覆土中層からは

土器片が多く出土した。藤内式期。

42号土坑 (第 19図) 010グ リッド内。208× 1.4m、
深さ38cmの不整形土坑で、複数の掘 り方が重複した形

を呈す。西側のピットに20～40cm大 の礫が集まる。

43号土坑 (第20図 )P8グ リッド内。 1.26× 1.08m、
深さ17cmの 円形土坑で、44号土坑を切る。断面は皿状。

44号土坑 (第20図)P8グ リッド内。 l.0× 0.88m、 深
さ26cmの円形土坑で、断面はタライ状。

45号土坑 (第20図)P10グ リッド内。1.52× 1.34m、
深さ34cmの楕円形土坑。11号竪穴と重複する。

48号土坑 (第 20図) 07グ リッド内、 5号竪穴と重
複する。 1.6× 1.5m、 深さ33cmの円形土坑。小型深鉢

(1)が逆位で出土。石囲い状の配石をもつが、炉石で

はないと思われる。

49号土坑 (第 20図)07グ リッド内、 5号竪穴と重

複。1.54× 1.43m、 深さ32cmの円形土坑。曽利 I式期。

50号土坑 (第 20図 )M7グ リッド内。 1.2× ■05m、
深さ22cmの 円形土坑で、ピットが重複する。皿状の断

面で、覆土中位に大型深鉢の大破片が1個体分害↓れた

状態で重なっていた。曽利Ⅲ式期 ?。

5司 号土坑 (第 3図) M7グ リッド内。2.8× 2.4m。 土
坑ではなく、撹乱坑かと思われる円形の落ち込み。

52号土坑 (第 20図 ) P10グ リッド内。 1.3× 1.14m、

深さ22cmの 不整形土坑で、断面は皿】大。中央、覆土上

層に遺物がまとまって出土。曽利 I式新～曽利Ⅱ式古

段階のX把手奏などがある。

53号土坑 (第20図 ) P10グ リッド内、H号竪穴と重
複。1.03× 0.86m、 深さ50cmの 円形土坑で、断面は袋

状に近い箱形。上層に細片化した土器片が多く出土し

た。

54号土坑 (第20図 )Q7グ リッド内。1.08× 088m、
深さ20mの円形土坑で、中央に胴下半のみの深鉢が底

面直上に横位で出土した。断面は皿状。新道式期。

55号土坑 (第 21図 ) Q8グ リッド内。1.45× 1.35m、
深さ19cmの浅い円形土坑。

56号土坑 (第 21図 )P9グ リッド内。1.15× 0,91m、
深さ44cmの 円形土坑で、断面はボール状。

57号土坑 (第21図 ) P10グ リッド内。092× 0.69m、

深さ24mの楕円形土坑で、断面はボール状。

58号土坑 (第21図 ) P8グ リッド、 1・ 2号竪穴内。
1.0× 0,9m、 深さ18mの浅い円形土坑で、14～ 40cmの

礫とともに土器が出土した。新道式期。

59号土坑 (第21図) P8グ リッド内。1.3× 0.72m、 深
さ34cmの楕円形土坑で、北側に土器下半部が斜めに置

かれ、南側はさらに深いピットとなる。新道式期。

(7)ピ ット

土坑以外をピットとし、 1か らlolま で番号をつけ
た。径20cm程度の細いピットがP8、 Q7グ リッド付近

に集中し、中世の掘立柱建物に関わる柱穴と考えられ

るが、柱穴配置については十分な検討を行うことがで

きなかった。そのほか、埋没谷周辺にもF4・ H8・ 19

グリッドに小型ピットのまとまりがあり、中世、ある

いは平安時代の柱穴と考えられる。ここでは第21図に

あるピットについて説明を加える。

49号 ピット (第21図 )P12グ リッド内。 6号竪穴の
床面に重複 して検出された。 1.4× 1.Om、 深さ22cm。

覆土中には底から18cm程度浮上して10～ 30cm大の礫が

集中して出土した。

74号 ピッ ト (第21図)P8グ リッド、 1・ 2号竪穴
内。58号土坑、75号 ピットと重複する。17× 1.16m、

深さ22cmの 円形で、南東側に重複するピット内には1

-18-



個分の井戸尻式土器片が破片の状態で重なるように出

土した。

(8)溝

1号溝 (第 3。 23図 ) K9～ Kllグ リッドに位置する

石積みを伴う溝。幅30cm、 深さ30cm、 長さ16mで、東

西方向に直線的に通る。石積みは自然円礫を 2段程度

行う。東側は 3号溝に接続し、西側は 2号溝に接続す

る。 1～ 3号溝は全体で直角三角形の形に配され、 2

号溝が旧道に関連した溝と考えられることから、それ

らは同時期の地境溝で、田畑に関わる溝かと思われる。

溝中からは近代～現代と思われる瓦礫等が混 じり、旧

共選所以前に溝として機能 していたことが考えられ

た。また旧共選所の南辺と平行することから1号溝に

ついては旧共選所の雨落ち溝、あるいは地境の排水溝

として機能していたことも想定される。中世と思われ

る5号滞と平行することから、何 らかの古い地割に沿

った構築とも思われる。

2号清 (第 2図)J5～ M12グ リッド付近に位置し、
調査区中央を斜めに横切る溝で、長さ42mを確認した。

両脇には断続的に石が直線的に並んでいるが、配石は

溝の北側では溝から離れたタト側にあり、それとは別に

幅の狭い石積みをもつ溝が南側にあり、 1・ 3号溝と

同様の規模、形態の溝となる。したがって道の脇に側

滞が平行すると考えられる。幅0,9～ 2.2m、 深さ約40

cm。 2号溝に沿って、あるいは重なるように以前は道

があったとされ、図 3で も旧共選所脇まで斜めに道が

のびている状況がわかり、一説には塩山方面への脇道

といわれる。なお、 2号溝の調査後、全体を確認面ま

で下げたところ、第 3図に示すように、ほぼ同じ位置

に古い溝の一部が確認された (8号溝 )。 調査区南狽〕

では2号溝と同じ方向で埋没谷が確認され、ほかにも

いくつかの溝が存在することから、坦没谷が平地化し

ていくなかで以前の溝を踏襲するように各時期に溝が

作られ、重複したと考えられる。

3号清 (第 3。 23図) 」11～ Mllグ リッドに位置し、
石積みをもつ直線的な溝で、16mに わたって南北に伸

びている。第 3図では、溝が旧共選所基礎を切るよう

に示されているが、配石は基礎面よりも深いところに

あり、基礎が新しい。旧共選所以前に存在した溝であ

る。

4号溝 (第 1図 )調 査区北西隅、Q7グ リッド付近
に位置する南北方向の溝。幅0,7～ 1.8m、 深さ約 10cm、

長さ 6mで、 1・ 2号竪穴西側以南で消えている。K6グ

リッド付近に溝状遺構があるが、それにつながるもの

かどうかはわからない。

5号溝 (第 1・ 23図 )C6～NHグ リッドを東西に横切

る溝で、5。 10号竪穴を切る。東似1では幅1.5m、 深さ

40cmと 幅広で深く、西側では幅0.8m、 深さ20cmと 狭い。

東側には杭列があり、護岸の杭と思われるが、遺存状

況は悪く、取 り上げていない。遺物は志野皿、明染付

皿などがあり、中世の溝の可能性が高い。溝からやや

離れて平行する石列がある。溝から07m離れて東西

方向に15m並ぶ。溝と関連した配石で、地境を示すも

のと考えておきたい。また10号竪穴南側には 5号溝と

平行するように 1号集石がある。溝中に礫を充満した

もので、これも5号溝に関連した遺構と推測しておき

たい。

6号溝 (第 2・ 23図) G3～ K9グ リッドの埋没谷上層
で検出された溝。幅07～ 1.5m、 深さ16mで、調査区

内では40mを 確認している。埋没谷断面の トレンチで

溝の断面を観察したが、埋没谷自体が数度の洪水で形

成された複合的な堆積状況を示し、清として調査した

部分が自然堆積層の縁部であった可能性もあり、幅に

ついては厳密ではない。完形の上師器椀、須恵器長頚

壺が出土し、古墳時代末の流路と考えられる。

7号清 (第 2・ 23図 ) 19～ J8グ リッドに位置する。

6号溝と直交する溝で、 6号溝を起点としてわずかに

曲が りながら直線的に南北にのびる。幅0。3～ 1.2m、

深さ18cm、 長さ1lm。

8号溝 (第 2・ 23図) J7～ L9グ リッド付近、 2号溝

下層付近で検出された溝で、微高地と埋没谷の境にあ

り、埋没谷方向と平行する。断続的に南西方向に伸び

ると考えられる。幅 2m、 深さ22cm、 長さ17m。

9号溝 (第 2・ 23図) L8～ M9グ リッドに位置し、8

号溝北側に平行する。幅0.8～ lm、 深さ80cm、 長さ12

m。 全掘しておらず、一部のみ調査を行った。

10号溝 (第 1。 23図) Nll～ Pllグ リッドに位置し、

南北に直線的な溝である。当初、北側と南側で別の溝

と判断したが、断続的ではあるものの同一ライン上に

あることから、整理の段階で同じ溝とした。幅0。9～

1lm、 深さ13cm、 長さ15.5mで、南側は 5号滞にほぼ

直角に取 り付き、北側は13号竪穴を切る。西側には 4

号溝が本溝と平行するように存在することから、 4・

5。 10号溝で何らかの区画溝を構成するとも推測でき

るが、はっきりしない。本溝中にはPllグリッド内に

2号集石があり、さらに北側にも小礫が集中する部分

がある。集石は重複するものではなく、溝に伴うもの

かもしれない。

埋没谷 (図 6、 第 2図) E3～M13グ リッド付近に所

在し、上層は調査区中央から南に向かって浅く埋没す

る。調査では調査区内にかかる約 7割の部分を掘 り下

げ、上層と重複 して平行する溝を調査後、H5～ G6グ
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リッド付近に溝方向と直交するように長さ13m、 幅

130mの トレンチを設定し、人力で可能な限り掘り下

げた。その断面図が第22図で、それによれば中央やや

右寄りに 3～ 7層で示されるように幅4m、 深さlm
の自然河道があり、その上層に 6層の一部がある。ま

た南側には何回かの落ち込みがある。調査区西側の調

査区壁に沿った断面図中、南側の図にも埋没谷が落ち

込んでいく様子が見える。地山は南側の微高地に向か

って上がっていく。第22図によれば埋没谷は幅推定15

m以上であるが、上層の調査にとどめたため、はっき

りした上端ラインをしめすことができていない。遺物

は第22図 18層中より磨耗した縄文中期後半の土器片が

出上したが、滞が自然河道であること、遺物が比較的

少なく摩滅していること、上層の土量が大量であるこ

とから完掘はせずにトレンチのみとした。この埋没谷

は現況の地図上でも等高線の状況から存在が推測で

き、調査区付近を斜めに横切る谷 (旧河道)が想定さ
れる。

第 4節 遺 物

(1)竪穴建物跡遺物

1・ 2号竪穴遺物 (第24～ 26・ 90図、図版15) 覆土
は浅く、炉体土器を除くと遺物は少ない。 1は炉体土

器。幅広の横帯文で、大きな楕円区画中に太い沈線で

文様が描かれる。 2も 1に類似した器形で、10号竪穴

炉体Aに似た3本指の手のモチーフをもつ。3・ 4は同一

個体で、楕円横帯文土器。 6は曽利 I式直前段階、 5
は曽利 I式古段階の上器で、 6の隆線上のキザミは羽

状となる。出土地点はともに 1号竪穴内である。 9は

2号竪穴の炉体土器で、回縁部・胴下半は打ち欠かれ

ている。頚部～口縁部無文帯の破片は炉体内部から出

土した。細めの粘土紐をモチーフとして貼付後、縦位

条線地文を施文、蛇行粘土紐を貼付したもので、 2単

位のU字状モチーフの端部は蕨手状になる。10は屋内

埋奏とみられる埋設土器で、日縁部、胴部下半を欠く。

竹管4多形隆帯施支後、縦位条線を施文し、蛇行粘土紐

を貼付する。 9は曽利 I式新段階、10は Ⅱ式古段階で

ある。19～21は台形土器。22・ 23は ミニチュア土器。

27～39は打斧、40～42は横刃形、45～48は磨り石・叩

き石、 43は石鏃、 44イ妬 錐か。

石器は23点 中、打斧13点 (56%)、 横刃形石器 3点

(13%)、 凹・磨り石3点 (13%、 稜磨り石、磨り石、凹

み石各1)、 石鏃、叩き石、石錐は各 1点で、打斧が多

い。

そのほか追加資料として第90図 に掲載した資料に、

中空土偶の頭頂部、あるいは把手片 1、 焼成粘土塊 1

がある。

4号竪穴遺物 (第27～33図、図版16・ 17) 1・ 2は

床面出土。口縁部に重三角文をもつキャリパー形の深

鉢で、区画文内に玉抱き三叉文をもつ。 2は 6単位の

小波状口縁をもつ土器で、重三角文の一部に抽象的な

動物状モチーフを2つ もつ。半裁竹管による角押文、

刺突文を多用し、三角押文は用いていない。胴部は2

単位の渦巻文で、渦先端は手のような表現となってい

る。胴下半が接合帯部分で平らに欠失している。 5・

6は 22号 ピット脇から出土した底部転用品。 5は内外

面に灰白色の粘土が付着し、粘土の容器、あるいは土

器作りの際に水を入れる容器として用いられた可能性

がある。 6も 同様に黄褐色の粘土付着が内外面に認め

られ、台形土器に付着した粘土に色調が類似している。

割れ日は研磨されていないが、ほぼ平らに敲打調整さ

れ、破損部の一部に赤彩が認められる。 4・ 7～ 10・

13は円筒形土器。抽象文が施文された例に 4・ 8・

10・ 13があり、山椒魚文等が描かれている。14のモチ

ーフも抽象文か。17は床面出上の小型土器。15。 32は

長方形横区画文。18・ 33は縦区画文で、33は北陸系土

器。35～37は弥生末～古墳初頭かと思われる赤彩壺で、

複数個体ある。40～45は土偶。40～42・ 44は脚。401ま

大型脚部で、文様は精巧である。42・ 45は胴部。46～

51は土製円板。52～97は打斧、98～ 103は横刃形石器

で、打斧が非常に多い。104。 105。 107は磨り石。106

は磨斧。110～ 1121よ石皿片。

石器は61点 中、打斧46点 (75%)、 横刃形石器6点

(10%)、 磨り石 2点 (3%)、 石核・凹み石・剥片・

磨斧各1点で、打斧が圧倒的に多い。

床面出上の粘土塊は灰褐色で、焼成の悪い土器片を

含む粘土質の塊状の土壌。2680gあ り、雲母を多量に

含む。焼成不良の土器が崩れた可能性がある。

5号竪穴遺物 (第34～51図、図版17～24) 1は胴下
半を欠いた炉体土器。口縁部の横区画文は重三角文で

はなく、格沢式の様相を残し、三角押文を用いる。橋

状把手は 2箇所で対向し、 4単位の文様帯となってい

る。頚部以下は無文で、指頭圧痕後ケズリ調整される

類例の少ない土器である。 3は日縁部に重三角文をも

つ小型土器で、胴部横帯文に本体とは異質の粘土を用

いている。隆線部分の胎土は赤色粒子を多く含み、赤

味が強い。無文部には指頭痕を残している。 5も 重三

角文をもつ小型土器で、文様が精巧である。口縁部は

6単位であるが、 1箇所の突起には粘土紐による加飾
があり、他の突起と区別されている。胴部は 2単位の

文様構成となる。底部は無文で、台形土器受け面類似

の圧痕をもつ。 9は重三角文をもつ平口縁の深鉢で、
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胴下半にクランク文をもち、古手の文様構成を残す。

16は 口縁部を8単位の重三角文、胴部は 2単位の渦巻

文とする。19は新道1式でも拾沢式に近い土器。20は

小型円筒形土器に重三角文を施文した上器で、底部の

縁が大きくつぶれたまま焼き上げられている。251よ重

三角文をもつ平口縁、縄文地文の深鉢で、胴部には斜

めに短隆線を貼付する。このような「げじげじ文」的

な貼付をもつ土器には42・ 43がある。23は円筒形土器

で、胴部に抽象文をもつ。24は竹管文を多用し、重三

角文を2段横帝文化した土器で、類例は少ない。30は

1単位のクランク状隆線をもち、地文を縄文とする。

横に伸びた先端は二股に分かれた手のようになってい

る。31は小型円筒形土器で、日縁部を重三角文、胴部

を縦区画 (一部横区画)文とし、抽象文的なモチーフ

を 1単位入れた北陸系土器である。33は長方形区画の

横帯文土器で、地文を縄文とする。45。 49・ 55・ 78に

も北隆系的な土器がある。44。 48は無文土器で、44は

全体に斜めのナデ整形を行った後、胴下半1/31こ斜め

ケズリを行っている。底部は無文であるが、台形土器

類似圧痕をもつ。ほぼ完存する。47は 2単位の胴部渦

巻隆線の下に逆U字隆線が 5単位施文されている。胴

下半にはケズリ整形が行われ、底部は無文であるが、

台形土器類似の圧痕がある。557・ 58は 同一個体で、

区画にキザミ (刺突)を加えた北陸系的な文様要素を

もつ小型土器である。58に見るように口縁部に大きな

突起があり、抽象文 (蛇か)を もつ。71～77は浅鉢で、

71～75は屈折口縁に支様帯をもつもので、76・ 77は単

純口縁で文様帯をもたない。後者のほうが小型である。

99～ 101は台形土器で、98は土器底部を台形土器に転

用したもの。107～ 1101よ中期中葉以降の土器で、■0

は弥生末～古墳初頭。■1～ 120。 122・ 123は土偶で、

114は頭部に右巻きの蛇を戴く。蛇の頭部が表現され

た例で、顔面には白色塗彩が残る。111も 同様に頭部

に右巻きの渦巻文をもつ土偶であるが、これも蛇体と

思われる。頭部の左右に計3個の小孔をもち、懸垂で

きるようになっている。顔面は仮面状に貼付したもの

で、出土時は顔面が剥離した状態で発見された。■8

は3点の土偶片が接合し、分割塊製作法を明瞭に残し

ている。119は接合心棒が足裏に貫通した例。120は割

れ口に心棒痕跡がみえる。123は逆ハート形の板状土

偶。1241よ縦・横に貫通孔をもつ小型土製品で、抽象

土偶と呼称される体部だけの板状土偶の一種かもしれ

ない。あるいは土偶とは無関係の垂飾模倣品か。121

は猪と考えられる動物形土製品で、左面に目らしきく

ぼみを表現するが、欠損部が多く、よくわからない。

125は有孔土製品で、色調、胎土が古代の上師器に似

ていることから、時代が異なるかもしれない。土錘か。

126～ 134は土製円板。135。 136は焼成粘土塊。137～

225は打斧で、非常に多い。226は端部に快 りのある打

斧状の石器で、粗製石匙か。227は粗製石匙。228～

237は横刃形石器。238。 239は石鏃、240～241は石錐、

244～ 247は フレイク。248～ 253は磨 り石。254は 台石

か。

石器は118点あり、内訳は打斧89点 (750/O)、 横刃形

石器10点 (8%)、 磨り石 6点 (5%)、 剥片 4点 (3%)、

石錐・石匙・石鏃・掻器各 2点 (各 2%)、 台石 1点

で、打斧が圧倒的に多く、その割合はほぼ同時期の4

号竪穴と同率となり、石器組成比もほぼ同じで、打斧、

横刃形石器以外は全体的に少ない。

そのほか追加資料として第90図に掲載した資料に焼

成粘土塊が 2点ある。また溶岩礫があり、14× 11× 7

cm、 692gを計り、加工はない。富士山起源と思われ、

甲府盆地では釈迦堂遺跡などに出土例がある。

6号竪穴遺物 (第 52図、図版24) 11よ井戸尻式の大

型円筒形土器で、胴下半は多糸電文を縦位施文する。 6

はミニチュア土器。12～ 14は土製円板。15は滑車形耳

飾で、表面のミガキは良好。16は床面上出土の上偶あ

るいは顔面把手で、頭頂部には蛇らしき表現の装飾を

載せている。中空で、日・日は貫通し、釣り上がった

日、ブタ鼻、小さな丸い口は、釈迦堂遺跡に典型例が

見られるように、井戸尻式期の土偶に一般的な風貌で

ある。また耳に貫通孔をもつ。17～ 21は打斧、22・ 23

は横刃形、24は石錐。26・ 27は浮子状軽石製品で、同

一個体かもしれない。

石器は計H点出土し、内訳は打斧 5点 (45%)、 横

刃形石器 2点 (18%)、 浮子 ?2点 (18%)、 石錐・剥

片各1点で、石器数が少なくなっている。

7号竪穴遺物 (第54図、図版24・ 25) 1・ 2は 甲斐

型郭で、 2は内面黒色で、放射状暗文間にらせん状暗

文が入る。 3～ 6は甲斐型直後のイ・皿で、ケズリは

なく、底部は糸切りのままである。 7・ 8は灰釉椀で、

7は浸し掛け、三日月高台で、折戸53号窯式か。 9は

緑釉陶器。11は羽釜、12は肥厚口縁の甲斐型奏。14は

摘み部に横向きの孔をもつ蓋と思われ、発系の蓋であ

る。類例には把手の形態がやや異なるが日下部遺跡 2

号住例があり、甲府盆地東部の地域性をもつ蓋かもし

れない。15。 16は墨書土器。15は「大」か。

8号竪穴遺物 (第 54・ 55図、図版25) 1・ 2・ 4・ 7

は甲斐型土器で10世紀前半、 3・ 5・ 6はその直後、

県史編年奈良平安Ⅶ期。 3には墨書土器が体部外面に

あり、「五五五五」と五が 4つ書かれている。習書あ

るいは何らかのまじない的な内容か。10。 11は鉢で、
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両者とも類例の少ない器種である。14～ 16は置き竃で、

14には側面に角ばった子とが開けられている。17は竃内

に設置されていた支脚石。

ほかに未図化資料として粘土塊がある。16× 13cm、

厚さ 6 cmの 立方体で、責褐色を呈し、1550gを計る。

おそらく焼成されていると思われるが、明確ではない。

竃内の柱状の部材の可能性がある。

9号堅穴遺物 (第56図、図版25) 1～ 11は甲斐型土
器郭・皿で、loに は底部外面に線刻 ?十墨書、■には

体部外面に墨書 (墨痕 ?)がある。これらのうち 2は
竃内覆土中位に逆位で出土した皿。12は奏系の鉢で、

日径が38.5cmと 大きく、器高は低い。13は竃奥壁付近

出土の置き竃片で、7号竪穴南壁が不明瞭であったた

め、7号竪穴に伴う遺物かもしれない。

10号竪穴遺物 (第56～61図、図版25～27) 1は炉体
土器Aで、胴下半および突起頂を欠く。胴部に直径 1.7

cmの外面から敲打 したような孔があ り、土器転用時

(埋設時)に 開けられた可能性がある。口縁部文様帯
は円から 3本指をもつ手が出ているようなモチーフ

で、他の事例では円の部分が顔になった事例がある。

器壁は厚 く、重量感がある大型土器である。土器内面

をみると、粘土を上塗 りしたような補修粘土が口縁部

を中心に認められる。 2は重弧文で、口縁部の湾曲は

強い。井戸尻式期に遡る重弧文土器の例である。 7も

同じ形式と思われ、口縁部の隆線は粘土紐貼付である。

3は曽利 I直前の土器で、頚部が 2段に括れ、粘土紐

を斜格子に貼付する。胴部は 4単位の区画文で、内部

を棒状工具による縦位条線とする。4は大きな円柱状

の塔状突起を4箇所にもつダイナミックな土器で、把

手間には渦巻文 (円文)+3本指の手のモチーフをも
ち、地文は括れより下をやや太目の棒状工具で、括れ

より上を細い半裁竹管による縦位条線地文とする。塔

状把手は非常に大きく、重量があり、土器製作の技術

力の高さを示している。 5の炉体土器Cも 同器形と考

えられ、地文は縄文により縦位施文が行われている。

17～ 19は ミニチュア土器①201よ屋内埋奏の井戸尻式土

器で、屋内埋甕としては初現的な事例である。胴部に

は 4単位の人体文風の文様をもつ。23・ 24は台形土器。

25・ 26は土製円板。27～51は打斧①52～65は横刃形石

器。66～ 68は粗製石匙。69は小型磨斧。70。 71は石鏃。

75～78は磨 り石。

石器は52点出土し、器種別の内訳は打斧25点 (48%)、

横刃形石器14点 (27%)、 磨 り石 4点 (8%)、 剥片 3

点 (6%)、 石匙 3点 (6%)、 石鏃 2点 (4%)、 磨斧

1点 (2%)である。新道式期と比べ打斧の出土量が
減少し、全体的な石器数は減じている。打斧以外の器

種については新道式期とほぼ同じである。

11号竪穴遺物 (第62～ 65・ 72図、図版27・ 28) 第72

図38～41は当初46号土坑として出土した遺物で、整理

の過程で本竪穴に帰属することがわかったため、追加

する。 1は 12の直上から出土した深鉢で、日縁は 4単

位の波状口縁で、把手が対向して付けられているらし

い。胴部には指頭痕を残し、 2単位の抽象文が施文さ
れる。 2も 抽象文を描いた円筒形土器。 8は有孔鍔付

土器。12は両耳鉢で、把手を境にして回縁部文様帯の

文様が異なる。つまり図示したように片面は重三角文

(鋸歯文)、 その裏面は竹管押文をもつ蛇行隆線となっ

ている。14は台形土器で、完形であるが、焼成が不良

なため、あるいは経年疲労のためか、受け面に細かな

ヒビが生じている。また受け面周囲から側面、裏面に

かけて粘土付着が見られる。脚には円形の貫通子と、未

貫通孔が 4箇所開き、その間には三角形などの陰刻が

図刊4 司0号竪穴20展開拓本
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見られる。接地面はわずかに摩減する。13・ 15。 16は

浅鉢、鉢。口縁部は5号竪穴のように屈折した例はな

く、キャリパー状に内湾する。17は土偶。18は焼成粘

土塊。19は土製円板。20～ 30は打斧。31は粗製石匙。

35・ 36は石鏃。32～34は横刃形石器。37は棒状の自然

礫先端を研磨した磨製石斧。38'39は台石。第72図38

は土偶。39。 40は土製円板。41は焼成粘土塊。

石器は20点 出土し、内訳は打斧H点 (55%)、 横刃

形石器 3点 (15%)、 石鏃 2点 (10%)、 台石 2点

(10%)、 石匙 1点 (5%)、 磨斧 1点 (5%)で、新道

式期に比べ著しく減少している。

12号竪穴遺物 (第64図) 1は 炉内出土の鉢 ?。
13号竪穴遺物 (第66図、図版28) 1～ 4・ 6は井戸
尻～曽利 7Ⅲ 式土器。5は弥生後期 ?と 思われる土器。

7・ 8は ミニチュア土器。 9'10。 12は打斧。11は横

刃形の打製石包丁で、一面に横方向の擦痕 (製作時の

擦痕か)が見られる。山梨市堀の内遺跡で出上した石

包丁とほぼ同じである。13は剥片。

(2)屋外埋奏遺物

1号埋甕 (第 66図、図版28) X把手を推定 4箇所に

もつ曽利 I式新あるいはⅡ式古段階の土器で、口縁部

片は53号土坑から出土した。把手は通常、隣同士で斜

めに連結するが、本例は深鉢形土器の頚部文様帯の上

に把手だけを貼付したような状況である。

2号埋甕 (第 67図) 無文深鉢で、縦にナデ調整され
ている。

(3)焼土遣構遺物

1号焼土遺物 (第 67図、図版28) 甲斐型直後と思わ

れる時期に相当し、 1～ 3は内面に黒色付着がある。

6は体部外面に大きな文字で「田力」が書かれている。

2号焼土遺物 (第 67図) 1は 緑釉陶器皿、 2は羽釜
で鍔は欠失する。

(4)土坑遺物

ここでは図化遺物のない土坑についても覆土中の遺

物について述べる。

1号土坑遺物 新道～藤内式期の土器片がごく少量出
土した。

2号土坑遺物 縄文、土師器がごく少量出土した。
3号土坑遺物 井戸尻 1式土器片がごくわずか出上し
ている。

4号土坑遺物 土師器、新道式土器片がごく少量出土
した。

5号土坑遺物 (第67図) 1は 打斧。
9号土坑遺物 (第67図) 1・ 21よ打斧①3は先尖掻器。

11号土坑遺物 (第67図) 1は 鉢、 3～ 5は打斧、 6
は横刃形石器、 7は石錐 ?。 ほかに丼戸尻 1式上器片

がわずかに存在する。

12号土坑遺物 新道 1式がやや多くあり、同期の所産
と思われる。ほかに曽利V式土器片、不明土製品があ

る。

13号土坑遺物 (第68図) 2は 横刃形石器。新道～藤
内～井戸尻式上器片がわずかにあるほか、やや大きな

台形土器片がある。

呵4号土坑遺物 (第68図) 2は 土製円板。藤内 3～井

図15 1号埋甕 1展開図
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戸尻式の土器片が少量出上している。

15号土坑遺物 (第68図) 1は土製円板。 2～ 4は打
斧。 5は横刃形石器。ほかに新道 1～井戸尻 1式期の

土器がやや多く出土している。

16号土坑遺物 (第68図)1は時期不詳。 2は井戸尻 1
式期か。覆上には藤内式土器片がごくわずかにある。

18号土坑遺物 (第68図) 1,2は 打斧。藤内～井戸
尻式土器片があり、藤内式上器がやや多い。

19号土坑遺物 (第68図) 1は 藤内式かと思われる小
型深鉢下半。覆土中からは新道～井戸尻 1式土器片が

ごく少量出土した。

21号土坑遺物 曽利V式土器ほか土師器片がごくわず
か出土。曽利V式期の上坑かもしれない。

22号土坑遺物 無文土器片がごくわずかに出土した。
23号土坑遺物 新道～井戸尻式土器がごくわずか出土。
24号土坑遺物 (第68図) 1・ 2は井戸尻 2式期かと

思われる破片。ほかに丼戸尻式土器片がわずかにある。

27号土坑遺物 時期不明の土器がごくわずか出土。
28号土坑遺物 (第 68・ 69図、図版28) 11よ ミミズク

把手をもつ深鉢。 6は縦位縄文が施文された鉢で、日

縁部に補修孔が貫通する。11・ 12は焼成粘土塊。13・

14は打斧。15は横刃形石器。時期は井戸尻 1式期と判

断されるが、覆土中には藤内 3～井戸尻 1式土器片が

やや多い。

29号土坑遺物 (第70図、図版29) 1は推定器高79cm
の大型深鉢であるが、非常にもろく、図は推定復元図

のためもう少し小型になるかもしれない。日縁部文様

帯には3本指のモチーフをもち、胴上半を2段の幅広

の楕円横区画文帯、胴下半を縦位縄文とし、屈折底上

に 1段の横区画帯をもつ。 2は 1と 同一個体のミミズ

ク把手。 3は井戸尻式末、曽利 I式直前の深鉢。 4は

焼成粘土塊。 5～ 7は打斧、 8。 9は横刃形石器。時

期は井戸尻 1式期と判断されるが、覆土中からは藤内

3～ 4式土器片等もやや多く出土している。

30号土坑遺物 曽利Ⅳ式と思われる土器片が 1点ある
が、時期は不明。

31号土坑遺物 (第∞図) 3は 土坑中央に 1と ともに
正位で出土した台石で、磨り面が薄く黒変する。 2は

石匙。覆土中には藤内～曽利Ⅱ式まで存在するが、時

期のわかる土器片は少なく、井戸尻式 2～ 3式段階か。

32号土坑遺物 井戸尻式らしき土器片が少量出土。
33号土坑遺物 (第71図) 21ま石匙。縄文中期の上器

片がごくわずかにある。

34号土坑遺物 (第71図、図版29) 1は浅鉢。 2は打
斧。井戸尻～藤内式期の上器片を含む。ほかに須恵器

がごくわずかにある。

36号土坑遺物 (第71図) 11よ重弧文土器口縁部。ほ
かに曽利Ⅱ、平安時代土師器、灰釉陶器、須恵器片が

少量ある。

37号土坑遺物 井戸尻式を含む縄文土器がわずかにあ
る。

39号土坑遺物 井戸尻式上器片がやや多く、全体に強
く被熱し脆い。

40号土坑 土器はわずかで、井戸尻式と曽利Ⅳ式上器
片が出土しているが、時期不明。

41号土坑遺物 (第71・ 72図、図版29) 11よ口縁部に

蛇体状の環状把手をもつ土器。 2は縦位縄文施文の深

鉢。 3は小型鉢。 6～ 9は打斧。ほかに少量の上器片

がある。

42号土坑遺物 (第72図) 1は 打斧。新道～藤内式土
器、土師器片が少量出土。

43号土坑遺物 井戸尻式土器片を含み、未図化資料で
はあるが、径2.4cmの ごく小さい土製円板 1がある。

また近世末～明治の磁器をごくわずかに含む。

44号土坑遺物 井戸尻 3式上器のややまとまった 2個
体を含む。

45号土坑遺物 新道式、藤内式、曽利Ⅱ式古段階の土
器片を含み、時期は不明。特殊土製品として角状突起

を 2本もつ小型皿状土製品があり、縁に小孔が 1つ 開

く。類例がなく、復元形はどのようになるのかわから

ない。

48号土坑遺物 (第73図、図版29) 1は小型深鉢で、
土坑底面に逆位で出土した。 4は打斧。 5は横刃形石

器。時期のわかる土器片としては新道～藤内式土器が

あり、藤内式期と思われる。

49号土坑遺物 (第73図、図版29) 1は胴部を十字に
区画して縦位条線を施文した土器で、頚部文様帯は古

手である。曽利 I式古段階。ほかに新道～曽利Ⅱ式ま

での上器片がある。

50号土坑遺物 (第74図、図版30) 11ま曽利Ⅲ式期か

と思われる口縁部斜行線文の紐線文系深鉢であるが、

頚部の一部に粘土紐を貼付するのみで、胴部は本来粘

土紐とすべきところを沈線文とする。器高65cm以上の

大型土器である。施文順序を観察すると、①胴部縦位

隆線貼付 ②胴部櫛歯条線施文 ③胴部沈線施文 ④
口縁部斜行線施文となる。2は打斧。ほかに曽利Ⅱ～

Ⅲ式土器がわずかにある。

51号土坑遺物 50号土坑に近く、50号土坑と同一個体

の破片、曽利Ⅱ式土器片が出土したほか、 1片のみで

はあるが五領ヶ台 I式上器片が出上した。

52号土坑遺物 (第73図、図版29) 1の胴部モチーフ
は3本セットの粘土紐貼付後、ヘラキザミをし、竹管
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修形はしていない。曽利正式新段階。 3は打斧。ほか  23号 ピット遺物 10号竪穴内。井戸尻 3式土器片をご

に竹管4雰形を行った曽利Ⅱ式古段階の上器片がある。   くわずかに含む。
53号土坑遺物 (第73図、図版29) 1は土製円板。覆  24号 ピット遺物 10号竪穴内。新道式、須恵器がごく
土中には曽利Ⅱ式土器がやや多いほか、新道～藤内式  わずか出土。
土器片がある。                    25号 ピット遺物 10号竪穴内。井戸尻式多い。新道式、

54号土坑遺物 (第73図、図版29) 1は角押文をもつ  曽利 I式土器片もあり。
深鉢。ほかに格沢式 3段階～新道式 1段階の土器片が  27号ピット遺物 10号竪穴内。新道、井戸尻式土器が

ある。                        わずかにある。

55号土坑遺物 藤内式と思われる土器片のほか、土師  28号ピット遺物 井戸尻1式を主体とする。
器片がある。時期は藤内式期か。            30号 ピット遺物 4号竪穴内。新道式土器片のみ。
56号土坑遺物 (第 74図 ) 1は 打斧。ほかに曽利Ⅱ  31号ピット遺物 4号竪穴内。新道 3式土器片が多い。
式 ?土器片がごく少量出土している。          32号 ピット遺物 4号竪穴内。縄文 ?土器片をごくわ
57号土坑遺物 藤内～井戸尻式上器片がわずかにある。  ずかに含む。
58号土坑遺物 (第75図、図版30) 1・ 3は ともに懸  33号ピット遺物 10号竪穴内。井戸尻式土器片を含む。
垂文が見られ、新道式古段階である。 2も 口縁部の重  35号ピット遺物 10号竪穴内。井戸尻 1式土器片をご

三角文帯中に玉抱き三叉文が出現していないことから  くわずかに含む。
古段階といえる。ほかに無文の土器片がわずかに存在  36号ピット遺物 5号竪穴内。新道式上器のみ。
する。                       37号 ピット遺物 5号竪穴内。新道式のほか井戸尻式
59号土坑遺物 (第 75図、図版30) 1は楕円 。三角区  土器片を含む。
画文帯の下に垂下する隆線文をもつ土器で、三角押文  38号ピット遺物 5号竪穴内。新道 2式上器片を少量
が施文される。楕円区画の隆線上には円形浮文を貼付  含む。
し、捻り文となっていないことから、新道式でも古手  39号ピット遺物 5号竪穴内。井戸尻式土器をごくわ
といえる。ほかに丼戸尻式上器片がわずかにある。    ずか出土。
(5)ピ ット遺物                   40号 ピット遺物 格沢 3～新道 1式土器片をごく少量
竪穴内ピットを含め、出土遺物について説明する。  含む。
図化資料以外に未図化資料の様相についても記す。    41号 ピット遺物 5号竪穴内。新道 1～ 3式上器片を
5号ピット遺物 新道式 ?を含む。           多く出土。覆土中遺物と同一と思われる破片もあり。

10号 ピット遺物 1号竪穴内。新道～井戸尻式上器片  42号 ピット遺物 10号竪穴内。縄文土器片をごくわず
を含む。                       か含む。

11号 ピット遺物 1号竪穴内。新道、曽利 I式土器片  44号ピット遺物 6号竪穴内。井戸尻式土器片を含む。
を含む。                       45号 ピット遺物 6号竪穴内。井戸尻 I式土器片を含
12号 ピット遺物 1号竪穴内。井戸尻式土器をごくわ  む。
ずかに出土。                     46号 ピット遺物 6号竪穴内。井戸尻式上器片を含む。
13号 ピット遺物 1号竪穴内。新道式上器等あり。   47号 ピット遺物 6号竪穴内。新道、井戸尻1式上器片
14号 ピット遺物 1号竪穴内。藤内～井戸尻式上器を  を含む。
やや多く出土。                   48号 ピット遺物 6号竪穴内。井戸尻式土器のみで、
15号 ピット遺物 曽利 I～ Ⅱ式上器片やや多い。ほか  非常に多く出上した。
に新道式、土師器もあり。              49号 ピット遺物 6号竪穴内。井戸尻式上器をわずか
18号 ピット遺物 新道式土器片をごくわずかに含む。   に含む。未図化資料ではあるが土製円板1あ り。
19号 ピット遺物 4号竪穴内。新道 3式土器片をごく  50号 ピット遺物 6号ピット内。井戸尻～曽利Ⅱ式期
少量含む。                      の土器片を多量に含む。

20号 ビット遺物 4号竪穴内。新道式上器を含む。   51号 ピット遺物 6号竪穴内。井戸尻1式土器片を少
21号 ピット遺物 4号竪穴内。新道式上器片がごく少  量含む。
量出土。                      52号 ピット遺物 6号竪穴内。井戸尻式上器を含む。
22号 ピット遺物 4号竪穴内。新道 3式土器をごくわ  54号 ビット遺物 井戸尻 1～ 2式の櫛形文土器片 1あ
ずかに含む。                     り。
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55号 ピット遺物 (第 75図) 1は 打斧。 2は剥片。覆
上の土器片は井戸尻式を主体とする。

56号 ピット遺物 藤内～井戸尻式の土器片あり。
57号 ビッ ト遺物 (第 75図 ) 11よ側面に敲打痕をもつ

円礫。叩き石か。そのほか藤内式上器をわずかに含む。

58号 ピット遺物 井戸尻式土器片、須恵器片をごくわ
ずか含む。

59号 ピット遺物 藤内式のほか土師器がある。
62号 ピット遺物 井戸尻式 ?土器をわずかに含む。
63号 ピット遺物 5号竪穴内。曽利Ⅱ式土器、須恵器、
土師器片を含む。未図化資料ではあるが、焼成粘土塊

がある。43× 2.5× 2.2cm、 26gを計る。

64号 ピッ ト遺物 H号竪穴内。藤内～井戸尻 1式上器
をやや多く含む。

65号 ピット遺物 H号竪穴内。藤内式土器を少量含む。
66号 ピット遺物 11号竪穴内。藤内式 ?土器片を含む。

67号 ピット遺物 11号竪穴内。藤内式土器を含み、曽

利 I式土器片も少量ある。

68号 ピッ ト遺物 11号竪穴内。藤内式土器をごくわず

かに含む。

69号 ピット遺物 11号竪穴内。藤内 3～井戸尻式土器

片を含む。

70号 ピット遺物 11号竪穴内。藤内 4式土器 ?を含む。

白磁重片1出土。

71号 ピット遺物 井戸尻式上器片を少量含む。
72号 ピット遺物 H号竪穴内。井戸尻式土器を含む。
74号 ピット遺物 1号竪穴内。井戸尻 1式の大型深鉢
の大破片が多数出土。ほとんどが同一個体の資料で、

日縁部片を中心に底部付近まで存在するものの、接合

ができず、復元は断念した。回縁は平縁で大きな環状

把手を複数もち、頚部は楕円文帯が伸びる。胴下半は

縦位の縄文を施文する。そのほか曽利Ⅱ式土器片もや

や多いほか、新道式～藤内式土器片がある。

75号 ピット遺物 1号竪穴内。井戸尻式期かと思われ
る土器片をやや多く含む。

76号 ピット遺物 1号竪穴内。新道、曽利Ⅱ式土器を
含む

77号 ピット遺物 井戸尻式土器をやや多く含む。
78号 ピット遺物 新道式などをごくわずかに含む。
79号 ピット遺物 新道 1～ 2式土器片を少量含む。
80号 ピット遺物 曽利Ⅱ式土器を含む①
8刊号ピット遺物 井戸尻式土器片を含む。
82号 ピット遺物 (第75図) 1は 井戸尻式期と思われ
る水煙状の突起。内側は中空となる。ほかに時期不明

の土器が少量ある。

83号 ピット遺物 (第75図) 1は 打斧。

(6)井戸跡遺物

1号井戸遺物 (第76図) 1～ 3は井戸内出土資料で、
1・ 2は ともに腐食のため字が判読 しにくくなってい

るが、ともに「元豊通賓」と思われる。 3は完形の蓋

状の灰釉陶器で、中世陶器と思われるが、器種は不明。

そのほか、井戸周辺を 3号竪穴として掘 り下げた中に

中世関連の遺物があり、未図化資料ではあるが瓦質鍋

片が 1点出土している。井戸内からは曽利V式ほかの

縄文土器片がやや多く出土したほか、常滑奏片 1、 瀬

戸灰釉小皿片1がある。

(7)溝・埋没谷遺物

1号溝遺物 土師器片など出土。
2号溝遺物 (第 76図、図版31) 1は甲斐型郭で、奈
良平安Ⅳ期 (9世紀前半 )。 ほかに未図化資料ではあ

るが、鉄釉らしき釉が付着した窯体らしき大破片があ

る。 10× 12× 6cm。 また近代のす り鉢、近世～近代の

陶磁器がある。

3号清遺物 (第76図)1は石錐 ?そのほかに近代以降
の磁器、瓦、縄文土器、古墳時代～平安時代の土師器

のほか、中世灰釉陶器小皿片1が出土した。

4号溝遺物 (第76図) 11よ打斧。ほかに丼戸尻～曽
利Ⅱ式期の縄文土器が多く、わずかに 8世紀後半代の

土師器が含まれる。

5号溝遺物 (第76図) 1は 志野皿。 2は明染付皿で、
内面見込み部に十字花文、外面に宝相華唐草文が描か

れている。15世紀後半～末。 3は土製円板。4は打斧。

そのほか10号竪穴と重なる部分では縄文中期の土器を

多く含み、近世の染付も含まれている。

6号溝遺物 (第76図 、図版31) 1・ 2は 6号溝16グ

リッド内出上で、 11よ逆位で出土した完形の郭。古墳

Ⅶ～Ⅷ期 (7世紀中葉～後半 )① 2は 1のそばから礫

にはさまれるようにして横位で出土した長頚壺で、日

縁を欠くものの、ほかは割れていない。

7号溝遺物 10世紀前半代の上師器、須恵器片をごく

わずか含む。

9号溝遺物 (第76図) 1は 井戸尻式の浅鉢で、外面
に縦位の縄文施文がなされている。 2・ 3は ミニチュ

ア土器で、ともに古墳時代以降か。 5～ 9は打斧。そ

のほか、藤内式土器が多数あるほか、古墳時代土師器、

8世紀後半かと思われる甲斐型土器がある。

10号溝遺物 曽利式土器とともに10世紀前半の土師器
片が出土している。

谷 トレンチ遺物 (第 77図) いずれも水流のため角が
研磨された土器片で、 1は曽利Ⅳ式土器。 2・ 3は時
期不明で、中期初頭かもしれない。 5は甑あるいは円

筒土器。そのほか谷 トレンチ内からは曽利Ⅱ～Ⅳ式期
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の土器片、古墳時代土師器片が出土し、縄文土器に関

してはほとんど角が丸くなった土器ばかりである。

(8)遺構外遺物

遺構外遺物 (第77～89図、図版31・ 32・ 35) 2は L6
グリッドで礫に囲まれるようにして出土した井戸尻式

土器 (写真図版14-6参照)。 包含層中の礫間からの出土

で、下層に土坑は確認されなかったことから、包含層

出土とみなした。13も 包含層出土とした曽利 I式土器

で、 2と 同じような出土状況であった。17は 1号井戸

周辺の礫間から出土した土器で、小型両耳土器である。

中期末か。22は中空で球状を呈し、上面に円了しが開く

突起。23～ 30は土偶。23は基礎の撹乱中出上の土偶で、

脚を省略する。正面には正中線とヘソ、腹部を示す菱

形の沈線文があ り、胸はない。底面に径 1.5cm、 奥行

き1.5cmの丸い凹みがある。24は土器の文様の一部の

可能性もあるが、土偶頭頂部とした。27は中空の頭部

片とみなしたが、 ミミズク把手片の可能性もある。26
は曽利Ⅲ～Ⅳ式期の小型土偶。25。 28は脚、29・ 30は

腕。

31～38は土製円板。39～42は ミニチュア土器。43は

弥生末～古墳初頭の土器で、頚部に帯状の細かな縄文

施文と4イ固セットの粘土円粒の貼付文がある。44は古

墳時代の郭で、 6世紀末～ 7世紀初か。45・ 46は盤状

郭で 8世紀前半。46は G3グ リッド出土不で、底部は

やや丸く、直径 10.5cmと 大きい。全面手持ちヘラ削 り

を施す。底部内面に漆紙 ?が付着した漆紙付着土器で

ある。漆は厚さ0.1～ 9 mmで、黒色を呈 し、シワ状に

縮んでいる。紙 ?は 2.5× l cmの 範囲が遺存 し、字は

肉眼、赤外線ともに確認されなかった。成分分析につ

いては鈴木報告 (第 4章第 2節)参照。裏面には線刻

の可能性のある直線があり、漆らしき黒色付着がある。

48は 内面黒色不で、底部には木葉痕をもつ。8世紀代

か。49～56は奈良平安Ⅶ期の土師器郭・皿。57～60は

墨書土器で、57は「安」と判読できるが、ほかは不明。

61～72は ミニチュア土器で61は壺形、62は皿形、63～

72は郭形を呈す。古墳～平安時代の所産であろう。

73～91は須恵器で、731ま返りのある蓋。74は返 りの

ある邪。 7C前半～中。75は高台付郭 (皿)で、周縁

を打ち欠いて整形した円形の高台片で、転用硯 として

使用したか、使用目的で調整された可能性がある。76

は口縁部を欠く横瓶で、日縁以外はほぼ遺存する。釉

が上面から側面に著しく垂れた状況を呈し、底部外面

には灰などが付着する。天丼郡中央に円板をあてて丸

く整形していることが内側の状況からわかる。体部下

半から底部にかけて回転ヘラケズリで調整 している。

K7グ リッド出土。78～ 85は壷 (甕)口縁部で、頚が

ハの字に長く広がり1段の稜を持つもの (78・ 81～ 83)、

持たないもの (79・ 80)、 短 く広がるもの (84・ 85)

がある。また83は櫛歯波状文が施文される。85は 口縁

部が肩部に融着したもので、図では口縁を復元して作

図している。失敗作といえる須恵器であり、付近に窯

が存在したのか、失敗作も流通したのかわからない。

K6・ L7・ K7グ リッド付近に集中し、とくに奏類は破

片が細かく砕片化した状態で出土している。

92～ 1101よ灰釉陶器で、92は蓋、93・ 94・ 961よ 壷、

97～99は皿 (97。 98は段皿 )、 105は耳皿、101・ 104・

106～ 1091よ椀 (104は輪花椀)である。折戸53号窯式

(大原2号窯式)のほか、東山72号窯式がある (100な

ど)。 93の小壷については近世の可能性が高い。106～

110は内面に研磨痕をもつ転用硯で、研磨痕の部分に

薄い墨痕をもつもの (106～ 109)が大半である。時期

は折戸53～東山72号窯式期。

111～ 120は 中近世陶磁器、土師質土器。Hlは土師

質土器皿で、時期は不明確であるが、13世紀以降か。

112～ 114は柱状高台の柱状部片。1181ます り鉢。119は

江戸以降のほうろくか。115は花文スタンプをもつ常

滑・渥美系の陶器甕。116は 15世紀後半～末の明染付

小皿で、外面に宝相華唐草文が描かれている。117は

青磁碗。120は 白磁碗で回縁部は玉縁 となる。121・

122は輔羽口。123は紡錘車。

124～ 226は打斧。227～ 2361よ横刃形石器。237～240

は摘みのある粗製石匙。241は 石鏃。242～ 247は剥片

で、247は石錐か。248～250は磨斧。251は細長く割れ

た自然円礫で、先端に赤色顔料が付着 している。時期

は不明。252～ 258は磨 り石、259・ 260は凹み石。261

～264は砥石で、2631こは円孔が貫通する。265は丸石①

L7グ リッド出土 (第3図、写真図版 14-8)で、遺構に

は伴っていない。自然の球礫で、一部欠損する。直径

34cm、 重量41.5kgで、大型の九石といえる。

そのほか、平安時代の緑釉陶器としてE2・ F2・ F4

グリッドから碗片各 1が出土している。

中世陶磁 としては図化 した 5号溝 1(志野 )。 2

(明染付小皿 )、 遺構外H5(渥美系 )、 ■6(明染付小
皿)お よび未図化で先述した 1号井戸内出土の常滑甕

1(図版32ゼ )、 瀬戸灰釉小皿 Pl(図 版32c)、  3号
溝の灰釉 ?皿 1(図版32m)、 10号竪穴60号 ピットの

青白磁香炉 ?1、 11号竪穴70号 ピットの白磁壷 1(図

版32k)のほか、遺構外未図化資料 としてF2グ リッド

の青磁蓮弁文碗 1、 白磁皿 2、 」7グ リッドの白磁皿 ?

1、 G2グ リッドの青磁蓮弁文碗 1、 青磁碗 1、 G4グ

リッドの草花 ?文の印花文をもつ青白磁合子蓋 Pl、

N10グ リッドの中世瀬戸灰釉小皿片 1(図版32b)、 G2
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グリツドの山茶碗系 ?こね鉢 1がある.。

F2`G2グリッドの蓮弁文青磁碗は、しのぎ蓮弁で

機器E期 (13世紀前後～13世紀前半)の1龍泉窯系15b

類とされる (図版32d・ 1)む G2,グ リッド青確碗は機器

D期 (ワ世紀中～後半)同安窯系碗 1 lb類である (図|
n32i)。 F2グリツドの自磁皿は磁器F期 (13世紀中～

14世紀前後)Ⅸ lb類の回禿げ皿である (図版32e― )。

G4グ リッドの印花支の青白磁蓋 (図版32會)および60

号ピツト青白確香炉 (図 1版鬱flは磁器G期 (14世紀初

～中)に置かれる資料である。
申世陶磁の出土地点としては埋没谷中央部の6号溝

上層に沿った地点、とくにF2・ H2・ G4グ リッドに1集

まり、西端付近に集中する傾向があると―ともに、北all

微高地、 51号溝北側に分布する。
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第 4章

第 1節 山梨県山梨市高畑遺跡出土炭化材の
14c年代測定

小林謙一D・ 坂本 稔p・ 尾善大真)。 新免歳靖り・

ホす本周三〕・松崎浩之働

1)国立歴史民俗博物館
2)総合研究大学院大学
3)東京大学原子力研究総合センター・タンデム加速器研究部門

理化学的分析

1.5mgの グラファイトに相当する二酸化炭素を分取

し、水素ガスとともに石英ガラス管に封 じた。これを

電気炉で650℃ で12時間加熱 してグラファイトを得た。

管にはあらかじめ触媒となる鉄粉が投 じてあり、グラ

ファイトはこの鉄粉の周囲に析出する。グラファイト

は鉄粉とよく混合した後、穴径 l nlllのアルミユウム製

カソードに600Nの圧力で充填 した。

山梨県山梨市高畑遺跡出土炭化材のHC年代測定を

試みた。試料は、新道式の上器 (新地平編年 (黒尾・

小林・中山1995)で炉体は6a期、覆土中土器は6b期 )

が伴う、縄紋時代中期に位置づけられる 5号住居の炉

内出土の炭化材片である。試料番号はYNTKC3と し
た。

1 炭化物の処理
試料については、以下の手順で試料処理を行った。

(1)の作業は、国立歴史民俗博物館の年代測定資料実

験室において小林 。新免、(2)(3)は、坂本・尾善が行

った。

(1)前 処理 :酸 。アルカリ 。酸による化学洗浄

(AAA処理)。

AAA処理は、炭化材については自動処理器を用い

た。80℃、各1時間で、希塩酸溶液 (lN―HCl)で岩石

などに含まれる炭酸カルシウム等を除去 (2回 )し、

さらにアルカリ溶液 (lN一NaOH)で フミン酸等を除

去する工程を 5回、さらに 2回酸処理 (240分以上)

を行い中和後、純水を使って洗浄した (5回 )。

試料は、AAA前処理を行った量 (処理量)47mg、
処理後回収した量 (回 Jえ量)20.01mg、 ガス精製に供

した量 (精製)5.23mg、 二酸化炭素に精製した際の炭

素含有率59.0%である。

(2)二酸化炭素化と精製 :酸化銅により試料を酸化

(二酸化炭素化)、 真空ラインを用いて不純物を除去。

(3)グラファイト化 :鉄 (ま たはコバルト)触媒のも

とで水素還元しグラファイト炭素に転換。アルミ製カ

ソードに充填①

AAA処理の済んだ乾燥試料を、500mgの 酸化銅と
ともに石英ガラス管に投じ、真空に引いてガスバーナ

ーで封じ切った。このガラス管を電気炉で850℃で3時

間加熱して試料を完全に燃焼させた。得られた二酸化

炭素には水などの不純物が混在しているので、ガラス

真空ラインを用いてこれを分離・精製した。

2 測定結果と暦年較正
AMSに よるИC測定は、東京大学原子力研究総合セ

ンターのタンデム加速器施設 (MALT、 機関番号

MTC)で行った。
年代データのHC BPと いう表示は、西暦1950年を基

点にして計算したHC年代 (モデル年代)であること

を示す (BPま たはyr BPと 記すことも多いが、本稿で

1ょ
14c BPと する)。 “Cの半減期は国際的に5,568年 を用

いて計算することになっている。誤差は測定における

統計誤差 (1標準偏差、68%信頼限界)である。

AMSでは、グラファイト戊素試料のHC/PC比 を加
速器により測定する。正確な年代を得るには、試料の

同位体効果を測定し補正する必要がある。同時に加速

器で測定したBC/12c比 により、コC/12c比に対する同位

体効果を調べ補正する。BC/⊇C比は、標準体 (古生物

belemnite化石の炭酸カルシウムのおC/セC比)偏差値

に対する千分率δ13c(パ _ミ ル,%。)で示され、こ

の値を-25‰に規格化して得られるユC′2c比によって補

正する。補正したとC/12c比から、ユC年代値 (モデル年

代)が得られる (英語表記ではConvendonal Ageと さ

れることが多い)。

δ BC値 については、東京大学測定分については、

加速器による測定を参考として付す。

測定値を較正曲線INTCAL98(暦年代と炭素14年代

を暦年代に修正するためのデータベース、1998年版)

(Stuiver,M"et.al.1998)と 比較することによって実年

代 (暦年代)を推定できる。両者に統計誤差があるた

め、統計数理的に扱う方がより正確に年代を表現でき

る。すなわち、測定値と較正曲線データベースとの一

致の度合いを確率で示すことにより、暦年代の推定値

確率分布として表す。暦年較正プログラムは、OxCal

Programに準じた方法で作成したプログラムを用いて

いる。統計誤差は2標準偏差に相当する、95%信頼限

界で計算した。年代は、較正された西暦 cal BCで示

す。( )内は推定確率である。図は、各試料の暦年
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較正の確率分布である。

この試料は、炉内からの炭化材片の一部であり、も

との材の樹齢によっては、古木効果を考慮する必要も

ある。暦年較正の結果を見ると、紀元前3115-2820年

の可能性が約70%と もっとも高 く、ついで紀元前3325

註 〕MALTでのδ BC値は、加速器による測定である。

～3220年 の確率密度が21%である。これまでの測定結

果から見ると、後者の年代範囲の古い方である紀元前

3325年 ころが相当するのではないかと考える。

この分析は、国立歴史民俗博物館 平成16年度基盤
研究「高精度年代測定法の活用による歴史資料の総合

的研究」 (研究代表 今村峯雄)の成果を用いている。

参考文献
小林謙―・中山真治・黒尾和久2004「多摩丘陵・武蔵野台地を中
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集落研究の新地平 3-勝坂から曽利ヘー発表要旨』縄文中期
集落研究グループ・セッルメント研究会
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第 2節 山梨市高畑遺跡出土土
器の付着物について

(財)山梨文化財研究所

鈴 木

山梨市高畑遺跡から出土した土器に付

着している樹脂状の物質について調査し

たので以下に報告する。

1.資料の観察

土器は遺構外出土陥.46である。土器

に関する詳細は別項にゆずるが、口縁部

を欠き、接合された 3片 (便宜上、大

片 。中片 '小片と呼んでおく)よ りなる。

肉眼および実体顕微鏡 (オ リンパス製、

SZH実体顕微鏡倍率7.5～ 64倍)で観察

したところ、 3片の内面に付着している

樹脂状の物質はいくつかの層をなしてお

り、とくに大片において明瞭であるが、

最下層、つまり上器に直接付着している

層が若千の半光沢を持ち、現状では摩

減・剥落している部分もあるが、付着当

初は全体に、しかもある程度均―に土器

内面を覆っていた一塗られていた、とは

言い切れないが一ものと見られる。目視

観察によるかぎり、この樹脂は濃褐色の

色調からも漆と判断された。これと似た

付着物は 3片それぞれの外面にも部分的

に見られる。

これに姑し、中片においてとくに著し

いが、先述の均―な層の上に固化した樹

脂層がぶ厚 く盛 り上がり、断面が見えて

いる部分ではちょうど地層の招山のよう

に樹脂が何層にも重なって回化 してい

る。この樹脂の表面は風化してざらざら

しているが、たまたま割れている部分で

はつやのある黒色に見え、日視だけでは

漆かどうかは見分けがたかった。

なお、赤外線TVカ メラ (浜松ホ トニ

クス製、C1000-03)に よる観察をおこな

ったが、とくに文字などは認められなか

った。

2.顕微鏡観察
小片のほぼ中央部に弧状に浮き上がっ

稔

S(舜停難

写真 8 薄片写真

写真 7 付着物写真

写真 9 拡大写真
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図18 赤外分光分析 (樹脂片の測定)
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て見える部分 (写真 7やや右寄 り。なお、顕微鏡観察

用と赤外分光分析用の試料を左上部より採取)があり、

厚手の紙が風化・摩滅したように見える。いわゆる漆

紙ではないかと推測されたのでこの部分について実体

顕微鏡で詳細に観察した。しかし、繊維質のものが確

認できないことからこの土器の胎土とは異なる土が漆

で固められ、それがちょうど土層の剥ぎ取り転写のよ

うに浮き上がった状態ではないかとも考えられ、決め

手を欠いた。そこで、この部分と連続すると見られる

付着物層を約5× 2mm、 厚さ0.5mmのサイズ (土器内

面の胎土を含む)で切り出し、樹脂包埋・片面研磨し

て落射照明下で顕微鏡観察・写真撮影した。ついで、

反対面を研磨して薄片とし、落射照明による写真を参

照しながら、透過照明下で観察・写真撮影した。使用

したのはオリンパスBH 2金属顕微鏡 (透過・落射照

明型)で、接眼10倍、対物 5～ 50倍。

写真 8は透過照明による写真で、中央やや下のほぼ

均―な厚さの漆と思われる層が画面を2分しており、

その下は土器胎土、上は空隙や雑多な粒子 (ただし鉱

物はごく少ない)を大量に含み 3～ 4層からなる樹脂

層である。

さらに拡大してみると (写真 9)、 「均―な」と述べ

た層は厚さ約25～35μ mで、その下に爽雑物のより少

ない層が途切れ途切れに見られた (厚 さは15μ m以下

で一定しない)。 また、樹脂層の最上層も爽雑物の少

ない層で、厚さにやや乱れがあるが、ほぼ均―な部分

では約30μ mで ある。これらの 3層はどれも漆と見て

よいと思われるが、他の層はおそらく漆に大量の爽雑

物が混じたものと考えるべきであろう。

さて、写真 9で最上層直下の層に精円形 (長径約5

μm)の黒点が多数見られる。ピントを動かしながら
観察すると黒点に見えるのは孔の断面で、ほぼ同じ太

さの繊維状の物質が存在した痕跡と思われた。つまり

この層が漆のしみこんだ紙であった可能性があるが、

層の厚さが一定しない (最大約40μ m)こ と、子しの分

布に疎密がはなはだしいことにやや疑問が残る。サン

プリング箇所を増やすなど調査の工夫が必要だろう。

3.赤外分光分析
樹脂が漆であることを確認するため上記の顕微鏡プ

レパラー トおよび小片の表面から0.5mm立方程度の樹

脂片を採取 して赤外分光分析を実施した。まず、顕微

鏡プレパラー トの中央の「均一な漆と思われる」層を

SENSIR社 の11luminalIRで 測定し (図 17)、 ついで、樹

脂片を同社のHazMatIDで測定した (図 18)。 どちらも

反射ATR法 (ダ イヤモンド結晶)を用いた。測定法
の詳細には触れないが、測定部位を視覚的に確認でき

る長所を持つ。同法について充分なデータ蓄積と解析

ができていないので漆の同定には至らなかったが、両

者のスペク トルは比較的よく一致してお り、どちらも

漆と見てよいだろう。

4.ま とめ

山梨市高畑遺跡から出土した土器の付着物について

調査した結果、漆と思われる樹脂が何層かにわたって

付着していることが確認され、そのうちの表面に近い

層に紙の繊維ではないかと思われる痕跡が見られた。

ただし、全面を覆うようなふた紙であったかどうかは

今回の調査では不明である。
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(1)遺跡の立地

高畑遺跡は甲府盆地東部の中ほどにあ り、笛吹川、

重川、日川が集まる低平な地域に所在 し、南側は重川

の氾濫原に面した微高地上の集落である。県内での縄

文時代中期の集落立地としては異例といえる。甲府盆

地低部における、このような地域での縄文集落の存在

に関しては、笛吹市石和町横田遺跡や甲府市上石田遺

跡などが知られ、盆地低部にも縄文中期頃から生活痕

跡の存在が確認されていた。しかし地表面で遣跡が見

つかりにくく、調査事例も極めて少ないことから、従

来あまり関心が持たれることはなかった。

縄文中期では山麓台地が一般的に集落立地として好

まれたほか (台地型 )、 本遺跡のような低地型 (河川

流域型)集落が併存したことを十分認識する必要があ
る。

(2)縄文集落の様相

調査区北側、坦没谷から北側の道路までの間は幅約

40m× 30mの微高地で、縄文時代中期の集落の一部が

検出された。縄文時代中期、新道式期～曽利 I式期ま

で重複を含めて計10軒の竪穴住居跡があり、周辺から

は土坑約60基、ピット、屋外埋奏が検出されている。

竪穴住居を古い順にあげると次のようになる。

新道 1式段階-5号竪穴
新道 2式段階-4号竪穴
藤内式段階-11号竪穴

井戸尻 2式段階-1・ lCIB号竪穴

井戸尻 3式段階-6・ 10A号竪穴

曽利 I式新段階-2号竪穴
竪穴群が調査区外北側に広がるのは確実で、天神前

西遺跡の調査成果を参考にするならば、時期的には中

期後半、曽利Ⅱ～Ⅳ式期頃まで竪穴が存続する。した

がって本遺跡のみで縄文集落の変遷を語ることはでき

ないものの、とりあえず現状では中期前葉から中葉に

かけて連続する中期前半型といえるような継続期間の

集落である。集落形態は調査区北側に中心部をもつ環

状集落の一部で、土坑群は竪穴域の内帯あるいは竪穴

域から外周に分布すると考えられる。調査された範囲

は集落全体の約4分の1程度とみられ、全体を調査した

ならば直径40mほ どの円周上に竪穴が配列する環状集

落と推測できる。山梨市周辺では拠点的な集落のひと

つといえ、山梨市域での縄文中期集落の調査例として

は最大で、甲府盆地東部の様相を探るうえで良好な調

査事例となった。

竪穴の切 り合いは少ないように見えるが、 1・ 2号

竪穴、10号竪穴では炉が近接 して存在し、竪穴の輪郭

をあまり変えずに同一地点で繰 り返し時期を違えて竪

穴を構築する、という重複パターンが見られる。竪穴

の主軸はおおむね南北方向で、炉が中央よりわずかに

北側に設けられる。プランは円形、楕円形があり、新

道～藤内式期は楕円形、井戸尻式期は円形、という傾

向がある。柱穴配置は撹乱 (建物基礎)のためにわか

りにくいものが多いが、炉の後ろに 1本の柱穴を配し

た 5本または 7本柱穴が主流で、やや小型の11号竪穴

では 4本かと思われ、竪穴規模 (床面積)に応じて柱

穴配置が異なるらしい。炉は新道1式期には坦甕炉

(炉体土器 )、 藤内式～井戸尻1式期には石囲い炉、井

戸尻 3式～曽利 正式期には石囲い坦奏炉となる。 6・

11号竪穴では炉が小型で、五角形を意識した平面形を

示している。

屋内坦甕を持つ例に 2号竪穴 (曽利 I新式期 )、

10A号竪穴 (井戸尻 3式期)があり、従来知られてい

たよりも早い段階での出現を示している。県内では曽

利 I式の埋奏はわずかにあるものの、出入り口部埋設

の屋内埋甕として広 く普及するのは曽利Ⅱ式期からと

いわれ、そうした見方は今日でも変わらない。出現に

関しては藤内式期や井戸尻式期の埋甕など、より遡る

例も報告されているが、これまでは重複の可能性があ

るなどとして疑聞視されてきたのは事実である。また

曽利 I式期では、屋内の出入 り口部ではない床下から

長胴奏が逆位で出土する事例が多数報告されてお り、

その底部は穿孔された事例が多い。本遺跡の事例につ

いてはともに正位で、埋設状況は土器上端を床面レベ

ルと同じにする。 2号竪穴では上下をカットした胴部

を利用し、10A号竪穴では日縁部をカットし、底部を

打ち抜いた大型土器を用い、竪穴の主軸線上付近の、

いわゆる出入 り口に近いところから出土している。柱

穴配置が不明確であることから、直ちに出入 り回埋甕

の新例として確実視できるものではないが、可能性あ

る例としてみなしておきたい。なお、これまで甲府盆

地東部地域は遺跡調査が少なく、状況が不明であった

が、屋内埋甕が早い段階で出現 。普及した可能性があ

る。

(3)縄文土器の変遷

出土土器では、 4・ 5号竪穴出土の新道式期の土器

群が時期細分を示す良好な資料となった。『山梨県史』

では新道式期は 2細分され、 1段階では隆帯脇の 2重

第 5章 総 括
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加飾 (キャタピラ文十三角押文)、 胴部懸垂文の消滅、

渦巻モチーフの登場などを特徴とし、 2段階では隆帯

脇の 2重加飾の減少、日縁部重三角文中の玉抱き三叉

文加飾、パネル文の登場などが特徴とされる。拾沢式

と新道式の違いは、格沢式での幅広の楕円区画文の盛

行、角押文の多用、新道式期での口縁部重三角文の出

現、三角押文の多用が挙げられているが、モチーフ的

には、終沢式では胴下半にクランク文などの懸垂文を

もつのに対し、新道式では懸垂文を欠失し、胴都中位

から下位に、抽象的な渦巻状モチーフをもつ横位文様

帯 (渦巻文帯)が挿入されることが最大の違いと思わ

れる。こうした見方で 4。 5号竪穴の土器をみると、

4号竪穴は県史編年新道 2式段階 (期 )、 5号竪穴は

同新道 1式段階 (期 )と いえる。

5号竪穴は 1の炉体土器が古い様相をもつ。口縁部

は重三角文ではなく、楕円形に近い文様帯となる。 6

の大波状把手をもつ土器の回縁部文様帯は楕円形の変

形で、区画境には短い粘土紐を縦に連ねた隆線文とな

り、1の区画境と共通し、終沢式土器の系譜と言える。

これに近い文様として 9の重三角文では横向きの隆線

文となり、胴下半にはクランク状懸垂文がある。 9に

ついては型式認定が難しい土器であるが、三角押文の

多用、重三角文帯と渦巻文帯の成立から新道式土器と

いえるものの、懸垂文を残していること、重三角文が

古相を呈することから終沢式の色彩を強く残す土器と

いえる。19の土器は、重三角文をもち、三角押文を多

用するものの、幅広の楕円区画文帯を2段重ね、格沢

の要素が残る。また11は回縁部重三角文であるが、三

角押文ではなく角押文で、渦巻文帯がない。以上は新

道 1式土器でもさらに古手として区別することができ

る (新道1式古段階)。 ではそれらを除いた新道 1式新

段階、および新道 2式土器はどのように理解されるで

あろうか。

まず 4号竪穴の 1・ 2をみると重三角文からなる回

縁部文様帯、渦巻文からなる胴部文様帯、胴部下半文

様帯の 3つに分けられ、文様帯構成がより単純化され

ている。重三角文内には玉抱き三叉文が印刻され、区

画境は耳状にふくらみをもち、側面に教本の線を引く。

重三角文内の隆線脇は1重の加飾のみである。 5号竪

穴でも4号に近いものとして14があり、ほぼ同じタイ

プの土器といえる。そのほか重三角文内に玉抱き三叉

文をもつ土器に 5号竪穴 5、 7、 8、 16、 29、 32があ

る。それらは重三角文の区画境に円孔をもつ球を貼付

し、その側面に短い粘土紐を縦に連ねる例 (32)、 沈

線 。三角押文とする例がある。

玉抱き三叉文をもたない例を見ると、斜位の角 (三

角)押文で埋める例 (2・ 13・ 22'35)、 蛇行する三

角押文を横に施文する例 (26)がある。それらはより

格沢式に近い要素を残す例とみられる。

以上を整理すると新道式期は次のように 3細分され

ることになる。ここでは新道 1式、 2式、 3式と呼称

する。

新道 1式 (古) 三角押文出現。口縁部は重三角文帯
を主とし、隆線脇は2重加飾が多い。胴部に渦巻文帯

が出現するが、懸垂文を残すもの、渦巻文帯を持たな

いものもある。重三角区画内は斜位、縦位の三角押文

の平行線で埋める例が多いほか、無文例もある。重三

角文境には球状貝占付文がなく、加飾のないもの、短い

粘土紐を縦位あるいは横位に連結したもの、C字状粘

土紐、環状粘土紐貼付文など平面的な加飾がある。

新道 1式 (新) 口縁部重三角文帯の区画境に瘤状粘
土を貼付する。さらに環状粘土紐を貼付し、側面には

短い粘土紐を連結した例、数本の沈線を描く例などが

ある。重三角文の区画内は新道 1(古)段階とほぼ同

じであるが、玉抱き三叉文も見られる。

新道 2式 重三角文内には玉抱き三叉文が一般的で、
区画境は立体的な瘤状貼付文となる。隆線脇は 1重加

飾が多い。胴部には渦巻文帯をもち、懸垂文は消滅す

る。

新道 3式 重三角文内は玉抱き三叉文で、区画境は耳
状となる。文様帯構成は単純化する。

以上は重三角文をもつ深鉢に着日した細分案である

が、その軸線上に他の器種をのせることによって新道

式上器群の変遷過程について考えてみたのが図16～ 18

である。

新道式に続く藤内式期には11号竪穴、41号土坑があ

る。県史編年では4細分され、石原田遺跡 (北杜市長

坂町)の考察の際、竪穴資料で4細分を検証したこと

があるが、藤内 1・ 2式期は施文技法的にほぼ同じで、

破片レベルでの区別が難しい時期である。したがって

3細分程度が適正かと思われるが、その内容について

は別稿で再考することとし、ここでは県史編年に沿っ

て説明する。さて藤内 1式期は、竪穴などの遺構がな

い時期で、遺構外出土遺物を含めても資料がほとんど

ない。11号竪穴は藤内 2～ 3式期に相当し、 1は隆帯

脇の竹管押文は幅広で、蛇行沈線が付随する。 2では

竹管押文は略して蛇行沈線のみとし、抽象文は隆線で

輪郭を示し、形骸化が認められる。藤内 4式期では41

号土坑資料があるが、資料的に多くはない。頚部の楕

円区画文帯が誇張されている。

井戸尻式期では 1・ 6・ 10号竪穴がある。10号竪穴

は炉が炉体土器 2個 を含む 3箇所あり、覆土中の土器
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図21 土器の変遷 (3)

は炉よりも新しいと判断されることから、土器編年の

参考となる。ここではとくに炉体土器および覆土から

出土した「多喜窪タイプ」とよばれる 4つの塔 (突起 )

をもつ屈折底の深鉢形土器に注目する。

10号竪穴の 1・ 4・ 5の 3個体のうち 1は 5よ り新

しいと考えられる炉体土器で、 4は覆土中出上である
ことから、 5→ 1→ 4(新 )と いう順番となる。土器
形態は 4・ 5が塔状の立体的な突起、 1は波状の突起
と思われる。文様構成は回縁部、頚部、胴部文様帯の

順で、 1では頚部を無文、 4では縦位の縄文、 5では
縦沈線とする。 1・ 5に は頚部に押圧低隆帯 (鎖状隆

帯)が貝占付されるが、 4に はそれがない。口縁部文様
帯は 1・ 5が低隆帯を貼付後、太い沈線で渦巻文など

を描 くのに対し、 4では突出した粘土紐貼付 +沈線と
なる。文様モチーフとしては 1・ 4に 3本指の手があ

り、またその起点に円文があり、共通する。県史編年

で井戸尻式は 3細分され、この種の土器は 2・ 3式期

とされる。ここでは 1・ 5を井戸尻 2式、 4を井戸尻
3式 とみなす。201こついては屋内埋奏で、文様表現が

太い沈線文と渦巻文を多用する点で10A号竪穴炉体土

器と共通点が伺えることから、同時期とみなす。覆土

中の 3'13は曽利 I～ I直前で、縦位沈線を胴部地文
とする。また 8・ 14も 縦位沈線を地文とする共通性が

あり、4を含めて井戸尻 3式期のあり方を示している。

注意されるのは 2・ 7の招曲文 (重弧文)土器が含ま

れる点で、これらはそのまま曽利Ⅱ式の重弧文土器に

つながる系譜上に位置づけられる土器である。 2にみ

るように大きく強い内湾を示すのが特徴で、 7では粘
土紐を貼付 し竹管4多形を行っていない。

1号竪穴 1の炉体土器および 2については、時期は

頚部楕円区画が誇張され、隆線上の加飾が顕著である

ことから、不明確ながら丼戸尻 1式期とする。覆土中

の 6は曽利 I直前、井戸尻 3式期。 5は頚部に蛇行隆

線を貼付する曽利 I古段階の土器である。

曽利 I式期以降では 2号竪穴がある。9が炉体土器、

10が屋内埋奏で、覆土中からHが出土した。 9は端部
が渦巻状のU字文をもつ土器で、竹管修形をしない粘

土紐上に蛇行粘土紐を 3'4本 単位で貼付 している。
10は竹管 4多形文の両脇に蛇行隆線文を貼付 し粘土紐で

加飾し、Z状の文様を貼付 した土器である。ここでは

粘土紐を貼付しただけのものと、粘土紐上を竹管で修

形する竹管修形文の 2者があることがわかる。近年の

研究で、竹管 4多形文をもつ土器は曽利Ⅱ式古段階に編

入したほうが適当とする考え方が提起され、従来曽利

I式に一括されてきた縦位条線文土器が、曽利 Iか ら

Ⅱ式期にわたる土器群として理解されつつある。 した

がってここでも竹管4笏形文の土器群は曽利Ⅱ古式 とし

て、 I式 とは区別したい。
曽利 I式古段階の土器として10号竪穴などに破片が

散見される。頚部に 2本の平行隆線を貼付 し、その間
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に蛇行粘土紐を貼付するものが多く、口縁部は無文で

緩やかに丸く湾曲する。胴部の地文は竹管条線とする。

以上のほか、曽利Ⅱ式土器、曽利Ⅲ式と思われる紐線

文系土器、曽利V式上器片があり、後期以降は皆無と

なる。このように土器からみると縄文中期前半、新道

式から曽利V式まで断続的に継続し、遺構面では新道

式から曽利 正式まで居住痕跡が確認された。藤内 1式

期、曽利Ⅲ～Ⅳ式期については土器、遺構ともに居住

痕跡が希薄な時期といえる。

(4)土器製作関連遺構・遺物

土器以外の出土遺物では、土器製作関連遺構 。遺物

が注目される。遺構としては 4号竪穴で白色粘上が床

面に分布し、土器製作、あるいは粘土貯蔵に関連した

遺構ではないかと考えられた。

土器製作遺物では焼成粘土塊、台形土器がある。焼

成粘土塊は 4・ 5・ H号竪穴、28号土坑から出土し、
いずれも 3～ 5 cm程度の小型品である。敷物痕をもつ

例は 1例を除きない。焼成粘土塊については土器焼き

の際のテストピースとする説があるが確証はなく、土

器製作時に余って硬化した粘土を単に焼成したもので

はないかと考えられ、いずれにしても集落内で土器製

作が行われた傍証とみなされる。

台形土器は 1・ 2号竪穴 3点、 4号竪穴 1点、 5号
竪穴 3点、10号竪穴 2点、11号竪 1点、遺構外 1点の

計H点が出土している。ほかに 5号竪穴98は土器底部

再利用の台形土器である。山梨県内の事例では、限ら

れた集落から多量の台形土器が出土するのが特徴とさ

れ、本遺跡でもそうした傾向は指摘できる。ほとんど

は小破片であるが、11号竪穴14の事例は床面直上に正

位で出土した完存品で、細かなヒビが受け面に多数入

り、受け面周囲から側面、脚にかけて粘土付着が顕著

な例であり、台形土器の特徴を具備した資料といえる。

ただし脚の摩滅についてはわずかに使用痕が見られる

ものの、非常に弱い。脚の磨耗が顕著なのは 5号竪穴

101で、ほとんど磨 り減ってしまった状況にある。受

け面のヒビについては疲労蓄積による劣化ではないか

と思われ、台形土器に特徴的である。台形土器は土器

製作に用いられた台と考えているが、異論もある。

4号竪穴の粘土については理化学的分析を実施する

ことができなかったが、土器作 りに関わる資料として

注目される。多摩ニュータウンNo245遺跡51号住では

竪穴内に粘土堆積があり、下から未焼成土器、台形土

器が出土した。本例は床面上に散在する程度で、直接

的な土器製作関連遺物の出土はないが、床面およびピ

ット脇から出土した土器底部利用の容器は、土器製作

に関わるものと考えられ、この竪穴が廃絶後に土器製

作スペースとして利用された可能性を示している。本

遺跡が河川近 くに立地することから、粘土採掘地点も

近くに存在した可能性が高く、土器製作を集落の特徴

としていたことも考えられる。

(5)土偶・土製品

台形土器が多く出土する遺跡は、土偶、土製品が多

いという指摘がされているが、本遺跡でも土偶は合計

29点 と多い。遺構別に出土点数を列記する。

4号竪穴-6
5号竪穴-12
6号竪穴-1(顔 面把手か)
11号竪穴-2
遺構外-8
時期別数は、竪穴の時期を当てはめるならば、新道

式期20以上、藤内式期 2、 井戸尻式期 1、 曽利式期 1

で、出土部位は頭部 (頭～胴部を含む)9、 胴部 10、

脚部 9、 腕部 3と なる。中でも新道式期は 1式期の 5

号竪穴で12点 と、非常に多く、改めて新道式期は土偶

が多い時期であることがわかる。また新道式期は土偶

に大小があり、形態も多様な時期で、 5号竪穴123は

板状で脚を省略、遺構外23では円錐形で脚を省略、 4

号竪穴40は大型で精巧な文様をもつなど、形態にバラ

エティーがある。また中期前半では分割塊製作法が顕

著で、1181よ腰部、左右臀部、左右脚部と5個の粘土塊

を合体させて製作 し、出土状況としてはそれらが接合

面で個々に割れ、竪穴内の近い位置から出土している。

廃棄時に土偶片を、意図的にさらに破砕して棄てたよ

うな状況を呈している。また粘土塊どうしを串状の棒

でつなぐ芯棒痕も一般的で、 5号竪穴119では足の裏

面に突き抜けるように芯棒痕を持つ。そのほかH4の

顔面には白色粘土が薄く付着する。従来、釈迦堂遺跡、

酒呑場遺跡で腹部の印刻文に白色粘土が付着した例が

指摘されており、土偶のもつ祭祀性をうかがわせてい

る。

文様では頭頂部の渦巻文が注目される。 5号竪穴

114で はキザ ミをもつ渦巻隆線の中央に、蛇の頭のよ

うな表現がある。同Hlではただの渦巻隆線のみとな

り、 6号竪穴16では渦巻文様はないが鎌首を持ち上げ

たような文様がつ く。頭部文様については、髪形の多

様性を示すものとして理解される一方で、長野県富士

見町井戸尻遺跡例では明らかに蛇を載せたような文様

があり、土偶の祭祀性が指摘されてきた。蛇のとぐろ

が渦巻文などに変化していく、という見方で解釈する

ことができ、土偶の性格論を左右する視点といえる。

特殊な土製品としては 5号竪穴121の動物形土製品、
-  124・ 125の錘状土製品がある。このうち121は前脚 2
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本と頭部から胴部が残るのみで全形が不明であるが、    竪穴 40(71%)
日らしい表現があり、イノシシかと思われる。県内で    土坑  6(H均
は釈迦堂遺跡でイノシシ形土製品が出土しているが、    遺構外 10(18%)
そのほかにはなく、非常に珍しい土製品といえる。     石材 ホルンフェルス 47(84%)
(6)縄文時代の石器                      粘板岩 5(9%)
縄文時代の石器では、打製石斧の出土量の多さが日      砂岩 2(6幼
立つとともに、風化しやすいホルンフェルスを好んで      頁岩  1(2%)
用いていることがわかる。次いで横刃形石器が多 く、      珍岩 1(2%)
やはり打斧と同様の石材選抜をする。それ以外の石器   横刃形石器は打斧と同じ石材選択をしてお り、ホル
は少なく、とくに石鏃は非常に少ない。磨 り石・凹み  ンフェルスを主とする。
石も非常に低調である。遺跡は河川に近いが、漁労具  ③石匙 13点 (石器全体の 3均
といわれる石錘は皆無である。甲府盆地での石錘普及    竪穴 6(46%)
は中期後半であることから、中期前半型集落の本遺跡    土坑 3(2%)
では出土例がないと考えておく。打斧が多い点は台地    遺構外 4(3%)
上の集落と同じで、打斧を用いた根茎類の採集を生業   石材 ホルンフェルス 8(6%)
とするあり方が伺える。                    褐色風化泥質岩 2(1%)
では石器全体について組成比をみたうえで、器種ご      黒曜石 1(1均
とに出土地点別 (竪穴、土坑・ピット、遺構外)点数、      チャート 1(1%)
石材について整理しておく。                  粘板岩 1(1%)
なお、ここでは遺跡全体の石器を扱うため、明らか   精製 。粗製の別があり、精製品は黒曜石・チャート
に古墳時代以降とわかる砥石 6点、13号竪穴の弥生後  製の 2点で、いずれも土坑出上である。粗製石匙は打
期の可能性のある横刃形石器 (刃部磨製石包丁)、 平  斧と同様な石材を利用し、精製、粗製では機能的に区
安時代の竃内支脚石も全体数としては含まれている。   別されることは明らかである。
石器として図化し、表にあげた資料は計486点であ  ④凹み石 。磨り石・稜磨り石 26点 (石器全体の 5%)
る。出土地点別には竪穴293、 土坑・ピット42、 遺構    竪穴 17(65%)
外 (溝を含む)151である。器種別には打斧330(680/O)、     土坑 0
横刃形石器56(H%)、 磨り石21(4%)、 凹み石 4、     遺構外 9(35%)
稜磨 り石 1、 叩き石 2、 石皿 3、 台石 4、 石匙13   石材 花尚岩類 21(81%)
(30/0)、 石鏃 8(2%)、 磨斧 6(1%)、 掻器 3、 剥      安山岩 5(19%)
片16、 石錐 7、 石核 1、 浮子 2、 丸石 1、 自然礫 1、    凹み石は 4点のみで、磨り石が多い。富士川流域の
砥石 6(1%)、 支脚石 1である。            天神堂遺跡 (南部町)で も同様な傾向が伺え、花尚岩
主な器種の点数、出土地点と割合は次のとおり。    類の入手が容易な地域では磨り石が多いといえる。石
①打斧 330点 (石器全体の68%)           材では花尚岩類が卓越するが、凹み石に限ると4点中、

竪穴192(58%)                 安山岩 3、 花尚岩類1と安山岩が多い。

土坑・ピット28(80/0)             ⑤石鏃 8点 (石器全体の 2%)
遣構外 (溝を含む) 110(33%)           竪穴 7(87%)
石材 ホルンフェルス 306(93%)           土坑 0
粘板岩 19(6%)               遺構外 1(13%)
頁岩 2(10/O)               石材 黒曜石 8(100%)
安山岩 1(1%)              全体に非常に少ない。すべてが黒曜石製となってい

褐色風化泥質岩 1(1め           る。

礫岩 (ホルンフェルス化) 1(1%)    ⑥石皿・台石 7`点 (石器全体の1%)

石材はホルンフェルスおよびそれに類する石材 (粘    竪穴 6(86%)
板岩、頁岩等)が多く、板状に剥離し易い石材を選択    土坑 1(14%)
している。                        遺構外 0
②横刃形石器 56点 (石器全体の12%)         石材 安山岩 4
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花商岩類  3
石皿 3点はすべて安山岩であり、台石に限ると花商

岩類 3、 安山岩 1で、花聞岩類が多い。台石としては

花商岩が選択的に用いられており、石皿とは機能的に

区別されていたか、あるいは磨 り石に花商岩が多いこ

とに運動して花筒岩が用いられた可能性がある。

⑦石錐 7点 (石器全体の 1カ
竪穴 4(57%)
土坑 1(14%)
遺構タト 2(29%)
石材 黒曜石 7(100%)
③磨斧 6′点 (石器全体の1%)

竪穴 3(50%)
土坑  0
遺構外 3(50%)
石材 緑色疑灰岩 2(33%)
火山礫凝灰岩 1(17%)
蛇紋岩 1(17%)
ホルンフェルス 1(17%)

砂岩 1(17%)
10号竪穴の蛇紋岩製の例 (10竪69)は側面に擦切痕

が残る。擦切技法をもつ磨斧は日本海側の富山・新潟

方面で製作された可能性が高く、井戸尻式段階に交易

によってもたらされたことが考えられる。

機能別に石器教、割合を整理すると次のようになる。

採集系 (打斧・横刃形石器・粗製石匙・磨 り石・凹

み石・稜磨 り石・石皿 。台石)430(89%)
狩猟系 (石鏃・掻器・精製石匙) 13(2%)
漁労系 (浮子) 2(0.4%)
祭祀系 (丸石) 1(0.2%)
工具系ほか (磨斧・石錐・叩き石、石核、剥片)32

(6%)

その他 (縄文以外の石器等) 8(2%)
次に石器組成の時期的な変遷を、竪穴資料をもとに

機能別に整理しておく。

新道 1・ 2式期 (5号竪穴)118点

採集系 (打斧89・ 磨 り石 6・ 粗製石匙 2・ 石鏃 2・

台石 1・ 横刃形10)108(92%)

狩猟系 (石鏃 2・ 掻器 2)4(3%)
漁労系 0
工具系ほか (石錐 2・ 剥片 4)6(5%)
新道 3式期 (4号竪穴)61点

採集系 (打斧46・ 石皿 3・ 凹み石 1・ 磨り石 2・ 横

刃形石器 6)58(95%)

狩猟系 0
漁労系 0

工具系ほか (石核 1・ 剥片 1・ 磨斧 1)3(5%)
藤内式期 (11号竪穴)20点

採集系 (打斧 11・ 粗製石匙 1・ 横刃形石器 3・ 台石

2)17(85%)

狩猟系 (石鏃 2)2(10%)
漁労系 0
工具系ほか (磨斧 1)1(5%)
井戸尻 1式期 (6号竪穴)11点

採集系 (打斧 5・ 横刃形 2)7(63%)
狩猟系 0
漁労系 (浮子 2)2(18%)
工具系ほか (石錐・剥片)2(18%)
井戸尻 2・ 3式期 (10号竪穴)52点

採集系 (打斧25'粗製石匙 3・ 磨 り石 4・ 横刃形石

器14)46(88%)

狩猟系 (石鏃 2)2(4%)
漁労系 0
工具系ほか (剥片 3・ 磨斧 1)4(8%)
曽利 I式期 (1号竪穴 2号竪穴遺物を含む)22点
採集系 (打斧 13・ 横刃形石器 3・ 稜磨 り石 1・ 凹み

石 1・ 磨 り石 1)19(86%)

狩猟系 (石鏃 1)1(5%)
漁労系 0
工具系ほか (石錐 1・ 叩き石 1)2(9%)
新道式期に採集系が 9割を超える高率で推移し、藤

内～曽利 I式期に8割台に下がるものの、依然高率と

いえる。そのほかはいずれも数%と 極めて低い。

石鏃点数が少ないのは、調査精度の問題の可能性も

あるが、磨 り石・凹み石も同様に少ないことから、本

追跡の特徴として、狩猟活動は低調で、打斧に依存し

た採集活動に偏向した生業を営んでいた可能性を考え

ておきたい。本遺跡は河川に挟まれた立地にあり、狩

猟に適した地勢とは考えられないことから、採集活動

に重点をおいた石器組成を示すのではないだろうか。

(7)破砕須恵器の出土

微高地上、埋没谷に面したK・ L7グ リッド付近から

7世紀前半～後半代と思われる須恵器奏を主とした小

破片が多量に出土した。甕は複数個体存在し、郭類も

ある。中には回縁部が融着した焼成不良の甕 (第81図

85、 図版32)があることから、付近に須恵器窯が存在

するかもしれない。甕が細片で出上した点については、

調査中にはL6グ リッド付近の礫堆積を古墳の可能性が

あるとみて、遺物分布状況をその周辺での散布として

想定してみた。しかし礫分布は古墳ではなく、自然堆

積の可能性が強いことから、何らかの祭祀行為にもと

づく破砕行為の結果の可能性として理解 したい。また、
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南側にあたる埋没谷中の 6号溝出土須恵器長頸壷、土

師器碗も、完形もしくは完形に近い遺存状況ではある

が、関連した出土品と思われる。

(8)平安時代の集落と遺物

平安時代では、縄文時代とは逆に北側には竪穴がな

く、洪水の被害を受けやすい南側の微高地上が集落域

とされている。埋没谷南側は砂層を地山とする微高地

で、平安時代後期の竪穴住居跡 3軒が検出された。竪

穴は一辺約 3～ 3.5mの 方形で、 7号竪穴では北竃、
8。 9号竪穴では東竃が、いずれもコーナー寄 りに石

組を芯として構築されていた。調査区外に相当数の竪

穴が密集して分布することが予想され、古代「大野郷」

の中心的な集落とも考えられる。本遺跡からは緑釉陶

器のほか墨書土器「安」などの出土があるが、墨書の

内容としては一般集落の域を越えるものではない。諸

事情により南側微高地は 3棟の竪穴の調査にとどまっ

たが、なお相当数の竪穴があると考えられ、また重川

の影響がなければかなりの規模の集落と考えられる。

平安時代の遺物としては、通常の甲斐型土器と呼ば

れる土師器のほか、甲府盆地では類例の少ない脚付鉢

や蓋が出土し、地域性が強くうかがわれた。また灰釉

陶器が多く存在するほか、緑釉陶器もある。また8世

紀前半の資料になるが、土師器郭内に貼 り付いた漆

紙 ?がある。残念ながら文字を見出すことはできなか

ったが、本遺跡が郷の中心的集落であったことを示唆

する資料といえる。

(9)埋没谷と溝

調査区中央には、斜めに調査区内を横切る旧道跡お

よび溝、石列、暗渠配石があり、その下層に幅15mの

坦没谷が確認された。埋没谷の上層には古墳時代から

中世の遺物が多く含まれ、平安時代末の灰釉陶器片が

多数出土したほか、中世の染付、白磁片、奏などの陶

磁器類なども出土している。さらに埋没谷上層面では

埋没谷と同じ方向の溝が検出され、 7世紀代の上師器
や完形に近い須恵器長頸壺が出土し、著しく腐食した

曲物底板などの木製品もわずかに出上している。埋没

谷中には 8・ 9号溝を中心に腐食した自然木が多数確

認されたことから、木製品は本来、埋没谷中に多く存

在したと思われる。また 5号溝にも護岸と思われる杭

がいくつか遺存していた。遺跡周辺にはかつて湧水地

点がいくつかあったといわれているが、それらもほと

んど涸れてしまったという。上水道重川水源の施設が

遺跡東方に建設されてからともいわれている。いずれ

にしても近年、地下水位が低下し、急速に木製品が腐

食したため、製品として取り上げることができたもの

はない状態であった。かつての地下水位の高さを示す

のが 1号井戸の深さで、わずか lmで底となっている。

底近くには曲物が遺存 したが、著しい腐食のため原形

での取 り上げはできなかった。谷中に トレンチを入れ

たところ、約1.5m下から谷底部が確認され、砂礫中

に摩滅した縄文中期土器片が出土し、幅の広い自然流

路であることがわかった。したがって谷の埋没過程で

溝が作られ、最後には 2号溝および道として姿を大き

く変化している。

この埋没谷は、縄支時代には集落の境界として意識

された場所ではなかったか、と思われるが、標高が高

い北側に縄文集落が立地し、土坑群を切るように谷が

迫っていることから、流路による浸食を受けやすい場

所であったことは確かである。南側の微高地上では縄

文の遺構は検出されていないことから、いずれにして

も埋没谷付近で縄文の集落域は途切れている。

(10)漆紙付着土器

埋没谷内、G3グ リッドで内面に漆紙が付着した土

師器不が出土した。 6号溝南西端付近にあたり、濤内

出土と理解できるかもしれない。時期は8世紀前半、

県史編年でいう奈良平安 I期である。郭は半分に割れ

ているが、近接した地点で出土し、接合した。内面見

込み部全面に漆と思われる物質が付着し、土器と漆の

間にパックされるようにして、2.5cm× 1.Ocm大の紙が

遺存した。ほかにも紙が付着 していた痕跡があるが、

残念ながら土器水洗時に洗い流してしまったらしい。

肉眼的には文字はなく、また赤外線カメラで観察した

が、文字は確認されていない。

漆紙については、県内では韮崎市宮ノ前第 3遺跡 5

号住での発見例がある。 5号住は一辺7.7mの大型竪

穴で、床面に礎石 3個をもつ。時期は県史編年奈良平

安時代Ⅳ期、 9世紀前半で、南東覆土中から出土し、

容器を伴っていない。 2枚が付着した状態で出土し、

文字は「奈」の可能性がある文字が解読できる。文字

が1.5cm～ 2 cmと 大 きいことから通常の文書 とされて

いる。

奈良文化財研究所刊『古代の官衛遺跡』によると、

漆利用に用いられた漆容器には、貯蔵用、運搬用があ

り、運搬用としては頚の細い須恵器壷、平瓶などの上

器が利用された。貯蔵用容器には遺存 した漆紙の径か

ら大型 (径33cm前後)、 中型 (径22cm前後)、 小型 (径

15cm前後)があるほか、消費の場では漆塗 りのパレッ

トとして14h等の上器を用いる場合もあった。時期的に

は飛鳥以降、平城の官衡・寺h・ 邸宅・工房跡から出

土するが、長岡京以降はほとんどみられなくなり、土

器から曲物等に変更されたことが考えられるという。

本遺跡の土器は貯蔵用、運搬用ではなく、取 り分けて
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1ヽ号竪穴
48号土坑

1・ 6・ 10号竪穴
11 ・13・ 19。 23・ 29'34号土ナ売

10A・ B号竪穴
24号土坑

31号土坑

2号竪穴
36・ 49。 50。 52号土坑

遺構の変遷 (1)
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網部は須恵器集中部

網部は中世陶磁器出土グリッド



一時的に利用する目的で邦に入れられ、ホコリ等が入

らないように反故紙を懸けたものと考えられる。した

がって遺跡付近に工房等の存在が想定できる。今回の

調査ではそうした建物跡は確認されていないものの、

遺跡周辺は後の大野郷の中核となる地域と考えられる

ことから、公的な工房が存在した可能性がある。

(11)中世の高畑遺跡

中世では井戸、溝があり、中世と考えられる小ピッ

トがいくつか検出されているが、それらの配置から具

体的な建物復元案、遺構配置図を描くことができなか

った。ただ 5号溝で区画された北側に丼戸をはじめと

する建物配置が推定されることから、井戸を備えた宅

地等の推定が可能で、陶磁器類の分布状況は中心域を

想定する手がかりとなる。

中世では、大野城跡が近いことから、戦国期には大

野城関連の集落が周囲に存在したことは想像でき、本

遺跡北～西側微高地上の一部はそうした集落周辺部で

あったことが考えられる。中世前期では柱状高台の上

師質土器や青磁、白磁の小片があり、とくに青磁 。白

磁の年代観から12～14世紀代に高級磁器を所有した土

豪クラスの存在が推定でき、平安末から引き続き集落

域が存在したことがわかる。また15世紀後半～末には

明染付小皿などの高級貿易陶磁もみられることから、

13世紀から16世紀まで継続する勢力が大野地区にあっ

た、ということが Vヽえる。したがって大野城は一時的

な防御施設ではなく、館を中心とした長期的な居住域

として理解しておきたい。大野城そのものの位置が定

かではないが、本遺跡での出土遺物から大野城推定地

周辺は平安末以降、既に有力土豪層の館的な拠点では

なかったかと思われる。大野付近は笛吹川、日川、重

川が集まるところから東山梨地域の交通の要であると

ともに、天然の要害的な立地をなすことから、戦国期

に大野城が成立する前段階に、既に拠点的な場として

成立していたことが十分考えられる。

(12)高畑遺跡の変遷

縄文時代から現代に至る土地利用の変遷についてま

とめたのが図19・ 20である。それをもとに遺構の変遷

を整理しておく。

新道 1～ 2 5号竪穴とその周辺に54・ 58・ 59号土坑
などが存在する。集落城は北側調査区外へ広がってい

たとみられる。なお本遺跡で最古の土器は五領ヶ台 I

式土器で、中期初頭から居住域とされ始めた可能性が

ある。

新道 3 4号 竪穴および12号竪穴を本段階と推定す
る。前段階からの継続性が強い。

藤内 1～ 2 H号竪穴は藤内 2式期頃かと思われ、土

坑は33・ 48号土坑がやや離れた位置に散在する。集落

形態は読み取 りにくい状況にある。

藤内 3～ 4 竪穴の有無は定かではないが、井戸尻 1

式と推定した12号竪穴が本段階の可能性もある。土坑

は14・ 41号土坑が散在する。

井戸尻 1 1・ 6。 10B号竪穴の 3軒からなり、土坑

は11・ 13。 28・ 29号土坑など散在した状況で分布 して

いる。軒数、土坑数は多 く、本遺跡でのピークとして

捉えられる。

井戸尻 2 10A・ 10C号竪穴、24号土坑がある。

井戸尻 3 竪穴はないが、本期まで10A号竪穴が継続
した可能性は十分に考えられる。土坑としては31号土

坑がある。

曽利 I～ Ha 2号竪穴があり、その周辺から南側に
かけて土坑が散在する。集落全体の構造は理解 しにく

いが、 2号竪穴よりも南側に集落の中心があったとは

考えにくいので、集落の外帯に土坑が分布する状況を

想像 しておきたい。この後、曽利V式期まで土器の散

布が見られるが、後期以降は土器が存在しない。

弥生 図には入れていないが、13号竪穴は弥生後期の

可能性があり、遺構外で弥生後期の土器も認められる

ことから、弥生時代後期になって改めて開発されたら

しい。

古墳～奈良 竪穴はないが、埋没途中にある埋没谷に
6・ 9号溝が存在する。また微高地上、K・ L7グ リッ

ド周辺には7世紀後半代 と思われる須恵器が細片状態

で多数散布し、何らかの祭祀空間とされていた可能性

が強い。

平安 南側微高地上に 3軒の竪穴が順次構築され、東
側には 7号溝、北狽I微高地上には南北に約20m間隔で

4・ 10号滞がある。埋没谷はほとんど埋まった状況で、

9号溝が前段階から引き続 き存在すると考えられる

が、定かではない。居住域は南側、生産域は北側か。

中世  1号井戸のほか、 5号溝から数点の陶磁器が出

土した。 5号滞は石列を北狽1に伴い、東側北側面には

杭を打ち込んで護岸工事を行っている。井戸周辺には

小ピットがあり、柱穴の並びは検討できなかったが、

掘立柱建物からなる建物跡と思われ、溝北側に丼戸、

建物からなる宅地が想定できる。

近世～近代  1～ 3号溝はいつ頃構築されたものかは
っきりとわからないが、近世以降と思われ、一部の溝

は現代まで機能していた可能性がある。15グ リッド付

近のL字の暗渠は、溝内に礫を充填 したもので、近代

あるいは現代の水田に伴う暗渠排水溝である。

現代 調査前に存在 した大野地区共選所の基礎があ
り、それ以前に存在 した水田 ?関連の暗渠が数本存在
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する。また川内にゴミ等を廃棄した円形の廃棄土坑が  参考文献
平川南 1993「宮ク前第B遺跡出土漆紙文書」F宮ク前第む遺跡』いくつかある。
韮崎市教育委惧会1まか

奈良文化財研究所 2004『古代の官衡遺跡 H遺物 ,遺跡編』
最後になりましたがヽ発掘調査から報告書利行に至  今福TIJ恵「申期中葉 (勝坂式上器)」 F山梨県史 資科編2 原

急説鑑潔観観鬱醒簸 櫛軽揺騨種」歴置電
噌
解

ご駆誘餓を蘇|1難庭鋪ど摯域推虚
=五

山罐繋F
方々、整理作業に携わってく―ださった1方々には改めて

感謝し、御礼申し上げます。
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表 2 土器・陶磁器観察表
(kは長イi、 /11州 イf(狩 :イ「)、 どtは 1(1サ 、本は赤色粒子、イ「はイ「英の略)

配 器‖: 胎 !二 ‖F考

2を 1卜穴 〕 札 文

'朱

鉢 魃～‖許lt 1唯中1体 とPr

2 ‖せ文
'朱

¢本 2422 3553 3554 3556

2を 性クく 3 ポし文 株 鉢 (304)/― / ～ l」 褐 3357 3358

2/」 子クく 4 消し文 深 邸 (304ン ー/ に、角、赤 3558 3と ,1

2を 呼穴 5 邪L文 ittr‐ 4・
I畑 (130)/― /

千

棚～暗鶴 雲―多、長、角、赤

2り 咎穴 6 群と文 深 鉢 (120)/― / 魃 lt、 ア色、赤 〕07(1呼 ビ)

2ケ呼穴 7 邪し文 深 鉢 健、石、角、赤

2ケ呼穴 8 沼し文 沫鉢 キ サ ミ、竹符 ,チ:線 灰褐～褐 Jヽと、坊く、Jrl 3584 3586

12号 呼穴 9 本と文 深鉢 /― /
ltJ～ 灰褐 Lt、 赤、rtl 彦01(炉 )206～ 208

'壁

ll】体 Ji器

12号 呼穴 10 紐 文 深鎌 /― /
褐 長、雲、赤 2撃 jll雖

2ケ旺穴 11 刑L文 朱鉢 4/1 沈 線 褐 デーhlk多、角 胎■哭賀

2 7J lrケ 12 純 文 深鉢 明 褐 健‐多、イf、 赤

2上ナH提ク 13 lt文 鉢 【_多、イf、 赤、蟹、

2/J!子 ケ 14 沼Lx 鉢 588 内 hl一 部朱彩 P

2を 子クく 15 沼L文 深 鉢 よ、石、赤、Trl

2オ呼穴 liL文 深 外 ドLttRL、 4線 JrFt」

2/J雪たク 17 純 文 深σト rl、 102

2を 軽λ FIと文 深 鉢 質 褐 アη、赤

27 4サ竪穴 1 礼 文 深 鉢 (390/155/435)

キヤタビラ文、沈線、降

級、キザ ミ、三角‖1引
長、雲、赤、 /11 1554^-1556

1569 1571

もろい

4号 堅穴 縄文 深 鉢 中期 315/― /
4率 、キザ ミ、角押文、 掲～ H音褐 長、角、赤 1562 表部欠llt

47J Rk穴 3 器L文 深 鉢 145/65/179 佃文
RL 黄褐～ H【褐 長、 jFl、 雲、赤 360 1568 1570 利 Hl黒 変 、約 7剖遺

在

4号壁穴 当 純 文 深鉢 中期 198/― /
陸淑、‖1象文 褐、内面晴褐 長、角、坊ヽ、石 15663015(4畦31ビ ) 対 IFdI,患 く兵阜変

4ケ壁穴 5 縄 文 深 鉢 中期 ―/128/―
角押文、陸線、三角押 協～暗褐 Ft―多、  芸、  州 1976 月げH黒 変

4号怪穴 6 組 攻 深鉢 ―/124/―
螢線、三角押引 茶褐 長‐多、雲、亦 1977

器、害‖口～内面赤彩

4/y壁 久 殊 鉢 三角 41F31、 降 4Fj ら 長、角、宴 1594

4;畦 赤 8 槌 文 III期 デ、附付 文 (抽 ryt支 ) 長、雲、角 1575 1576 内巨l14く 黒変

4号壁クヽ 9 縄 文 イ朱鉢 「+1期 熱支 RL、 三在1‖
'引

悟褐～4B 843～雛7

4号 Ftk穴 itL文 深鉢 中期 (327/167/480)

jll象文、陸線、縄文
RL、 キザミ、キャタピ

淡掲 長、赤、角、空 1572-1574■ 947
1950 1952 1955

内向 卜半溝 く無変

flE文 深 鉢 (240ン ー/ 41Hk

4号軽穴 組 文 深鉢 中期 /―
キヤタビラ文、沈線、躍 蠅い褐 1583 1584 もろ�

4号竪穴 13 和L文 深鉢 中期 (370)/― /
キャタビラ文、 そ線、 陽～ F音褐 lt、 家 〕40 1561 1964

4号竪穴 14 縄 文 深鉢
そ i キザミ、キャタピ It、   芸 1930 1932・  1933

4を 呼穴 15 器L文 深鉢 ―/(180)/― 竹管洸線、竹管 Jドリ、イ ;24 825 828 1592 対面黒変

4サ好穴 祉文 深鉢 /130/―
靴文RL rLJ 監‐多、婆、 Tfl、 41 1967 氏帝卜州外 lHイ附J参袖 i

17 小型深外 ―/56/― 竹 沈線、ナデ 内面河 く黒変

4号軽穴 縄文 深鉢 Ⅲ則 ―/(87)/― 竹督」ド引、キ ヤタビラ文 1零

縄 攻 深鉢 中期 /― / 隆線、 ナデ 協

29 4号竪穴 縄 文 深鉢 中期 ―/124/―
隆線、キヤタビラ文、三 1562 1958

4号壁穴 21 縄 文 i完外 中期 (374)/― /―
三角押文、キ ヤタビラ 錫 170 772 773 880

4号竪穴 縄文 深鉢 中期
隆線、キヤタビラ文、三 倒 196Z

4号竪宏 縄 文 深鉢 中期
径線、角引181、 会刻、策1 黄褐 302014竪 31ピ )

決鉢 ― / /― 隆線、三角押ヴ

深 鉢 ―/― /― 隆線、キャタビラ文 褐

深 鉢 中期 ―/― /― 先ly8k、 縄文RL 暗褐～褐 長、安、角

4号竪穴 純文 深鉢 中期
監線、キザ ミ、三角押 黄褐 799

4■ 壁ク( 中期 ―/― / キヤタビラ文 ら 1552

4サ雖穴 中〕 一/― / ナデ、縄文RL 793

4サ畦穴 縄 う ―/― / ナデ、隆繰 内血 H音褐 長、角 4竪31ビ

4号竪穴 組 文 深鉢 中期
竹管押引、三角」μ引、キ ら 長、石、角、赤

4号壁穴 縄 文 深鉢 中期
竹 沈線、竹管 t41引 、稗 掲 化 l.t系

4ケ と尺 潜と又 床 鉢 長―大、デ、赤、堆

4サ野穴 弥どとP 一“ 後期 (125ソ ー/
ナ デ 赤褐 貫、赤 4畦

4サ畦穴 剪(4 後 刈〕 /70/ 庚mS肝 菓  ナデ 赤褐～飢い褐 長、石、赤 内タト瞳I赤彩

4ケ :警休 一年 俵 別 4竪 ,Al夕 |に I赤彩

4サ EIX休 殊 鉢 「 |]則 長、角、雲 1949 ミスク子とキ

5サ壁穴 1 朱鉢 「P刃 1 34255竪 炉内

5サ壁久 2 縄 文 中 期 褐～陪褐 長、笙、赤、角 2586 内泊1薄 く黒変

5矛堅穴 3 礼 文 小型深鉢 中期 155/80/159
キザミ、t旨頭月二uFt

掲、内面黒褐 長、赤 3041 3167 3169

5を竪穴 4 IIL文 深 鉢 中期 〈170)/― /―
ガキ 皮

掲 長、 jlr、 笙 3834 角状突起

5サ墜穴 5 群とあて 小
jll深
鉢 「P別 120/59/125 2902 的9割遺 T」

5号竪穴 6 租 文 深 鉢 中期 (245)/― /―
IHl↓
‐  世←ク耳  陽を素|

常褐 長、角、雲、難 706 2351 2358 単位把手か

5;竪穴 7 IL文 深 鉢 (425)/― /―
i三角 BITIり |、 1監線、 安刻、 閉～争い 個` 長‐多、角 490 531 930 2251
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図 地 点 整形技法 色 」l 肺 考

5号竪穴 紐 文 深鉢 (250)/― /
)政レ器LRL、 降線、陰
1́、  i ti‖J゛

丈棚～簡 Lt,多 、雲、角 ,047 3073 3124 もろ�

5 ナ墜穴 9 30Z/153/430 登根、三角押引 褐 4 2410 3069 1/Nl附 1淳 く無変
5 ,墜穴 it文 355/158/495 盗線、三角押引、陰刻 褐～情褐 便、雲 旬44J遺存
5 Fy竪 穴 11 希こ文 深 鎌 335/(138/395) 盗根、角Tμ文、ケスリ 1き褐～褐 便、赤、角 3078 3079 3127 旬6編」l■存

5号墜穴 12 縄 文 深鉢 (240)/― /
三角引1文 、角」ド文、隆

繰、刻み、窄れ

褐 長、笙、角
'160

もろヽ

57y畦穴 13 希こ文 深鉢 Z45/135/374 褐～暗 tCJ 長、角、水

5号墜穴 埒L文 深鉢 中期 (380)/― /―
三角J「文、キヤタビラ

支、降縦、陰切 珈空
掲～‖r褐 長、雲、角 勺山1洋 く変色

5号竪穴 組 文 深鉢 中期 175/78/215 壺線、指虫 lL痕 明褐 長‐多、赤、雲、殉

5号竪穴 縄 文 深鉢 260/158/285 生線、三ケ
qJド じ|、 陰刻 錫 長‐多、赤 ,76 3071 やや もろい、 8呵 1イ lI

の渡引丈「 I縁
5 竪穴 17 廷線、陰刻、三角オ‖]文 錫 雲、角、す( Э79
5 竪穴 (300)/127/(330) 廷線、三角押じ|、 キザ ミ 褐～暗褐 078 噴罰

`以
外は小破 h

5号野穴 縄 文 深 鉢 中 期 (395)/― /―

堡線、三角押 81 栓 褐 雲‐多、長、角 407 410 438 679

237223752379～
2381 2383 2387

2552 2555 2848

5サ驚穴 組 文 小」世深鉢 月■期 (92)/73/ユ エ4 陽

5号竪穴 21 紀 文 深鉢 中期 /162/ 瞳褐、内 lul暗 長、赤、豊 2369 2370 2537

5;竪穴 縄 文 深鉢 中期 (298)/― /―
:鷺 0百 耳言

協 291531373183

5号壁穴 縄 文 深 鉢 中期 269/145/335 キザ ミ、陰刻、抽象文、
284030533067～
30693098～ 3100

アト向上半 ,中 く黒変

5号竪穴 組 文 深 鉢 中期 270/― /―
生繰、竹管隆線、三角 Jキ 暗褐～褐 257328362841～ 対面 下半黒変

37 5号竪穴 紀 文 深 鉢 中期 258/129/300 囀押文、三 /rl押 文、純文 暗褐
～褐 rt、 家、 41、 亦 2236 2237 2239 Al向 ド半無 変

37 5号竪穴 縄 文 深 鉢 中期 274/― /―
径線、三角押引、角押 lt～暗褐 勺mi下半無変、約9

5サ壁ズ 縄 X 珠 鉢 甲 期 300/― / 金線、三角押支 賜 2918 3082

37 5号竪穴 縄 文 深 鉢 中期 (415)/― /―
三角押文、隆線、日唇キ 701 2359 2545 2547 ややもろ�

5号竪穴 縄 文 深 休 中期 〈305)/― /―
キヤタピラ文、陰刻、刺 情欄 ～ 的 fR‐やや多、雲 444 713 985 2397

5号 L/k穴 縄 文 深 鉢 中期 115/62/183 佳緑、縄文RL 陽 角‐人 、 長 3132 3133 約6制通 ff、 畦線文

5号竪穴 紀文 深鉢 中 期 124/70/220
竹管沈線、キず ミ、陰

亥」、降線、1単位の仙象

働、内面晴褐 長、雲、 Trl、 亦 3076 3160 3119 北陸系か、内 in黒変

5号 Fk穴 純 文 深鉢 (440ソ ー/
傲 率 T?

置褐～ ri褐 長、雲、 Irl ,08 537 732 2527

5/」 .k赤 紀 文 深 鉢 中 期 隣褐 長―やや多、雲

5号撃穴 紀文 深 鉢 中期
陽、内山I祟褐 長 雲 石‐多、焼成不良 もろし

5サ騒穴 縄 文 深鉢 中期 (315ソ ー/
場～‖rfLJ 要―多、長、班く、舟

5;竪穴 縄 文 深鉢
三角引1文 、畦線、キヤタ

ピラ覚、刻み
窃 長―多、角、雲 3339

5号竪穴 縄文 深鉢 中 期 (435ソ ー/
三角押文、陸線、キヤタ

ピラ支、刻み

1/1褐、内向H音

B
更、角、雲 19 436 725 726 閤 聞黎 変

十壁穴 縄 文 深 鉢 中 期 ド夢て、隆線、板 ケス 1 錫 民‐多、雲

″壁穴 縄 文 深 鉢 中期 線、 ナ デ 旨ltJ 民、角、石 431 482

5号竪穴 縄文 深鉢 中 期 ―/(150)/―
三角押文、1笙線、キヤタ

ピラ支、庚�離れ秒
褐 民‐多、雲、赤 2847

5;竪穴 縄文 深鉢 中期 ―/127/ 褐 昆、雲 2575

5号 FtR穴 縄文 深鉢 中期 (250)/137/340
お付文 明棚～ 1音褐 昆‐多、雲、角、堆、赤 2568 2576 3072 獨 lal溝 く黒 変

5;竪穴 縄 文 深鉢 中期 237/127/327 14文
Rと、 llth付 文 暗褐～褐 長、石、赤、角、雲 437 2347 2399 2546

5号竪穴 縄 文 深鉢 中期 267/125/378 廣ナデ、ケ
スリ 暗褐 礎、赤、角、雲 ZZ93 2294 2297 刃向 トキ 黒 変

5 }旺穴 縄 文 作管泥線、キサ ミ、陰刻

5号竪穴 縄文 深鉢 中期 /― /―
燈褐、内面暗 長、雲、赤 2529 利lti友 化 4/J4↓ 右

5号緊穴 縄文 深鉢 中期 ―/125/―
径線、三角押文、竹管沈

愧、ケズリ

掲、内面黒褐 長、雲、角、赤 2901 刃向黒 変

5号曜穴 沫 第 甲 期 粘土希積上根 褐～Π旨褐 長―大 多、床、笙 3163

5号竪穴 縄文 深 鉢 ―/― /
管々文、亥」み、隆線 RI掲～掲 長、雲 ,060 3175 3202 5壁

RA r

沼色k 殊 鉢 甲 別 227/ 脂頭痕 揚 長   要
‐
娑

紐 X 渫 鉢 中 別 ―/125/― 俺線、角押文、三角押 文 賜 長、雲、石、赤
壁 穴 縄 文 渫 鉢 「P別 隆線、沈線 賜～陪褐 雲、長、赤、堆 2271 2339
竪穴 縄 文 イ朱纂 Ⅲl期 /1管 文、刻み、隆線 協 長 _やや力、角、

=
2537 2916

fI也つて 小 /11沫 鉢 甲別 (138)/― / 墜iyR 里褐 ,畦

5号竪穴 llt文 深 鉢 中 期 ―/72/―
/J管文、刻み 褐、内面黒IB 殉血黒変、底 rJI灰 付

5サ壁穴 56 おと文 深 鉢 中 期 ―/72/― 貯管沈線 2366 /Nl向 無変

5号竪穴 縄 文 深 鉢 1中期 (141)/― /
竹管文、刻み、陸線、束t lt‐やや歩、芸、赤、た

5号野穴 58 縄 文 深 鉢 中期 ―/― /
竹管文、竹管押引文、

み、刺突、三角押文、

陶

40 5号畢穴 111期 ナデ、積ヘラケスリ 賜 lt‐やや多、角、雲

5号竪穴 60 縄文 深 鉢 中期 ―/― /― ヽ
す

線

加

壺

缶

キヤタビラ文、
=
陽 雲‐やや多、長、角 127 443 715 716 もろヤ

5 小 型 深 鉢 11■ 理よ 無節L 長 Iヨー多、角 192
40 5 間 長―大 多、ホ、 41

40 5号 撃穴 63 縄文 深 鉢 中期 ―/― /― 角押文、三角J甲文、 瞼 茶褐 長、角 184
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5サ墜穴 64 組 文 深鉢
キヤタビラ文、陸線、 に、

'1、

T髯

58撃穴 翠と文 深鉢 /― /
盗線、刻み、 安刻、こケ1 】ヽ鶴 氏、角、雲

5号怪穴 組文 深鉢 /― /
力、ク1み

I音制 健、芸、角

57y呼 穴 IB文 深鉢 /― /―
■線、三角,‖文、す14‖

芝、寮h‐klフ R
働 芸、長、 Ill 2284

5号呼穴 68 器t文 深鉢 中期 /― /―
キャタビラ文、ニケqJ‖

芝 1作縦、陰亥

1汁倒 長、 /Jl、 婆 央起部

5号墜去 甜と文 i朱鉢 長 709 2384

5好 壁火 串L文 深鉢 中 期 /―
キャタピラ支

冊 長、芸、赤 2393 37と「1

5号堅穴 71 紐文 浅鉢 中 期 486/― /―
径線、キサ ミ、三角〕ド
子 ケズリ

I音
/tJ 長一人、角、赤 2911 3069 3070 3079

i受鉢 (470)/― /― 」327

5号唾穴 73 ihL文 i喪鉢 (450)/― /

三角 J‖文 倒 長、角、婆 719 721 722 925

)88 2245 2248 2249

もろヤ

5;竪穴 縄 又 文クト I十 1期 二角神 丈、十娑刻 賠 褐 長、雲

5;竪穴 純 文 浅鉢 中期 400/(165)/180

角押文、隆線、ケズリ 褐 長、要、赤
'00 529 540 903)04 906 923 933

)34 954 958 992

氏謝
`磨

lt

5号 PLk穴 組 文 ギ莞鉢 「lIFJl (346)/140/157 指頭圧猿 場 長‐大 2296 2299 碓
一

5号 畦穴 純 文 浅鉢 中期 332/113/143
ナデ、ケズリ、底部lr痕 褐 長―大 曼、 ffl、 芸 )19 2417 2528 2586

5号壁穴 縄 文 深 鉢 中期 /― /―
脩待文、刻み、陰刻 外商‐褐、内 EII 長、察、角 3075 化陸系か

5号竪穴 紀 文 深鉢 中期 ―/― /
キヤタピラ文、 |三 /rl士叩リ 外商‐H樹 、内

面
「
結拐

長、雲、角 2348

5オ墜穴 純 文 深 鉢 rP期 賜 5竪

縄 文 渫 鉢 甲 別 賜 長、復 388 2291 2371

5号堅穴 紐 文 深鉢 中期 /― /―
隆線、キャタピラ文、 tCJ 長‐大、角、裟

5号盤穴 83 縄 文 浜 鉢 中期 ―/― /
壁線 、竹 常 文 、 キ ヤ タ ヒ 褐 446 447 692 2360

5サ竪穴 紐 文 深鉢 中期 ―/― /
登線 、 角 +‖文 、 三角」, Πき掲 雲―やや多、長 2548 もろ▼

5ケ旺穴 縄 又 深 鉢 「 1■ 剰 新 棚～陪褐 長―多、雲、角 3188

5サ竪穴 縄 文 鉢 呵■期 (405/100)/196 侶～陪褐 長、角、赤 3165 3167

5を竪穴 翠とめて ヤ受0ト 甲別 侶 2911 3067

5号略穴 88 紐 文 深 鉢 中期 /― /―
塗繰 、縄 文 RL、 lf1 1, 暗 弼 雲―大、長、赤

42 5オ略穴 89 縄 文 深 鉢 /― /―
Fll翌‖又 、水J突 、 二

'η

押 褐、内面黄褐 長、角

5サ とクく 翠L:文 ヤ朱14N 中期 /157/ tt・ ～陪褐 長―多、雲 3164

5サ竪穴 器L文 深 鉢 ―/(120)/― 褐 長、石、赤 ア66

5を 旺穴 おし文 深 鉢 HIWJ ナ デ ら～引帝褐 長 イイ、雲、赤 減

5号壁穴 縄文 深 鉢 中期 ―/― /
隆線、 rll押 文、 褐、内面暗掲 lt、 雲、 Tll 2577

紐 文 深 鉢 IT剰 ―/(148)/― B、 内面賠私 長、赤、角、雲 2841 2904

5号竪穴 iE文 決 鉢 中期 ―/― /―
:角 ll引 、降線、キヤタ 褐、内 rI黒褐 長、角、宴 573 962 勺Hi黒変

5号竪穴 縄 文 深 鉢 中期 ―/― /―
三角押り|、 キャタピラ 常鶴～褐 lt‐ 夕 、  芸 、  亦

5を・vk穴 縄 文 朱鉢 11期 頭々娘 賜、 1/Nl ttH静 褐 長、角、赤 2909

5号壁穴 純 文 深鉢 呵]剛 刻み B 昆 角、赤 2385

5号竪クヽ 純 文 深 鉢 甲 別 協、内面黒褐 2586

5号竪穴 縄 文 深 a・I 中期 悪、内面黒褐 2594

5号 竪穴 組 文 深 鉢 中別 褐～陪褐 fNt―多、角、赤 483 724 2912 2913

5号竪穴 縄 文 宋鉢 ロユ期 (180)/― / 1【褐 長、ま、角 1/11

5号堅穴 縄 文 深 鉢 丁十:!ナ L日 lHL褐 、内面褐 笙―大、 2586 Ｌ
一

5;竪穴 1 弥gギ 覺 後鶏 (160)/― / ケヽメ、 に1原キザ ミ 哲褐 長、心、赤 9175挙41ビ

6弓 竪穴 1 縄 文 決 鉢 中期 425/― /
群止‖本  ∩P%細 PI

鈍い掲 長―多、赤、角、雲 2480 もろヤ

6号堅穴 2 組 文 深 鉢 中期 /― /―
)碑 勿 綿 PT

掲 長‐多、角、赤、石 2480

6号竪穴 3 紐文 深鉢 中期 (185)/― /―
後線 、沈 線 、 キサ ミ、 0 町掲 要、長、角

6号竪穴 4 縄文 深鉢 中則] ―/― /
賃掲 長、角、俣 ややもろ彰

5 iIL文 深 鉢 ―/(150)/― Э校多縄RL 〕473 対向黒

6弓 縄 深 鉢 中期 臣、 〕112 外に1洋 く変色

6弓 縄 深 外 中 期 を442

6 文 深 鉢 中期 ―/― /― 竹省条線、為i土紹と 石、角 32046竪50と

i・
IL文 ,曳鉢 中期 (395ソ ー/ 陽 ど468 3245 3253

6考竪穴 11 縄文 深鉢 中期 /― / 竹管条線、隆線、竹管〕| 陽 受―械多、雲、角、赤

7サ壁只 舅｀ 148)/― / ヘラケスリ 陰倒 7撃 9呼

7号竪穴 2 内黒イ 平安 ―/(52)/―
ロクロナデ、ヘラケス ホ 71篭

54 (124/51)/22 ロクロナデ、氏耐
`糸

tJJ 陽 パ

4 122/56/20 ロクロナデ、辰部糸
"
隣褐

5 平安 (120)/56/33 ロクロナデ 隣Tt」 jtljx4ヽ 炊 [

土 W, 145/59/54 ロクロナデ 崎褐～暗 ftJ 暁/Jkイヽ ゆがみあり、峡箕

7;竪穴 7 灰 釉 碗 平安 168/81/58
ロクロナデ、付高台、莉|

付 1+坊 tヾ十
災樹 1675～ 1677 1806 底部にヒピ制れ、約

7サ竪穴 灰釉 平安 ―/68/一
ロクロナデ、付高台、兄 1926

7号壁穴 緑 対H 碗 (166ソ ー/一 陵 り、 1勺外積「施釉 淡緑 7し鶴色 /1ヽ彼ナ→

7;竪穴 土 R市 ‐fN? 平安 (228)/― /
ロクロナデ 外 rfI暗 褐、内 1667 1929

7号竪穴 11 (280)/一 /― ケヽメ |り J褐

7サ畦穴 292/― / !巴

'■

H縁、 アヽ ケメ り!褐
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Nlo イ1眉 ! 好サUJ 整形技法 色 ]可 tiと ll考

7を 呼穴 13 菱 平安 ―/88/―
ハ ケ メ、 内 ‖け デ 、 底 耐!

人Δr)|∫

暗 褐 祇―やや多、どt、 角 1813～ 181518917叶
奮

唄部 /NI Hllよ 1変

78■Ⅲ穴 林 r安
内

“

Iハケメ、AJtFl孔をも
っ I館 7t

脇 羮、角、オf 1927 地力文門 な 形 思 カ

7/」 堅穴 15 14( r安
ヘラケスリ 貯褐 7撃 体 m`タトrЦ当1苦 十人」

サ旺穴 rfN !1上
安 / ロクロナデ、封i縁 陰ItJ 休甜ケト

「
赳よ■

3す唯穴 ユ 年ヽえ 117/45)/23 ロクロナデ、ヘラケスリ ド据褐 方ヽ、「 1

8サ壁穴 2 IIN 平安 (135)/49/52
ロクロナデ、ヘラケス
i, ,「

“

(率を,1
1887 1/Nl lnl l↓ く,I色 4ヒ

8;壁穴 3 平安 122/55/24
ロクロナデ、風郡糸 t7」 月ItJ 赤、長、イ !ヽ

`ト

タト,Ill上岳古 1上し■1

「
′「 I  Itt I子 41=イf

8号竪穴 I14( 子安
ロクロナデ、ヘラケス

リ、底那糸 tJJ後 ケズリ
炎褐 赤、長

bケ畦八 5 半安 119)/50/25 ロクロナデ、底部糸 LyJ り11花j 赤、
「

|、 石、民、角
とす墜バ 6 //N J生え ロクロナデ、底H`糸 LJJ 〕r樹 赤、 rI、 石、僕
8す竪穴 内黒 J4N さr〔魔 ヘラケスリ(底郡外山 も) 《～構侶 ■t}に 4許
8ケ略八 8 灰 釉 ロクロナデ、付高台 白～灰

「
| 1800(Rttfド Ⅲ 円LI燐花授 P

鉢 ? 半 安 (ツυう,ノ ナ デ、 関 m杖 ケ 協 長、本、 Ir4、 赤 1889 干[
8巧 畦穴 11 字ヽ? 半安 ケ、外山|ナデ 協 ri、 アを、赤 lR27 維の 口JげBl■

8号竪穴 12 裂 平安 (410)/― /
ケ メ 出～‖辞褐 長、石、 Jrl

8サ竪穴 13 上

“

「 贅 平安 ―/100/―
ケメなし、ナデ 堅鶴～鈍い褐 雲、長、赤、 ri 1842 1848 千正 ツト|「1便川J痕、内 rt十 兄

入み苫Ъ LJ恋

8;|・ k穴 14 土 師 麗き花 司′安 (275/340/285)
ケヽメ り1褐～‖F褐 長、角、赤 1841 1846 1847 勺山I洋 く変色

営 き花 ケ メ 長、角、ホ 1845 1851 1888(イ と, 内にI淳 く黒変

8号竪穴 上m' 置き電 平安 (280/352/264)

ケ メ 陽 長、角、赤 1838^ヤ 1840 1843

1844 1852 1855

18561886(俺 )

内向薄 く黒変

9サ壁穴 1 上 肺 皿 ロクロナデ、ヘラケ 椅 FCJ 長、赤 1898
9サ竪穴 2 皿 ロクロナデ、ヘラケ 崎褐 1866 晃存、紀 内逝位

3 イ ロクロナデ、ヘラケス ili褐 赤 1659
9サ好穴 4 必 ロクロナデ、ヘラケ 巴 18859竪化
9を 竪穴 5 イ ヘラケスリ 陵褐 赤、白 1660
9;竪穴 6 内黒第 ヘラケスリ 椅褐、内賄i黒 〕埠益
9号壁穴 7 14N 4 ロクロナデ、ヘラケ 賜～ H許褐 赤、 白 18599竪 範

8 IfN ロクロナデ、ヘラケ 協 〕畦亀 8竪
9号竪穴 9 財( ロクロナデ、ヘラケ 褐～黒褐 1883(9墜 価〕 的6割遺 TJ
9号堅穴 Jl? ヘラケスリ 明 褐 〕陛 氏部外血盤 き '線刻
9ケ竪穴 11 Jll市 啄 ロクロナデ、ヘラケズリ 黄 褐 〕畦範

9号堅穴 12 t4V 鍵 平安 (384)/&5/188
メ、底部木葉 frt 褐～ HI褐 長、角、蜜 1657 1860-1862

1864 1865 188ユ

7r向スス付着

9号竪穴 13 上ln 世き亀 iF安
ケ メ ILJ 要―やや多、民、角 162616541655(9竪 )

10弓 竪穴 1 縄 文 深 鉢 400/― / ヽ 多 八 、 芸 、 剰 〕242炉 A)

10サ竪穴 2 縄 文 深鉢 ,期 (350)/― /―
沈線、 け 的 盛―多、長、角 2780 2782 2783 2983

10号 墜穴 3 継文 深鉢 183/(95)/285
4rttIIに よる斜格

線、キザ ミ、沈線

協～情鶴 長、角、宴、石、赤 77072744D808
黒変、約8割遺存、

10号蟹穴 縄 文 深 鉢 中期 400/167/680 キザ ミ、三本指モチーフ
鈍い褐～褐 芸―夕 、長 、 知 、亦 2669 2670 2679 2735

--2741 2743 2748
再hl薄 く黒変

10号竪穴 5 縄 文 深 鉢 中期
沈線、 0 長 、 亦 、 芸 、 卿 〕243(10竪炉C) 18ト キ欠

10号竪穴 6 祖 文 渫 纂 中期 (168)/ 倒 長―多、角、赤

10号竪穴 7 縄文 深 鉢 中期 ―/149/540 粘± 42、 長 ―多 、  芸 、  亦

鰯10号撃穴 8 縄文 深 鉢 中)研
隆線 閉 長、角、雲

監 尺 9 縄 X 株 鉢 4H期 閣 長、角、赤
竪 穴 絶 文 株 鉢 中別 /― / 10早25ピ

11 鉢 ? 中期 /― / 陽

粗 文 深 鉢 吋1期 / 好鶴 民、雲、石 】728315…
10す竪 13 縄 文 深 鉢 中期 (265ソ ー/ 1音褐 妥-7y、 長 】668 2676 2777      1 R変
10す竪穴 縄 文 深 鉢 中期 /― / ,オ繰 作縦、 キ サ 働 民‐多、雲、角

Ю考竪穴 15 縄文 深鉢 ? 中期 /150/―
i旨褐 髭 雲‐多、角 2792

大 而 里 亦  ∫i簡 廃 彰

Ю号竪穴 縄 文 深鉢 中期 ―/87/― 黄TE・、内 lm暗

賜

長、雲、角 2748

10号 堅穴 純文 深鉢 中期 /160/― 廷線 、 泥線 、

珈

キサ ミ、陸 長、石、赤、角 10竪 ll贄 8244) 頃部↓丁ち被 きか、 止

「監 穴 潜L文 深 鉢 中期 猛稼、キザ ミ 陽 長―大 多、撃、角 2663
10ケ 監穴 純 文 休 中期 陽

11】竪穴 1 翠と文 深 鉢 中期 148/(100/275)
そ線、キヤタビラ文、沈

線、キザ ミ、細文Rと、

陽、内面 H静個 要 長‐多、 /11、 赤 〕382 底郡欠損、約9割遺

存、内而薄 く黒変

H号既穴 2 紀 文 深 鉢 中期 260/(150/350) ‖1象文、 1径線、沈線、績
立pI  キ子市百耳ぼ

もろい、内面淳く黒

号竪穴 3 1と文 深鉢 中期 130/― /
線

，

そ

∬
竹管押づ|、 縄文 tJ R、 雲、角 3324 3401 3402

壁 穴 4 れも又 ′朱鉢 中期 120/74/(178) 1/r管支、 窃 Lt、 角、望
辟 穴 5 本じ又 殊鉢 中ナll /― / 主褐

=―
やや多、長 3349

H;早 穴 6 紐 文 深鉢 中期 (298)/― /
廷線 、 知 #‖

'1、

‖と文 RL 啜匈 、 1勺 RII町 去、長、角 3387 3397 3398 湘幽泌 く黒変、 もろ

号呼穴 7 紀 文 深鎌 中期 (230)/― /
錫 長、角、赤 〕314 3354

8 純 文 子丁イとす↓4可 163/― / 降縦、イ千4～5mmのイ| 窃～黒褐 lt、 雲、 /11 子じイよホ念数 16カ

9 犯 文 深 14 /102/ 竹管沈縦、組強 LJ 長‐多、 ffl、 雲 )383

11/」 怪穴 組文 深 鉢 Ⅲ期
長‐曼、石、赤、雲、角 ,347 3476 3479 関血I卜 半瀞 く無変
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No 幣形オ互法 色調 l命 1 研f考

11ケ略ク( 一叩 長´ 雲、jfl、 赤 3389 3410

11り 零ゲ fL文 lL手鉢 165/67/97 竹管刊
|け 、 二角引Iり |、 4 棚～暗褐 長―多、雲、 jrl ほぽ;とイF、 すじ]二 2、

H/」 lⅢ穴 13 浴と文 浅鉢 (355)/― /
陸線、竹付引〕りI 4LJ lk、 ま、Jll 3302 3317 3318

/― / 生級、 角J‖引 灰褐～褐 婆メt、 長、殉 3375

鉢 455)/― / ナデ、沈線 ItJ 長、雲、 Jrl 3388

1養3本 角!IfIり | 茶褐 長、雲、功く 12雖炉

深 鉢 /― / 降線、沈線 姻 ■t、 角、赤 3509

深 鉢 /― / 竹管条級、 径線 長、ま、赤 13竪

深 鉢 /― / 監線、キずミ 線 褐 lt、 ま、 3513

決 鉢 /― / 条線、陸線、キず ミ ,(4 lgJ 長、角、赤、雲 3508

Иヽ4i? ―/80/― ナデ、底¶∫11〔文 テ褐 lt、 赤、雲

,朱◆に 中期 ―/― / 得と文 RL、 l.li f析■ 褐～陪褐 長、 III 13呼

とをJ!空 1 純 文 すL手深釧 (615)/― /一

狛管陸線、竹管条線、 l li

l軒 11、 X IL手

褐 長‐多、赤、角 1サ埋発 日縁は53止

(34493451～ 3454
3456～ 34603462

ZケjT裂 縦ナデ 恭褐 健‐ 赤‐人、空 もろヤ

l ロクロナデ ～赤褐 長、 7ylく、イ A r111単変
Z (128Ⅲ /69/25 ロクロナデ、lit 4`系 明 橙 褐 長、 対血黒変

ljL lll 3 (121ソ 53/27 ロクロナデ、底都系切 際褐 長、角、赤 1297 1308

kjtiti] 4 ロクロナデ、旋部糸切 酷褐 受、角、赤 1296

67
'光

I:] 5 ロクロナテ 赤 もろヽ

67 焼土 ] 6 イ ? 平安 (120)/― /
構 褐 赤、自、角 1309(焼土D 体郡外 F血基 青 1田 」

67 JB:上2 1 獄 米I
!14賓 ,更褐 1315 月ヽ破 片

67 焼 上 2 lzl金 封4クで 暁iL2

Hケ上坑 I 泰じうて 殊 鉢 甲 期 ;60

伊 Hケ上抗 租 文 イ朱勢 1二 十

j7t
1 対しひ廷 珠 勢 長、赤、蜜

14サ 1 ボとづ廷 沫 外

6L 16ら 「L1/t 1 継 又 殊 外 I Fl期 ■
一

68 16・vI:坑 2 紐 文 深鉢 中期 /― /―
蒐 掏 長、赤

68 19;上 tyt I ‖巴又 株 鉢 rl!期 内向ア レ

22;上 坑 1 槌 文 洪 鉢 甲 期 赤、角

24号 f i1/L 1 槌 文 沫 鉢 「P刃 ] 内面黒変

28;上坑 1 縄 文 深 鉢 中期 (200)/― /―
赤 憫 罠、角、赤 2627 2773 2823 もろ�

28号土坑 2 本じ双 株 鉢 rTFjl (416ン ー/― 2S21

28サ土j/t 3 朱鉢 甲 別 2764 2767

28サ上坑 4 縄 叉 iSt外 よ中別 2622

28号土坑 5 I・L文 深 鉢 中期 ―/― /―
働 、 四 IЫ黒 礎、 雲 2621 内面黒変

28E土 坑 6 ●L文 鉢 中期 (475)/― /
を勿 細 ⊇I

月鶴 ～

'火

駒 罠多、角、石、雲 2629 2769 2771 補修 fし、 もろし

‐ft文 沫 鉢 I竹線 、 雲

縫 文 沫 鉢 をイ推 石、雪

9 II亀つて イ朱タト 的付洸希 赤 」775

∞ 28r.■坑 縄 文 深
/1A

中期 /― /
tJ 長、角、石、雲

'774 2825

∞ 31F」 坑 I 対巴k I μFJl 呼文 氏きL内タト面 /_4茉

29】上坑 1 縄 文 深鉢 中期 (520/230/786)

勧、 関 回‖舌憫 長―多、/B、 亦 19ユ 0 1994 2320

〕50328572859´―

!862 2864 2865

286728682872～
2877 2880 288ユ

】8822884 2885´ ―

非常 にもろヽ

深 鉢 中期 /― /― ミミズク把 ! 内面賭率 員―多、角、赤 2864  2865

沢鉢 中期 (168】 /― /― 褐

浜鉢 中期 ―/― /― 竹待沈線、竹督条線 陽 長、角、赤 33土

34号 :とう七 1 縄文 浅鉢 中期 (510/165)/305
沈線、刻み隆線、体部ギ 悟褐～橙褐 長‐極多、雲 角―多、赤 3894 2895

―/― /一 至FJA文、陸線 陽 震‐多、雲、赤 3856

―/― /― 炸線、ナデ 隔 〕879

瓦 ―/― /― 眸褐 長‐多、赤、 3922

7] 41号 土坑 1 縄 文 深 鉢 中期 (385)/― /―

竹管沈緑、刻み、縄文0

段多縄、突起

掲～晴褐 長‐多、角、赤 2490 2509 2524

2938 2939 2941

2945 2957 2958

41号土坑 2 縄 文 深 鉢 中期 263/(134)/395
〕段多縄RL 鈍い褐 雲―多、長、赤 393029402942～ 捕修子Ll未貫通 X内

41号上坑 3 紀 文 鉢 中期 (200/ユ エ0)/110
陽 長‐多、角、赤 3949

72 41号 土坑 4 府と文 深 鉢 中期 /188/―
竹管 1笙線 、竹 管 ,μ り 瞳 簡 長、 ffl、 雲 B485 2933 2950

72 41号 と坑 5 縄 文 深 鉢 中期 (245)/― /
1盗椒、刻み、キャタビラ

支、 ,チ i線、組 文 RIフ

ltJ
宅ビ、  長、  ,'Fミ 2934^-2936

73 1 Ft文 小 型 沫 勢 「Fl期 ユ30/60/130 ″に節L 鶴 15御1投存

］巧 坑 2 iLX 沫 Ith ITI別 無文 囲

3 槌 文 鉢 呵:'則 柑也文RL
49ケ土坑 1 純 文 深 勢 「P理〕 1/1管 沈線、粘上泄と

49号土坑 2 絆L文 深 鉢 P刃 1 筒

52号 ■lyL I 純文 深鉢 中期 1460)/― /

竹管条級、粘± 411、 竹衛

士甲

'|

3192 3281^-3288

3291 3292 3295

3296 3298 3301 3306

～33083310～ 3313

5Zケ土抗 紀 文 株 算 突 揚、内面黒揚 3287 3293 3296

50辱 」iりt 1 縄 文 深 鉢 中期 (585/145/680)
lt管沈線、重JA文、櫛よ 鶴～資褐 rt―多、赤 1800 3266

74 54号 上坑 1 紀 文 深 鉢 中期 ―/136/―
径線、TII押 文、三角押 茶褐 長、雲、殉
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l1/J」 朴 梃 r」 /1rk/高 率 )杉孝笠遺 生副司 】台二L ll考
] ‖とうで 宋鉢 (435)/― /― 推線、三角押】 � 宴 、 赤 3597 3606 3607 3611

75 ‐‐
， 上19L 2 縄 文 深 鉢 (232)/116/3〕 3

キヤタビラ文、二 /11押

文、降線

3595～ 3602 3604
36053607～ 3610

内 lll黒 変

58七 li坑 3 深 鉢 始線、三角Jl引 、ケス リ 崎簡 長‐多 箋、赤、丼F 〕603
58/y土坑 4 縄 文 深 鎌 出 長‐多 角、雲、赤 3609 3612

59ケ L坑 1 $こ文 深 鉢 ―/198/―
生線、キザ ミ、三角押

引、撹与41丈、ケズリ
長、角、赤 J577(59■ :3ケ )L犯 ) ややもろ彰

82を ビット 1 縄 文 深 然 中期 刀く埋文突足、沈線 貢鶴 要‐多 長、角 12ピ

1サ井戸 3 灰 /1L ぞ託? 中 ll 44/Z5/1Z ロクロナデ P、 施釉 唆棚 ]562
2/」 前 1 J4N 平安 1も,/66/42 ロクロナデ、ヘラケスリ 睦褐 21Jl

5ケ i帝 1 志 TT・ ロクロナデ 灰 鶴 一火 ,llr(N10Ⅲ t6C木

5号満 2 染付 中世 ―/(70)/―
見込み刊

`十
年花文、外山 |ヨ、 i写 ,澁 (N10)

6号浦 1 上印F J4｀ ツト141ケ ス 1 餓褐 臣、赤、角、笙

6号識 2 須忠 長頸壷 奈良 ―/84/
ロクロナデ、巨1糠ヘラケ

ズリ、付l=台
緑 灰 ■ 「 ]稼耐

`気
機、約 9制

9号鴻 1 紐 文 浅鉢 中期 (405/116)/125
〕快 多純 RL 崎褐 長、芸、赤 ι449 2502 2517^一 ややもろセ

77 谷 レンチ 1 先線、条線 灰 taJ 長、赤、笙 全体塘耗
77 谷 レンチ 2 死線 P

77 谷 トレンチ 作管沈線、竹管押引 lBJ、 内面黒褐 長、赤、雲 lNl lコ黒変
77 谷 トレンチ 燃糸 L?、 竹管沈線 全体磨粍
77 谷 トレンチ 百 噴 ―

/〈 134)/― A外〕mハケメ 末褐～灰褐 赤、雲、 lc、 石

77 遺4荏外 1 純文 深鉢 400/― /― 笙線、 キザ ミ、把手、粕 ホ樹～lR褐 長、雲、坊く、 rll

77 遺構外 2 純文 深鉢 中期 250/(155)/345 完起、 ミミズクすじ手、0 欄 長―多、角、婆 19951996L6

77 構 外 株 鉢 径線、三角押引、角ぢ叩 個 、 1/Nl i割 ‖舌陶

77 遺構外 4 純文 深 鉢 中期 188/― /― 竹管文、沈線、陸緑、亥I

み
褐 要 ノ貯 後 、 角 表抹 対山I薄 く祟変

77 遣構外 5 器已文 深鉢 /― /
竹管文、沈線、隆線、刻

み
暗褐

77 遺構外 組 文 深 鉢 中)u ―/― /
日縁 突起、隆線、刻み、 褐 3224

77 殊 鉢 甲 別 褐～黄褐 赤 2150 2325
77 ,又 小 型殊 雰 11■ 剰 P7

遺llt外 縄 文 i琵鉢 中期 ―/― /
牲線、三角押文、角押 lBJ～ 暗褐 3227

縄 又 殊 鉢 rl■ 期 隆線、刻み 保掲～晴褐 1991 1992
和と又 イ宋鉢 中 期 発線、沈線、竹管押引技 フ「・1定3

Il也又 イ
'1｀

|`1'1,i Чt別 光線、陸線、竹管 f11引 支 褐～黒褐 3睾た209 11と 1刺

遺枯外 13 fIL文 深鉢 中期 140/― /― 4L± 41、 柳 歯条線 暗掲～褐 2405 約7割 道存、内血 タト

4 llu文 イ朱鉢 11]別 隆線、蛇行糀上和t 鈍い褐 1429
祀 又 イ木鉢 ll」 別 褐～賞棚 31と 263
fV也又 鉢 1+1別 (315)/― / 先Y7k、 里節 L にと褐～貢掲

社枯外  L ft文 fL十鉢 「 11別 93/(65)/96 31953521■ サ井戸 約9制遺存
争猫外 邪と又 イ木鉢

'「

I別 鈍い掲～暗褐
色榊外 19 紐 又 殊 鉢 11■

,IJJ 登線、ハの字文 侶 3!と 243
tt外 紐 又 殊 算 ll i別 先線、ハの字 文 侶 〕竪218

遺II外 縄 文 深鉢 吋■期 ―/― / 「
I縁部突起、 1/Nl部 空洞、 傷 乃ミ人 多、 長 、 察 2269

弥 生 一堕 後 別 配文 LR、 貼付文 袴褐 16112261K5K6
j4ヽ

苫噴 (176)/1■0/53 ヘラケスリ 怜褐 1722 L7
舅ヽ 奈艮 143/100/35 ヘラケズリ 怜褐 1787
j4ヽ

余艮 (141ン 101/29 1088 1089 A血漆紙?イ寸若
上 帥 一局 /133/― ヘラケズリ、 ミガキ

遣格外 土tW 辱 余良? 02動 /7748
ロクロナデ、底部木葉痕 指働 、 閤 1前黒 1604

遺榊 外 舅ヽ 封と賓 118/50/34 ロクロナデ、底部系切 雲、角 衡5制遺存
Tlhタト と町, 封上安 (120/58)/25 ロクロナデ、底部糸 tlJ 歯褐 K8 ややもろヤ
碑 外 土 Fll, 封上安 (128/54)/2J ロクロナデ、底部糸切 緒 揚 恥

碑 外 イヽ 封上賓 (150/78)/44 ロクロナデ、底部糸切 苦揚 ややもろし
道 Trlタト 土 HI打 関黒舅ヽ 半 安 137/65/37 クロナデ、底 とヽ糸切 里穆～里 添‐大 界面黒変

道 II外 土 帥 剪ヽ 半賽 (118)/56/33 ロクロナデ、庇 Lll系 切 1602 もろし
道 外 171ヽ 半 安 (116/58)/37 ロクロナデ、廃部糸切 1202
還構外 171 半 安 150/79/48 ロクロナデ、鹿部系切

80 遺穂外 14ヽ 半 安 ヘラケズリ 赤 表採 :部外面畢書 1安

80 遺構外 土師 内黒杯 平安
ロクロナデ、ヘラケズリ

而 里

赤 毘 麻部外面挫 洋

越柑外 土 RIl ITNP 半 安 /― /― 糸切後ヘ ラケズリ 火鶴 1部外而器書

遺構外 土 FIF 啄 ? 平安?
ロクロナデ 障褐 赤 出 麻都外面培書「万 J

“理 須恵 者 占墳 青灰 1199
【理 タト 叙思 郷 古

'資

88/43/38 ロクロナデ、 llk部ケスリ 青灰 自 苛2088 衛7割潰存
須慰 高台イ ? 奈 良 ロクロナデ、付嗣台 青灰 自 1109

選特外 須恵 余良? /85/―
ロクロナデ、「J転ヘラケ
ズリ

鰈灰～灰 201820242025L7 約9制遺存

赳構外 77 須志 一Ｗ 奈良? ―/(77)/一
ロクロナデ、旧1転ヘラケ

ズリ、千1高冶
脇～背灰 白 1153 1166 1167

遺特外 須 忠 発 古墳 ? /210/―

ロクロナデ、隆線、クト版
p「 き、内面当て具痰

天白 1448 1696 1706

1707 1710 1718

2026 2032 2038

遺構外 百噴イ ロクロナデ 天白

造榊外 灰釉 一駆 平安 P 〈201)/― /
ロクロナデ、‖‖き 灰辞

い
エ

内而灰

遺 外 百■lイ ロクロナデ、
“
口き 災白 健 1477 1724 1778 1779

遺 百噴∵ ロクロナデ、llk線 灰 自

遺榊外 須恵 髪 古墳 ? (496)/― /―
ロクロナデ、4本の波状 灰 赤、卜I 120414601643
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色 調 胎
=li

4'ほを

遺IPI外 分t忠 古jll? (180)/― /

ロクロナデ、叩き、内 hi
一部ハケメ

H4灰 猫1、  ヨ 2059 2066 2072

2079 2089 2141

辻tlllク| 須 忠 賀 古墳 ? (254/― /360)

メL瓜 、外 出1世口き R、 却∴ 68 69 1394 1451^―

1453 1458 1459

1461 1462 1470

1471 1475 1486

1645 1648 1698
1699 1701 1703^―

1705 1714-1717
1728 1734 1751

1752 1761 2009

2021 2031 2033
2055K7L7M8

にI縁部が店に融若d図
の「ユ縁都は彼元)

道lt外 須 忠 外 ? 奈良 P ―/(155)/―
ロクロナデ、 ll‖玄ヘラク 吹 だよ、兵曝

遺竹外 87 独 思 纂 ! 14:ズ i Fl、 製 1603 /Nl llTl・ ■
H子

81 逮構外 須 忠 一節 平安 ? ―/72/―
ロクロナデ、「1眩ヘラク 青灰 白、軍 1383 L7

81 遺構外 須 忠 一田 不 明 ―/132/―
ロクロナデ、

'氏

音卜指駅
r■ , 41「■;各

背灰 断面褐色、白、赤、石

遺格外 須思 命 1267

遺 IIYj外 須 思 鉢 P やや敬質、白、赤 1100

遺稀外 灰4Hl 蓋 ?
二監賓 (128)/― / ロクロナデ 獄灰 ～ 日

遺構外

'火

尉

"

四4 flj∵ 半安 刊 担当 て 共根 鯨働 ～灰

81 遺構外 灰 釉 一虹 平安 ―/72/―
ロクロナデ、同]り 出 し月 火線 1142

遺構タト 一↓ ―/31/― ロクロナデ 団 近 世陶器か

世構外 ,天釉 十里 平安 ―/72/―
ロクロナデ、世‖呟ヘラク
ズリ、付恵台

火倒 1086

遺穂外 うに藩山 快 皿 半灰 126/63)/19 ロクロナデ、4・l高台
遺穂外 灰 釉 枝 皿 半恢 (126/67)/18 ロクロナデ、付局台

遺構外 灰 和 皿 半灰 (129/70)/26 ロクロナデ、付局台

遺楠夕十 〃く熟ヽ 碗 ‖4安 ―/(81ン ー ロクロナデ 見込み部全市F施鼎1

遺構夕| 灰 釉 椀 半安 ロクロナデ、付高台 1083 1対 rr「 R二滑

遺構外 仄刑1 椀
●
14安 ロクロナデ、付 l・j台 里

一
高台 に圧痰

遺構外 灰 和 碗 ? 平安 ―/89/―
ロクロナデ、4可 .1台 荷灰 白 須な 的な色調、 lli・同

遺構外 灰 釉 輪イEイレ遭 半 賓 ロクロナデ 体部縦沈繰

進構外 10. 灰 釉 耳』1 半 安 ll1 2/50/―
ロクロナデ、付・J台、兄

工み″L令而焔角h

入褐 ～線 制 白 1092

選構外 灰 釉 碗 半 安 ―/65/―
ロクロナデ、演士卜け、 lNl 味 日 天色、赤、 14 ぢ用硯力X内�j使用

遺構外 灰れH 碗 平 安 ―/90/―
ロクロナデ、4可 高台 火TEJ 1 1205 は用lJb力 Xわすかに里

遺柿外 灰�, ljt 半 安 ロクロナデ、4・l高台 200 眩用 fJL(内 mi朱 ?イ」イ〕

遺構外 灰 釉 碗 ? 平安 ―/72/―
ロクロナデ、付高台 味 働 」 ほ用税(内 hF舛耗 薄

ぃ 失黒 】灯Ⅲ

遺砧外 灰 釉 Ⅲ Ч生安 ―/(78)/― ロクロナデ、付高台 肱用 fjLか (17Nl山 i)

遺構外 85/56/17
ロクロナデ、圧都糸切 礎 掏 白、雲、石 2323 的9T訂道TI、 うと込み

吼キズ

遺構外 1] 中 世 ―/39/― lF】人商台

遺補外 11 中 世 一/40/― lI】人・.j台、ロクロナテ HCD

童柑外 11 ilIF 柱状皿 ? 中世 一/51/―
ll】犬高台、ロクロナデ、

貞部系切

黄 簡 長、石、角

遺穂外 1 阿 器 発 司′b14】犬Lロ 呈
一

2463

82 遺構外 1 乗イ↓ (90/51)/1 外mlヱ相十呼革文 明、 15C後半～末

82 遺構外 1 青磁 碗 呵■世 潟向片円夕り 青 日 白 青白磁か

82 遺構外 土 師 すり鉢 中世 (280)/― /―
内向櫛商】大泥線、 ロクロ
ナデ

偕弼 ～灰 的 赤、雲、長、旺面祟色 〕!径291

遺構外 土 師 ほうろく 進 世 ? (199/225,/40 略

82 遺構外 自磁 碗 中 世 (149)/― / ロクロナデ、土縁 日 望
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表 3 石器観察表

(Hfは ホル ンフェルスの略 )

Iヌ 版 地 ′《 No 分無t lt/肘↓/牌 llさ g イ丁羽 且 i』 備 考

2号堅穴 71/30/13 泥質岩 灰 褐 966
2な撃穴 締 3/47 3 H ギ「

'ノ

、 308(1呼 ビ) 7t面劣化
2/」 挙穴 子J斧 00/54/ 5 H if1/t 385(1!滸 10ビ )

27 2ケ竪赤 丁ア争 19/44/ 3 H 灰褐

2な撃穴 !J斧 9/47 6 H i子 ,電 I壁 13ビ

2サ挙穴 斧 1/43/ 6 H 肯灰 312(1性 ビ) 衣MF劣 1

2号 竪気 「 斧 23/45/ 4 H if灰

2;略 クく J字

=
66/71/27 H 灰 掲

2;竪穴 打斧 9/38/12 620 H 一人一日 202(2壁 折) 衣面劣化

2サ壁穴 斧 02/54/ 2 H 青灰 156

2サ壁穴 36 打 斧 90/49/12 H 灰 褐 H(1竪 ビ)
27 壁 ズ Jア宇 56/47/14 H 灰褐 と呼74ピ

2号 竪穴 38 打斧 79/39/10 日 灰 rtJ 3541

2/テ呼欠 39 斧 66/39/ :I 青灰 11挙

2オ雖穴 ftlt刃 形 120/54/19 1510 H 炊 拙 1000

27 2考 牲穴 tJG刃 形 118/57/20 H 灰 掲 1

2号竪穴 42 rJi刃形 79/55/14 H 青灰 160

27 2;竪抹 石鏃 21/14/04 躍透 311111駿 ビ )

2サ坐穴 44 石 錐 25/14/03 黒‖牲石 黒 途 1撃 76ビ

27 27」 挙穴 口Wき 石 78/59/35 2600 安 11111 灰褐 155 側 rlI敲打

2/v竪穴 14■
lり 右 122/100/70 13100 化両岩類 灰褐 38611墜 10ピ )

27 2サ踏穴 ド|み石 50/61/35 5370 灰 褐 154

2号騒欠 稜磨 りなi 61/92/42 10050 花筒岩類 灰 褐 142

4;攀強クヽ 52 1丁斧 07/63/ 7 更岩 隊

4号 筆クく 丁ケ
=

17/50/ 3 H 青灰 4邸

4号 竪穴 打斧 2857 H 青灰 央面劣化

4号 撃穴 斧 68/63/ 4 H 青灰

4サ壁穴 打 斧 70/68/22 H 灰 絢

4号 竪久 丁テ争 21/60/ 5 1170 日 灰糊

31 4号 竪穴 打斧 22/55/ 4 H 青 灰 表面劣化

4;竪穴 斧 29/54/ 6 H 灰 褐

4号 竪穴 II了斧 275ν 8 H 甘 )火

4す壁只 丁チ
=

18/48/ 3 10■ 0 H 青灰

4号 畢穴 打斧 98/92/21 H 荷灰 1054

4号學穴 斧 11/56/ 5 H 灰 鴇

4弓 摯穴 打 斧 92/55/14 H 古 灰 41強

4号 畦久 丁ケ争 117/55/18 H 灰掲 災曲劣 4ヒ

4号 挙穴 打斧 126/47/14 日 行灰 1959

4号 竪欠 斧 88/33/ 日 古炭 1935 衣面劣化
4サ竪穴 斧 95/67/12 1020 日 背灰

4■竪穴 斧 100/55/14 日 苛灰 1587

4号竪穴 斧 95/52/10 日 打灰

4号 撃穴 71 斧 80/53/ 5 870 日 吹 協 1057

4号踏穴 丁字争 11/52/ 0 H 青 灰

4;監 λ 丁ア争 16/44/ 6 日 背灰 表 HI考タデ化

4号 竪穴 打斧 08/49/ 4 ヨ 青 灰

4号 竪欠 斧 26/55/ 3 IB 灰 褐 表llH劣化
4す竪穴 打 斧 01/5υ 5 日 吉灰 1049

行 監穴 丁夕宇 90/28/07 H 青灰 表 Iq考タデ化

4号 竪穴 打斧 73/50/13 刊 青 灰

4号 挙穴 打斧 85/42/ H 青 灰 表面劣化
4;竪穴 lB斧 74/58/12 H 青炊 980
4号 竪穴 jl斧 08/34/13 刊 灰褐

4号 畢床 打斧 1/39/08 刊 灰 ICJ

4号 呼穴 斧 08/56/ 9 260 刊 青 灰 643
4号 竪穴 斧 00/59/23 R 辞褐 1020

4号 畦穴 斧 00/62/14 260 H 灰掲 1942

4号竪穴 斧 93/58/18 H 灰褐 表間劣化

4号 竪久 斧 110/58/07 840 E 灰 褐 1055

4サ畦ラく 斧 72/55/ 580 杵i板岩 青灰 794 表面劣化
4サ壁穴 斧 89/43/08 Hf 青灰 1031 表山1劣化

4号 竪穴 斧 95/48/11 Hf 灰褐 777 表

“

1劣化

4号 畢穴 斧 104/48/11 ‖i板岩 青 灰

4サ竪欠 打斧 [/43/ 640 ‖illkテ I 灰 IBJ

4;笙とクく 斧 85/40/12          530 Hf 青以 3237 表向劣化

4;畦穴 67/40/22 680 Hf 青灰

47」 竪穴 斧 62/4 1/14 400 Hf 灰褐 783 表 lJI劣化

4を竪久 斧 75/42/11 H 灰 tBl 1056 表面劣化

47j牲欠 斧 64/33/08 Hf f以 790 天llff劣化
4サ貯穴 慨刃形 82/46/08 350 Hf ,以 781

4号 |チ穴 横刃形 Hf 灰褐 1973

4;竪穴 00 lit刃 形 18/58/14 860 HI 坂掲 976
4号 挙穴 1 杖刃形 3/87/ H 灰 褐 41監

4/J畦穴 02 IIll tt J影 20/56/13 1040 Hf 灰 褐

4ケ銑久 03 41ti刃 形 01/45/14 650 HI 苦灰

4ケ竪穴 04 踏 り狛 0/84/64 9050 花間岩類 灰褐

47」 笠ス に1み 石 05/77/69 7860 房山″f 灰 ttt 1023

4ケ畦欠 暗 斧 ユ/52/37 3660 火 1礫  凝灰デ| 緑 褐 1589

4ケ竪穴 磨り/ 70/61/51 花・i岩類 灰

4;墜穴 イI核 85/38/22 チャー ト 古灰 1586
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1又 1版 阻点 Nlo 妨舞「 長 /中耐刀! ■さ営 訓 イ1:下じ 術 考

4ケ畦穴 40/16/08 伴透

4/J竪穴 63/52/55 1690 安山岩 灰 ILJ 1022

33 4ケ |ヂ欠 1 89/47/7] 3680 安山岩 灰 糊 2097

4ケ呼穴 2 107/104/75 9680 Iユ山イ| 灰褐 1002

5ケ撃穴 ∫チ
=

111/56/1 lZ9 0 hヽ 4/k′ ! 青灰

5ケ !チケ
`斧

105/50/10 H 灰 褐

5号 墜穴 手J斧 145/58/16 1980 H 灰 褐

5/y竪穴 子J斧 171/63/24 H 灰棚 表面劣化

57j畦ス 1 打 斧 151/58/ 3 1670 H 灰ttJ 2389

5サ
'チ
穴 I斧 114/51 7 1030 H ,天褐 テ攣と

5を 略穴 43 十J♯争 120/48/ 5 H 青 夙 2830 表面劣化

5サ好穴 44 I斧 106/57 8 H 青灰

5;!子欠 「斧 125/59/ 1420 H 灰褐

5ケ 1准クく 1弁 115/43/ 5 10■0 H 一火

5を 1挙穴 1丁斧 133/58/15 H 灰 褐 3105

5サ旺穴 IJ奔 132/59/20 1630 H

5サ牲穴 ∫狩 127/53/17 1580 H 青灰

5ケ ‐LX穴 〕チ竿 135/61/20 2200 H 灰褐 3122

5ケ
'歩
穴 }J斧 130/56/20 1890 H 灰 鵜

5号 睦穴 打 斧 3/53/16 1130 灰 褐 2430

5サ竪穴 打 斧 29/51/22 1620 灰褐 ,085

5サ畦穴 154 J斧 36/51/16 灰褐

守 155 ↓]斧 30/5ン 14 褐 ,093

5ケ略穴 打斧 1/57/16 青 灰 〕048

5;竪穴 57 すrチ争 05/66/16 II板井 青灰 ,49

5を 撃穴 打 斧 97/60/ユ ] H 灰鶴

5サ !チ穴 丁ア宇 120/45/11 680 H 灰 褐 ;竪 表 向劣化

5号 :サ クヽ 才]斧 105/48/13 H 百灰 表

“

I多9イ ヒ

5号とクく 打 斧 119/59/14 H 灰 褐 ;竪

47 5な墜穴 打 斧 114/50/18 11■0 H 灰褐

5サ壁穴 163 打 斧 113/54/09 H 灰褐 表血劣化

47 5七 ととクく 164 打 斧 137/52/24 1770 H 南灰 3580

5ケ竪穴 丁斧 154/55/12 阿 灰 簡 ,080

5ケ壁穴 166 丁斧 146/68/18 2320 H 灰褐

5オ壁穴 167 丁斧 133/52/21 H 灰掲 516

5号 竪穴 打 斧 108/49/21 1320 H 炭 褐

5ケ竪穴 1丁斧 106/48/15 lf 灰 褐

'曇

溢 表面劣化

5ケ竪穴 「斧 106/60/18 1410 H 灰褐 2432

守 5サ牲穴 「斧 130/49/17 1510 H 灰 IBI 3045

狛 5号 竪穴 ↓丁斧 111/52/08 620 H 吾灰 3087 :監 I劣化

5B墜穴 !「斧 116/50/13 H 背以 3095 表面劣化

5ケ竪穴 打 斧 108/69/21 H 背灰 2587

丁子争 130/48/13 1170 H 灰掲 2906

5ケ輩久 176 打斧 117/50/ 2 890 H 灰 褐

5移 竪穴 77 打斧 114/65/ H 青 玖 3057

51ナ 呼欠 J斧 102/48/ 620 H 灰褐 2283 表面劣化

5ケ壁久 「多| 116/40/ 0 H 灰褐 2574

5ケ監久 打斧 105/52/ 2 1140 H 青 灰 2567

5ケ堅穴 打斧 2/54/10 日 灰 褐 517 表面劣化

5;竪宏 才了斧 26/47/22 1460 H 灰褐 3139

5を 竪穴 」弁 45/54/15 1540 H 灰褐 3088

5号 壁穴 打斧 0/53/14 1370 H 灰 褐 2535

5号 竪穴 85 打斧 7/76/22 H 灰 褐 表面劣化

5サ竪穴 86 丁斧 1/53/ 3 830 H 青灰 3092 衣面劣化

57J墜欠 87 打 斧 32/54/ 0 1010 日 青灰 3123

5士 irX穴 88 打斧 20/47 7 940 日 灰 褐

5号 竪穴 89 丁斧 9/48/ 2 780 H 及 褐 493 表幽劣化

5ケ竪穴 190 「斧 25/52/ 4 1360 刊 青 灰

5七壁穴 打 斧 4 1380 H 灰褐 3179

5ち 監穴 打 斧 129/35/08 420 粘板器 青 灰

5号 撃穴 ヤ∫斧 140/52/11 H 灰 鶴 2569 表向劣化

5号 竪穴 打斧 127/48 15 1320 H 灰 褐 3207

5号 竪穴 打 斧 146/54/16 1330 H 灰褐 548

5号竪穴 「γ争 110/75/28 2370 H 灰褐

打斧 101/53/08 510 H 吾灰 3113 表向劣 4ヒ

5号馨穴 198 ll斧 80/51/07 H 灰 褐 3142

5号 早欠 199 打 弁 95/40/14 H 苛灰 ;撃 表面劣化

5サ trk穴 200 打 弁 88/57/11 750 H 灰褐 表而劣化

5号 雙穴 打 斧 123/35/08 H 青灰 表面劣化

5号 墜穴 打斧 78/35/08 H き灰 表向劣化

5号 墜穴 打斧 97/46/08 680 H 炊 褐 ;畦

5ケ竪京 204 打 斧 92/27/13 H 灰褐 表面劣化

5そ壁穴 「ケ
=

98/32/08 H 灰掲 ;竪 茨 TIF劣化

5ケ畦穴 J弁 88/35/09 350 H 青灰 次血1劣化

5号 堅穴 打斧 83/37/11 420 H 灰 4・J ;壁

5号 母久 打 斧 77/58/13 710 H 青灰 ,062

5号 撃欠 丁斧 97/40/13 H 青灰

5号貯穴 丁チ| 100/35/08 H 灰fgJ )蟹売

49 5号 堅穴 打斧 79/46/15 H 灰 褐 3162

5号 竪火 子丁与令 85/56/08 H 青汲 3118

49 5/」 竪穴 |「与| 76/45/12 H 灰棚 3197

5を 旺穴 ]弁 76/35/1 H 灰褐 5竪

5サ竪穴 15 打斧 75/61/13 H 背灰 3198
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FXl版 地点 No 分 細 氏 /中凸/厚 Iさ 宜 イTオ男 色 vll イエ:'じ 41標
!を

5を 略穴 打斧 80/5] 7 850 H 灰 褐 央 llt劣イヒ

5ケ壁穴 217 1丁斧 81/48/ 3 620 H 炊 褐 5鴫

5サ呼ス 」夕| 76/53/ I 490 H 灰褐 氏曲劣化

5号墜穴 打 斧 63/57 H 灰褐 5竪

5オ竪穴 打 斧 68/78/ 4 1200 H 青褐 5拝と

5号 墜穴 打 斧 81/61/22 H 灰 Ft」 5二た

5号 竪穴 222 「ケ争 73/49/05 H 古灰 51登

5号竪穴 223 打 斧 82/76/18 H 灰褐 2572
5号 墜穴 打 斧 75/55/ 0 絆i4Fk岩 青 灰 5蟹各

5サ雖穴 225 打 斧 56/46/15 刊 灰 褐 テ竪

5号駐穴 2″6 有 匙 108/54/13 刊 灰掲

5号 堅穴 227 石匙 72/40/05 180 日 灰 3090
5サ壁穴 杖刃形 99/47 7 日

一火 3304
5ら 竪穴 229 構ガ形 76/70/12 日 吹 褐

5号竪穴 230 4ir刃形 89/66/14 日 灰褐

5号竪穴 231 横刃形 63/60/05 日 背灰

5号 零穴 232 横刃形 97/94/ 4 日 青灰 〕055
5号壁穴 233 構刃形 71/56/08 H 青 炊

5号壁尺 234 横刃形 112/76/13 1200 日 灰 ftj

5;呼穴 横 刃形 120/56/10 ] 灰褐 表山劣化

5号竪穴 286 横刃形 98/68/15 1000 H 青 灰

'3ピ5サ畦穴 237 4Jl刃形 88/62/20 H 青 灰 2590

5サ畦久 238 石鏃 25/16/03 翠 1■石 黒 透 2558

5考竪穴 狛鏃 23/19/02 里
〔

透 2558

5号 竪穴 240 石錐 28/25/11 黒 lltイ I 里
〔

〕204
5ケ駿穴 241 石aと 9/06 2] 半 透 〕126

5ケ警穴 242 刺 片 II途 ,畦

5号竪穴 剥 片 20/ 6/03 黒曜石 黒透 ;t畦

5号 竪穴 掻 Zi 5/08 黒曜石 県
〔

,竪

5考 零穴 剥片 32/21 5 里躍布 撃 辺 ,竪

246 諸‖片 27/24/05 里
ト

祟 透 ,見麦36ビ

5号竪穴 掻 rFi 18/15/0コ 黒曜布 黒透 ,墜36ビ

5号 竪穴 磨 り石 112/80/63 8400 花両岩lll 灰掲

5サ竪穴 磨 り石 117/89/62 9800 1岩類 灰 褐

5号 竪穴 磨り/3 158/77/53 10420 一化 岩類 灰 褐 ア04
5号 竪穴 慶手り石 132/114/53 11300 安山岩 灰

51 5号 竪穴 塔 り石 110/96/55 花尚岩類 灰褐

5サ竪穴 磨 り石 81/60/43 3310 を山措 灰 褐 】556
5サ竪穴 台石 466/345/88 225000 花 IM岩類 灰 VZJ 3110

6号竪穴 82/56/18 HI lνく 5瞬分

6サ竪穴 打 斧 104/63/16 1360 夫面掲色風化泥質岩 ,1テ|ス 6堅
6サ撃穴 打斧 78/43/22 H 青 灰 6竪 表融F劣化
6号雙穴 打 斧 89/41/11 Hf 灰 簡 6いた
6号 竪穴 56/47/13 HI 灰褐 51輩 45ビ

6号 竪穴 横刃形 105/61/10 lEITlk岩 青灰 3260

6号 竪穴 横刃形 85/43/08 H 青灰

6;竪穴 布 Tll? 46/14/09 望1程石 黒 透 325]

6号 竪穴 剥 片 21/16/06 黒曜憑 黒透 51排48ビ

6号 竪穴 45/35/17 [子府 灰褐 6竪48ピ
6サ竪穴 浮 子? 39/40/38 睡石 灰 褐 6竪48ピ

暦 り石 83/73/56 4920 花闘岩 AH 灰 褐 と664
7号 壁穴 仏 石 135/45/33 1910 疑灰岩 茶 僑 と670
8号 竪穴 更脚右 142/92/105 19150 安山岩 灰掲 3gF

10号竪穴 打斧 132/57/23 2040 Hf 灰 楊 2706
と0号竪穴 す丁斧 141/52/22 ユ980 Hf 青灰

10号壁穴 芋丁斧 107/41/13 680 粘板岩 青 灰 2980
10号竪穴 打 斧 111/5ク 4 1140 H 灰褐 2644

10号竪穴 打 斧 108/48/ 5 H 灰 褐

10号竪穴 「斧 128/4 2 H 言 灰

10号竪穴 打 斧 142/48/ 4 H 青 以 2800
10;竪只 「 斧 99/57/15 H 灰褐 B78コ

10号 竪穴 打斧 と21/38/16 H 青灰

10号 零穴 ア斧 l17/49/ 2 H 音 灰

10号竪穴 ∫斧 129/54/12 1■ 0 H 灰 褐 天面劣化
10号 Prk穴 丁斧 97/43/10 H 青 隊 10摯 天向 劣化

10号 竪穴 「チ争 102/40/16 H 青灰 thI劣化
10号竪穴 芋r斧 96/55/12 H 青灰 2630 表向劣 4ヒ

10号零穴 f「斧 98/72/ 6 1590 H 百灰 2992
10号監穴 r斧 70/42/18 H 灰 褐 10撃

10;竪寮 打 斧 88/50/12 H 灰褐 10壁

60 10号 竪穴 子「ア争 102/45/08 枯板岩 灰褐 10竪

10号 竪穴 打斧 62/50/10 H 青灰 10竪

10号竪穴 打斧 65/46/09 360 灰 褐 10竪 (081
60 10号肇穴 丁字争 94/33/08 320 青褐 10竪

60 10号 竪穴 rラ争 85/38/09 480 青灰 2787

60 10号竪穴 打 斧 49/75/13 灰褐 2705 表向劣化

60 10号竪穴 打斧 85/72/ 860 H 膏 灰 2812
60 10サ竪穴 打 斧 52/45/07 青 灰 2690
60 10号 墜穴 横刃影 104/65/15 1050 日 青灰 2650

60 10号 竪穴 横刃形 92/77/16 1460 琲岩 灰 2632
60 10号 零欠 横刃形 84/〔 6/27 H 灰 褐 3159
60 10;竪穴 構刃形 93/72/11 HI 青 17k 2829
60 10号 竪穴 積 刃形 77/69/08 HI 青灰 2808
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1又1版 地点 Nlo 分舛: 長/中肝/'V ■さg オf材 色 調 ∬「考

10サ雖クく hTt刃形 103/62/12 f褐 3154

10サ !子欠 杖 刃形 80/50/09 Hf 灰 鶴 2732 衣 hi劣化

10ケ !性穴 杖刃形 96/66/14 lH 0 Hf 灰 鶴 3809 決hi劣化

10サ旺穴 構 刃形 79/60/09 H 酢以 10●X

10を 竪穴 概 刃形 85/40/06 Hf i子灰 3785

6 10/J針 穴 62 lil刃 形 95/54/10 880 HI 一火

6 10/J呼 穴 63 批刃形 97/74/12 ‖ilTk岩 青 泳 [0呼

6 10;黙穴 64 4tll刃 )杉 100/54/22 990 H 占歩

6 10を 挙穴 tVt刃 形 114/80/16 1480 Hf 青灰 10撃

6 10;畦穴 イ1'こ 132/84/08 H` 灰 褐 3693

6 10を 竪穴 イ「足と 67/63/10 Hf 訴灰 10曜

10号 墜穴 た「;匙 79/50/10 絆illk撰 炊 〕240(10墜 28ピ )

10ケ 竪穴 牌 斧 59/27/11 陀紋 ″:類 ? 緑 ltJ 28ピ 榛 切痕 残イr、 斜刃

10→ナ!と穴 イ1夕臥 13/13/04 無‖と石 里
一

2682

10/」 畦久 布 飢 25/15/04 黒 l fI石 268J

10士ナ撃グ 28/21/12 IHllt活 F 翠 透 10rzX

10/y竪 穴 2]/18/06 17 I!1旺7 黒透 10竪

10サ畦穴 31/21/09 !1!曜イT 黒 透 3157

10号 7t穴

"琴

リイT 125/87/58 14000 花 Liイ 1類 ,天褐

10号呼穴 βよリイf l14/99/64 化聞岩類 灰 褐 号994

10号 竪穴 77 磨 り雅F 00/77/54 6220 イ,耐岩JFl 灰褐 2794

10μ子穴 携琴り/ 112/104/66 12000 イと仙岩類 灰褐 2675

;畦穴 〕斧 122/55/19 1790 H 灰 褐

;畦久 打斧 129/62/19 1640 H 青灰

64 サ墜穴 打 斧 117/52/13 H 灰 鶴

64 ケ竪穴 丁ア争 143/63/16 1420 H 青灰 3386

64 オ壁穴 丁ケ汗 113/4y18 1430 H 灰 褐 3487

;竪ケ 打斧 106/40/10 粘llk岩 青 族

サ竪穴 打斧 106/54/21 日 青泳

号呼穴 打 斧 105/62/15 890 陪板名 青灰 3403 大画劣化

考墜穴 打 斧 97/55/12 H 〒テ)天

テ壁穴 ケ「斧 102/44/16 H 青 灰 3336 表而劣化

;堅穴 打斧 ? 90/66/11 H T',以 3488 衣面劣化

サ旺穴 石 匙 91/47/08 H 青灰 3501

TJ蟹穴 使刃形 110/63/14 990 砂岩 訂 灰 3338

サ畦穴 横刃形 82/49/08 H 百灰 3343

ケ堅穴 横刃形 104/48/12 H
'大

協 3442 表面劣化

テ呼穴 千「嫉 23/14/04 暉∴‖砧!イ 黒透 11堅

/J墜 穴 右 嚇 12/12/OZ 黒‖[石 里
ヽ

11呼

11を Ⅲとク( 磨斧 153/30/ 8 1010 Hf 青灰 3319

ケ竪穴 台石 441/296/ 292000 泳

号撃穴 台狛 461/342/ 348000 イと肺ブ1禁n 灰 掲 3500

13/J墜 穴 9 丁プ争 12/64/ 3 1240 ‖i板イ| 青灰

13を 墜穴 10 打 斧 68/59/19 Hf 灰 褐 13壁

13号竪穴 l] 粒刃形 75/37/06 略ヽ本圧71 灰 褐 石包 」

13サ竪穴 打 斧 67/57/14 H 灰 協 13景

13ケ竪穴 校刃形 82/72/19 1180 刊 青灰

5ケ Lj/L 1 打 斧 114/50/14 970 H 青灰 5=L

77と坑 l 打 斧 125/45/ 0 830 刊 灰 褐 〕土 表面劣化

9号 Ji坑 2 1丁斧 107/54/16 1290 日 灰 褐 〕土

9オ [坑 3 後 器 20/15/14 単畔石 里
一

)土 (M8)

11;!L17t 打 斧 82/36/12 粘板岩 ‖き協 12土

11号上坑 4 打 斧 110/52/11 ¬ 灰 協 12f

Hケ土抗 5 打 斧 103/44/13 Hf 灰褐

Hサ土坑 6 trl刃 ,レ 4/41/09 330 Hf 青灰 12「上

H号上 1/t 石鈍 ? 26/14/06 黒曜石 黒 4LJ 121:

13サ上坑 2 横刃形 98/86/19 2140 FT f 背IBJ

68 15号上坑 2 「斧 117/73/23 H 舌灰

68 15;上 ,こ 3 打 斧 95/32/14 490 Hf 青灰

68 15号 L坑 4 「斧 97/57/15 Hf 灰 褐

68 15号土坑 5 杖刃形 96/68/09 HI 背隊

68 18号土坑 1 「斧 15/50/16 1550 H 灰褐

68 18;t坑 2 打 斧 106/52/1 970 Hf 灰褐

69 28を 1:坑 芋丁ブ字 86/41/10 HI 行う〔 28!七

∞ 4 手丁斧 92/55/13 HI 百朕 2628 表画劣化

28号土抗 石茫ヒ 75/51/08 Hf 古泳 28こL

31T7上坑 2 石 匙 40/24/06 撃‖祀石 黒透 2806

31サ■坑 3 台 れ 343/315/92 と51000 rと前岩類 灰 IBJ 2802 磨 り監I黒変

29;:L17t 5 打 斧 27/45/15 HI 灰 褐 2863 表 IIH劣 4ヒ

かケ:i17L 6 キ〕斧 10/61/21 1470 Hr 青み 2967

29ケ 土坑 7 子〕斧 10/47/22 H 青灰 2870

29辱 +:抗 8 4irl刃 形 Hf 古灰 2871 央而劣化

29号土坑 9 積 刃形 100/77/21 2180 Hf 里
〔
一
円 2868

石匙 54/38/08 チャート 荷 灰 3854

34号 上17L 2 打 斧 105/30/09 日 灰 褐 3893

号■k坑 6 Fr字争 76/3&/08 灰褐 衣蘭F劣化

41;ti坑 7 「ア千 97/53/09 青灰 表曲劣 4

41号 上llt 8 〕斧 102/56/18 H90 灰 悩 3937

72 41号 L坑 9 打斧

打斧

155/56/18 2040 灰 TtJ 2948

42号 上坑 1 111/57/09 青灰 〕232 表 Tli劣化

4 「 斧 98/43/17 I 灰 ILJ

48オ Ji17L 5 tl刃形 89/40/10 粘板岩 舌灰

52号 に坑 3 ll斧 88/59/20 1260 灰 褐
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IXけ枚 地 点 NllJ 打f 民/幅/厚 重さ富 /fl・7 色 i]刊 Vl:市と 窮[考

l1/t 芋 斧 103/48/22 1370 灰褐 災曲I劣化

56号 と坑 ] 弁 122/35/15 H` ,天毬 ;506

55サ ビツト 〕 斧 48/57/09 H 灰 糊 ,5ビ

55・yビ ツ 2 54/29/11 Ⅲ!‖‖イ ,265

57 ryヒ l ロドさイ 94/79/21 1130 HI 灰褐 i7ピ

ピット l 打 斧 113/61/18 1520 Hl ,天褐 ,268

3サ浦 1 7Ta,? 28/13/10 ギi‖ftイ ,f祥 (Lll)

4を ,穏 l |「斧 109/55/13 890 Hf 灰 褐 164 災市19↑化

チ滞 4 千J斧 105/56/13 Hf 青灰 ,|‖ (N8) ケよこ‖十劣化
9号 滞 4 28/12/06 ギJ畔矛〒 黒 透

9考苗 5 オ 斧 3/48/18 1220 H 古 灰

76 9/J蔵 6 すよ斧 102/47/17 HI 灰 協 災止I劣化

ケ市 7 ∫7宇 133/58/13 1140 HI 青灰 ‖声,(Mlll

76 9号澁 8 ]斧 144/38/22 1260 HI 汗灰 罪冊(Mll)
9サ i‖ 9 |〕 斧 0/61/24 H 灰 拙

遺構外 ナ〕斧 152/77/33 4450 Hf FJ灰 1897

炒 道構タト ∫斧 141/72/29 2140 HI 灰 ILl

避構外 「 斧 133/55/17 1750 HI 灰 褐 :078

遺構外 打 斧 170/80/34 i板暑 青灰 1944

道格外 与∫字争 2/40/13 i板 井 古
!灰

表 fl ttTヒ

道 41tタト 打 斧 107/49/10 Hと 背灰

辻414外 ∫斧 123/43/11 HI 灰褐 し5

遊榊外 打斧 125/49/14 HI 行灰

遠怖外 打 斧 109/53/21 1610 HI 灰 褐

遺 41Vl外 ∫斧 152/89/20 3350 Hf 甘 炊 天血劣化

遺構外 子1夕芋 136/59/25 1740 HI 灰褐

遺構タト 打斧 137/54/36 Hl 青 灰 1986

遺構外 打斧 t24/59/1 1810 H 及 樹 ∈7

越柑外 137 ll斧 141/52/18 1830 Hf 灰 褐

遺構外 138 ]斧 157/72/21 3300 礫岩(Hf化 ) 青褐 1108 2t止 199化

83 遺催タト 〕斧 145/47/25 1580 H 青 灰 1900 大lri劣化

道構外 斧 157/43/1 1070 H 百鶴

83 道権外 丁斧 128/57/13 1240 H 灰 褐 表 Fl劣化

辻椎外 ]斧 2/56/12 H 灰褐

遺構外 「ア; 8/51/15 H 灰掲

遺構外 斧 1/47/22 1260 H 音灰 1405

道褥外 14rD 「斧 5/48/21 1430 H 青 灰

遺構外 「斧 3/47/13 H 青灰 表 HI考タデ化

遺構外 「チ争 38/62/18 H 灰褐

遺 llfJ外 爺 1/55/14 H 灰 褐 1989 表�劣化

道Irl外 「斧 136/54/14 H 古炊 9507

遺枯外 150 丁斧 133/62/11 H 灰欄 表 hi考文デ化

遺構外 15 「斧 127/47/19 H 灰褐 】092 衣hI劣化

遺補外 打 斧 150/58/16 H 灰 棚 η

道 141外 153 T奔 ll 1/51/16 H 灰 褐 表面
「
劣化

越柿外 丁斧 140/58/09 H 灰褐

選構外 155 fr斧 122/65/17 2160 H 灰4LJ
遺構外 打 斧 105/44/14 H 青 灰

遺構外 打 斧 117/54/17 1100 真岩 灰 褐 9

遮穂外 158 打 斧 89/45/09 H 青灰 表向劣化

造構外 打 斧 115/40/17 H 青灰 1798

道構外 打斧 111/60/17 H 青灰

道構外 打 斧 149/56/21 H rjみ M6
遮構外 打 斧 127/49/16 H 灰褐

避構外 打 斧 108/53/20 H 青灰 K5
遺構外 164 打 斧 105/48/1 E 青 灰 F4
遺樽外 奔 141/43/15 H 灰 褐 1270

遺格タト 「斧 109/47/17 1020 H 古 狭

遺構外 丁弁 158/83/28 H 灰褐 1990 飛血劣 4ヒ

遺櫛外 打 斧 140/93/25 4520 H ,天褐

遺柑外 打 斧 2/118/30 H 荷灰 1898

選樹外 打 斧 123/67/26 2900 H 吉状 1534

逆社外 打 斧 142/48/18 1510 H 灰褐 1443 罠hI考ナ3化

遺構外 「斧 106/47/16 1210 H 灰 揚

遺構外 斧 8/56/20 1190 附板 岩 行 灰

越構外 174 打 斧 125/53/23 1830 H 青 夙

越構外 打 斧 111/41/12 690 H 背及 2456 天向劣化

遺格外 「 斧 105/44/12 H 青灰 [485

遺櫛外 177 打 斧 105/40/17 H 灰 褐 2177

遺 1/1外 178 打 斧 [23/46/12 H 青灰 L7 表lAF劣化

遺 4FJ外 179 「斧 113/38/13 H 言倒 1484

迫構外 180 「斧 109/47/15 1160 H 灰褐 ど96〕

迫構外 ]斧 88/52/25 1330 H 灰褐 1247

遺構外 打 斧 112/56/18 l160 附Alk≠ | 苫灰 K9
遺構外 183 斧 1/52/10 H 灰 褐 と220
遺構外 184 丁斧 106/45/13 H 肯玖 M9

遺構外 「 斧 88/50/20 E 灰褐 Ⅵ 6

遺櫛外 打 斧 108/62/22 1930 H 灰褐 K7
遺構外 187 芋]チ季 4/62/11 1150 H 膏灰 1ヽ8

遺構外 188 打 斧 117/68/21 1510 /k山 培 灰 簡 1239

遺構外 189 孝]斧 104/49/17 1180 Hf 灰褐 毛Iれ 1タヂイ

8「D 遺柑外 190 打斧 97/44/13 青灰

tit‖外 斧 96/55/10 H 青灰 提面F劣化
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IXI∫被 No う)好 I 災 /中 H/1学 :[さ /1期 色i'H 4市
「を

遺 l lt外 IJ斧 88/38/ 3 Hf ifFナ天 1870

l■14‖外 キr字年 68/48/ 3 Hf ifチ天 D2

斧 95/49/ ¬ F子♭(

進↑‖タト 195 J介 99/43/09 Hf ,1,ウ憔 M6 衣酌
「劣化

避IVlタト 打 斧 100/45/09 Hf 灰 褐 NH

道硝外 斧 131/58/09 Hf ifう〔 31番 264

遺 4ほタト 打 介 95/64/27 1910 阿 ∫ 灰 iLJ 1981

4はタト 「弁 123/46/16 Hf 灰 褐 M6

Jll構外 芋]斧 84/64/18 1080 Hf 背灰 K7

選 lll外 丁斧 95/32/09 Hf 青 灰 衣 Im劣化

選柑外 オ「介 Hf 有
!殊

1770 決lll劣化

道稚タト 丁〕斧 91/39/ 5 Hf if'ノ ( 286俗好 ) 大面劣化

遺構外 斧 91/38/ 4 粘板岩 苛灰 277(3竪 )

述4‖外 斧 97/53/ 2 灰 fEJ 4 衰 i師劣化

道怖外 206 作 88/47/16 800 H{ 灰 褐 H5 災血劣イヒ

遮↑Ylタト 207 作 89/24/09 Hf 青殊 292(3里 表血F劣化

遺tll外 208 斧 105/49/12 Hf 灰樹 M8 表面劣化

86 遺tFJタト 209 斧 94/53/16 Hf 青 仄 災8~劣化

86 ■■オ‖タト 打 斧 99/45/17 HI
')(椎

M7

86 道4とタ 斧 101/43/12 十ヽ枚岩 青 み 3222

86 道 4fllタト 打 斧 117/58/1] Hf 灰褐 表預
「劣化

86 遺 IRI外 打斧 83/38/10 HI 青灰 大両劣化

86 述構外 打 斧 85/62/15 1080 HI 青 灰 1985

86 遺構外 F∫斧 85/55/20 1420 Hイ う`く翠

遺 tit外 J斧 63/55/ Hf 庁褐

遺構外 打斧 69/43/ Hf 帝灰

越↑lljタト 打斧 77/45/ 3 Hf 灰 鶴 表面劣化

越梅外 |「斧 65/67/ Hf 青 炊

遺格夕| 220 斧 80/40/20 灰 褐

遺構外 打斧 86/50/13 Hf 青灰 M8

遺4悔外 キr字令 97/56/12 800 Hf 育 隊

遺構タト ∫斧 68/32/06 180 Hf 青灰 及採

↑悔タト 224 子j斧 85/41/11 480 次 褐 2081 表血劣 4ヒ

遺構タト 225 打斧 74/61/14 860 Hf 灰 褐 表面劣化

87 遺lHl外 226 打 斧 79/43/08 Hf 音177t

87 道格外 227 使刃形 l12/98/17 2130 Hf 青灰 1708

87 遺格外 228 41Tt刃

'レ

76/69/18 1120 百岩 吹 褐 4

87 遺構外 横刃形 117/60/11 Hf 灰掲 N9

越枯外 横刃形 112/51/13 Hf 青灰 M6

87 遺構外 Fyt刃形 95/54/09 粘板岩 ナ)電子 14

遺格タト 232 41t刈州タ 73/58/15 阿 f 灰 働 1413

87 遺構外 杖刃形 69/64/1 1140 白掲 1921

遺帖外 横刃形 101/54/17 880 Hf 灰褐 1402

Fi↑ljタト 235 杖 刃修 106/48/11 Hf 苦灰 N6

遮格タト 4rt刃 )レ 87/36/12 Hf

87 遺構外 イI匙 83/36/09 Hf 青灰

遺 4悔外 石匙 62/53/07 AhilPJttlat化 泥質岩 青灰

潰構外 239 イイ匙 65/52/07 280 表両IEJ色風化〕と質岩 灰 褐

越粘外 右 匙 68/56/10 Ff 灰 褐 7

遺構タト れI嫉 16/14/03 却解石 黒 透

M 遺粘タト ギ1片 29/14/08 黒曜石 黒 透 4ヽ7

舒 遺構外 劇 片 26/19/10 雫曜石 黒 乏

遺構タト 24コ 34/27/08 57 呈醒府 黒 透

87 JFi構外 245 23/25/07 ≧‖避石 ∀賂

遺枯外 剥片 13/13/04 黒陛石 黒 透 N6

遺構外 247 f4錐 30/17/09 黒曜石 黒 透 表 孫

遺 4TF外 磨 斧 62/46/38 2H0 禄色凝灰岩 緑 褐

遠柑外 謄 斧 141/48/35 3650 駁れ凝灰 灰 褐 3221

遺構外 磨斧 158/46/34 4070 砂岩 緑 褐 3277

遺格外 自然礫 157/26/19 1370 灰 褐 H6 示色顔料付着

道格タト 252
"琴

り不f 72/69/58 4010 花尚岩類 灰 IBJ

路 道稚タト 253 97/71/53 5580 fi簡井麺 灰 褐 [7

遺格外 254

"Fり

上I 99/81/58 6880 子と簡岩 灰 褐

遺構外 255 磨 り石 98/93/68 8800 化前岩類 灰 褐 1ヽ10

遺構外 磨 り石 93/60/45 3900 花南岩類 灰 楊 1228

価 外 磨 り石 75/67/50 3380 化聞岩類 灰 格

遺 f14外 房|り れ 129/74/48 7040 花筒舞 炊 褐

Jit構外 llfJみ石 115/62/54 5610 化Fm岩 灰 TCJ 209コ

遺lft外 260 世|み石 73/76/49 4080 安 J十岩 灰褐 1946

遠格クト 石氏え「 74/46/22 砂岩 灰 褐

稚 外 262 46/24/21 470 恭褐 表採

遺本体タト 263 llt IJ 63/26/24 580 え岩 貰 褐 1317 壺4ミ リの貰辺サし

遺構外 264 llt石 62/21/14 靡〕掟男 黄褐 K7

述枯外 265 抹I所 345/300/282 415000 花前岩類 灰 褐 遇構夕
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表 4 土製品観察表
地点 rlさ g 整形技法等 色調 揃考

2号 堅欠 19 台形十器 紐文中期 (260/240/35) 2800 ナデ、 ミガキ に、石

12号 竪欠 台 ,レ L器 iVL文中期 (213)/― / ミガキ、沈線 汁褐～褐 長、石、雲、角
受け ,れ ‖共 ア レ、脚

2号 呼穴 台形 ■器 組 文lⅢ 〕切 11～ 貨褐 長‐多 大、赤

2号寧穴 ミニチ ュア Ii器 紺h文 中期 内 |■ 輸枚 み )( 悩～I干鶴 に、赤、角、雲 30凱 ,竪 ビ) 約7常】遺存

2号撃火 ミニチ ュア i器 組 支ロヨ期 褐 長、石、角、赤 Ю

2号撃大 和L文 呵】〕u 文 予ILl に、 ytl、 赤 1'114ビ rllメ L5チ句
'杉4号撃穴 台形

「
器 組支中期 hi角 Jμ 文 貰 倒 長、 Jfl、 赤、芸 3031(4紙21ビ )

棘成�F十娘 縦むHHケ切

“

樹 長‐やや多

4号竪穴 tll別
'

翠d文 中サ切 93/43/62 褐 罠、赤、雲 右脚

4号竪穴 ■ll朋〕 縄文中期 50/47/40 700 ナ デ I褐

4号竪穴 上偶 ll 縄文中期
光線、i lFJ〕 ‖り|
ll.】尺「i=燕 半褐 長、雲 〕Э98 lP4郡

liイ出lH〕 角押文、嘴】】犬を[水 晴褐 長、赤、雲 1940

4号 曝穴 44 LIIIIllH 紐文中期 28/26/28 晴褐 便‐多、角 4慄残 脚、日i状圧痕

4号墜穴 上偶腰 紐文中期 25/26/24 キャタビラ文、
暗ltJ lt、 安 4竪

4■呼矢 31/30/15 無文 褐 k‐多、芸、角、所 1936 ややもろし
29/25/12 竹管文 褐～暗褐 lt、 雲、角 4墜 rlF犀射.」 vゝ

4号 旺穴 L製 円板 縄文中期 37/86/12 褐 長、安、角 竪 周 l■l研磨羽い

4サ竪穴 49 土製 I町板 縄文中期 36/34/13 難 支

4号 軽穴 土製Pl板 縄文中期 37/36/10

4号 坐穴 51 上製円板 組文中期 27/22/10 ,nt支

5号 墜穴 ミニチュア■器 縄文中期 (88/62)/55 脂面 ?庁 llt

5号 墜ケ ミニチ ュア上器 組支中期

5号竪穴 ほ用氏部 組文中却I 148/167/31 1470 角押文 長、雲、角

5を 竪ム 合形上器 ilIE文中期 (266/288)/46 ナ デ 褐 長、雲 2302 IIl端 部摩ltは弱ヤ

5号 4/K穴 台形 土器 組文中期 (293/242)/38 6080 ナ デ 明褐 長‐やや多、雲 2374 2377 脚 y10部摩滅

5号堅穴 台形上器 縄文中期 (268/279)/17 ナ デ 褐 民‐多、箋 〕190

5号 竪穴 ■偶 縄文中期 110/106/58 2‐00 隆線、ナ デ 褐～晴褐 lt、 角、雲 3066 3117

5号 墜穴 縄文中期 33/29/16 120 rll押文、陰刻 ,Hk Åとに窄洞

5号 竪穴 上偶頭部 縄文中期 47/44/31 生線、串状圧痕 ? 妬面剥 離

5号 撃穴 北偶頭都 紀文中期 45/52/4コ 660 沈線、刻み陸線 袴 IBl 長、蟹 2225

頸 1■に蛇体、顔 Inに

白色粘上付着、 T・状

5号竪赤 「 偶足 紀文中期 23/27/12 ナ デ 暗褐 ,!薔 36ピ 足先端‖
`5号 F・k穴 上偶 紐文嘱り切 50/4〕 /22 240 角jRl文 褐 よ、角 ,竪 llF部片

5号野穴 と偶 紐文中期 62/56/49 粘上貼刊、えぐり褐～黒褐 雲、赤 ,竪 頑部のみ

5号呼穴 ■lki 縄文中期 124/88/46 3960 褐～ I者褐 〕68^-370 385
に穆 Ft胤「 イ

、「片

5号 rrk穴 上lfWl 紐文中W〕 5C756メ 4コ 740 llJ 313 314 922 幣部 下+

5号 墜欠 120 紀文中期 6352/28 790 単欄 2559 行腕

甜L文中期 ,竪 あ者形か

5号 撃欠 122 上偶 ilL文 中期 44/32′ 33 360 黒褐～女 ILJ 長、芸 ,竪 右側幣訂
`

5号駐穴 123 上偶 組文中期 33/42/17 沈線、 H・ 状圧痕 褐 lt、 ま 4Jjt】大
5号竪穴 有孔上製 i古 紀文中期 37/よ 9/12 ナデ、rを通孔 褐 健、オ ,堅

5号妥穴 錘状 と製品 縄文中期 69/43/45 1540 ナ
デ、径 1 3cmの

俺 ttJ 雲、赤

5号竪穴 上製円板 縄支中期 ,オ線 好簡     1長 、雲、角 ,竪 ややもろ予

5号 呼穴 に製円板 純支中期 ,竪 璃丸四

5;曜穴 「 製円板 縄 文中期 ,竪 1剖 1用 ,F烙

5を竪穴 上製円板 紐支中期 :多 、長、赤、 ,堅 』囲研磨

5号 曜穴 i製円板 組 支中期 ,竪

5;曜穴 十製 1可 板 経文中期 長、赤、角 ,竪 37ビ

5号 呼次 i製 円板 紐 支中期 髭、要 , ・rk 町囲研磨

5号 1子穴 十製周板 縄支中期 晨、安、赤 ,既

5号 呼穴 |:製 円板 組 文中期 裕 個 長、角、雲 S FrR
「
司凹,F磨

5号 呼火 雛成器 に朔 組支中期 晨、要、赤 ,竪

hFlttlr「塊 組支中期 晨、雲、赤 ,竪

文 長、角、雲 325猟 6竪51ビ ) 約3割 還存

6号竪穴 12 土梨円板 縄文中期 2 無文 褐～ 1き褐 健、雲、角 ,竪

6号 竪穴 13 土製円板 純文中期 ,事

6号 FtR穴 ■lA円 板 縄文中期 28/27 日 llJ研 膳

6;竪穴 耳橙 縄文中期 25/24/ 60 車 ,杉 健、角、赤 キ 存

6号堅穴 顔面把手? 縄文中期 106/114/77 3680 球＝大、取
り
通、
図
膿
内
日 褐 lv―多 大、雲‐多 3247

頭 頂に蛇体 P、 顔面把
手の可能性あり

8号竪穴 9 チュア上器 (40/27)/24 ナ デ 褐 長、石、角 ,竪織

10号竪穴 チュア土器 縄文中期 46/35/48 420
10号野穴 チュア土器 縄文中期 240 に文 罠、雲、赤 20と lpl‐

10号竪穴 ミユチュア上器 紐文中期 ―/(46)/― 脚付
色

長、要、赤 lo竪

1490 褐 長、雲、赤
―/(267)/― 1220 円子し、沈線 ILJ 長、角 2663

興 P] 縄文中lu 37/21/13 褐 民―多、雲、 Tll 周囲妍磨、欠嶺

10サ整穴 七製円板 Fll文 中期 41/38/22 褐 長、角 10墜 研磨弱い

11号竪穴 台 ,レ土器 紐文中期 195/155/60 13900 脚付、円孔、陰 褐～黄褐 長―多、角 3381
接地祗i朝 く磨耗、受
け面縁郡～側盈Fに‖i

ilWj 縄 文中期

縄文中期

「 理円板 組支中期 ,オ細

13号竪穴 組支中期

ミニチュア に器 器L文中期

組支中期 征
一

褐～里褐

15号 をうi 組 文中期
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」版 地点 配 rTI別 時期
長/短/厚cm
口 /虞 /吉 rm 重さg 整形技法等 色湖 胎土 注 HL llwを

28号土坑 11 焼成粘上塊 オL文中
'暖

55/40/38 570 指顔?圧痕 晴褐

28;上 坑 焼成粘上塊 組文中期 42/29/19 上 llx 拒い個

29号上坑 焼成粘土lnl 縄文中期 49/45/49 820 rTjt え個

竪穴 土偶胴 純文中W〕 57/62/30 生線、三角J‖文
号竪穴 土製円4「x 縄 文中期 41/41/13 280 tr文

号竪穴 土製円Tx 縄文中期 40/36/1 200 暗駅 ?圧 摂 .闘 慶 な し

72 号竪穴 11 焼成鶏i土塊 縦文中期 48/32/28 300

74 53号上坑 i lA円 板 YIL文 中期 30/29/12 無 文 綱,11,F騰

5号 I体 3 土製 Fよ板 IB文 中期 41/40/16 260 無 文 樹,‖ fT磨

9号溝 ミーチエア上器 古ljJl? /24/ ナ デ

76 9号満 3 ミーチユア土器 古墳 ? 41/40/35 500 ナ デ

遺構夕| 台形土器 縄文中理〕 (203ン ーイ 6700 肘ヨ台

遣構外 縄文中期 68/39/38 角押文、熟Ltt L 褐 長、角、雲 Ю 頭 と腕欠損

遺構タト 上偶頭部? 縄文中期 23/41/36 褐 長、雲 1541 頭政出切キ

損樋舛 上偶脚 縄文中期 50/28/31 ナデ 群褐 長、雲、赤、角

79 激構外 上 lfl 縄文中期 34/40/20 沈線文 褐～黒褐 長―やや多 6 胴耐
`の

み

浪 外 ■偶顔 ? 縄支中朗 63/40/68 内部空洞、降線 褐 長、雲、赤 ,083

程韓タト ヒlej足 縄文中期 69/34/30 ナデ 多tい褐 長、石、蜜 t095 どこ足か

料韓タト 土偶腕 縄文中期 23/21/17 ナ デ 褐 長、安 表採 純刊
`か

I「r外 土偶腕 縄支中期 38/23/17 ナ デ 褐 員、角、赤

徹 外 上製円板 縄文中期 27/24/08 80 に文 黒褐 見、角、雲 17 司附

'F磨

な し

外 Jitt P】 板 組文中期 27/25/ 0 90 【文 黒褐～褐 長‐多、雲 17 司閉研磨

外 十製円板 組文中期 38/33/ 2 180 鼈文RL? 褐 長、雲、角 司llB研磨

外 十製円板 縄支中期 39/37 3 240 熊支 橙褐 長―多、角 フ6 翻囲初「磨

土製円板 縄文 中期 37/34/ 0 に支 矮褐 長―やや ,竪 司囲Of膳

遺44外 土製円板 縄文中期 34/33/ 0 を線 黒褐～褐 長、雲、角 表採

遺構外 土製円板 縄文中期 37/33/ 150 電文 RL?

遣構外 土製円板 継文中期 35/32/ 170 (文 J出 升 VЧ角形

近石尊タト チュア土器 組文中期 (49)/― /22 250 ナ デ 貢褐 約 6密‖設存

遺構外 チュア土器 組文中期 ―/(30)/― ナ デ 差採

遺構タト チュア土器 縄文中期 /10/― ナ デ 雫褐～橙褐 内面赤彩

遺構夕| チュア土器 縄文中期 ―/42/― 420 先線 陽

遺穂外 チュア土器 不明 ―/31/ ナ デ 燈褐

遺構夕| チュア上器 不明 45/37/17 ナ デ 飩 しヽ褐

遺構外 チュア上器 縄文中期 (57/35)/29 ナ デ 暗褐～黒鶴

遺構外 チュア土器 古墳 ? 45/32/41 ナ デ 掲～黒褐

遺構外 ニチュア土器 占壇 ? (37)/34/33 3&O ナ デ 長、角

チ ュア十器 ―/37/ ナ デ 灰 白 長、赤

チ ュア十器 不 明 イ60/33)/33 贅褐 受、雲、角 M8

チ ュア十恭 45/42/43 960 ナデ、底而圧痕 む褐 長、角 ど457 完存

チ ュア十器 1100 ナ テ 0褐 長―多、石、角、 約5常」a■iT●

古塔 ? 1380 ナ デ 驚褐 長、角、赤 約8年1赳存

古増 ? 2120 ナデ、指頭圧痕 尺褐 長、角、雲 2002 花存

80 遺構外 ミニチュア土器 古墳 ? 67/65/58 2720 ナ デ え褐 よは完有

遺樹外 婦羽ロ 平安? 90/53/18 2320 ナデ?

遺構外 122 輪羽回 平安 ? 84/35/16 700 ナ デ

逮4tWI外 123 転用紡錘車 占墳 39/38/15 ナ デ 登褐 赤

図版 地点 No 種別 材質 長c皿 中目cm 厚 さcm をと言已 備考

1・ 2号竪穴 銭貨 銅 1竪 15ピ  382 銭種不明、もろ�

1号井戸 1 銭貨 「元豊通宝」か

l号井戸 銭 貨 025 「元豊通宝」か、腐食

表 5 金属製品観察表

-61-





⑤
δ

◎

◎ 諒◎ ◎
伊

鰺

♀   帥耐    叩

第 1図 調査区部分 (刊 )

-63・ 64-



g
58ピ

◎

下∨ ◎

⑥◎

∪③

∨
　
◎

〆
0腕

ア
イ

/
アイ
/    2清

才

イ ラ
/

一オ
/
/
/ ユー
録 一
~

|≦

10

√
ヤ
‐Ｊ６∵
＼Ｆ

‘
Ｊ
■

ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、

、

、

‐

‐

‐

‐

‐

ド
9

◎ 95ピ

GO

⑤
17ビ⑤

‐６

17

◎

い

櫛
リ

し

ギ

第 2図 調査区部分 (2)

(D96ビ

♀   mの    印

-65。 66-



/
／

１

一
　
刑
前
い
卜

（さ
＜
コ
中
９ヽ
　
］
嗣
瀾
灘
�
い
Ч
コ
く
弩
叫
ゆ
け
ｏ

時
　
瀾
糾
前
い
０
川
卜

（さ
＜
「
ミ
じ

き
Ｅ
簡
ｅ
ｏ

」牌
ωｏω
ｏヨ

)な
/

ぎ浮

m

1・ 2号竪穴炉
炉樫

Ｅ
一

鞭一
Ｆ一

灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)灰黄色砂を合む。しまり強い。サビ粒。
黒帽色土 (10YR3/1)し まり強い。サビ粒。
黒掲色砂質土 (loYR3/3)砂質ローム混じる。しまり強い。サビ粒。

E13035m

黒褐色土 (10YR3/2)炭化粒少。 2層小ブロック・焼土粒・土器片を含む。
にぶい責掲色土 (10YR5/3)塊状。
暗掲色土 (10YR3/3)2層小ブロックをやや多く合む。

P S03 5m

黒褐色土 (10YR2/3)炭化粒・赤色粒微量。土器片。
にぶい責褐色砂質土 (10YR5/3)地山類似。

m

1・ 2号竪穴 (1)

-67-

第 3図



,///て

/・ 18

藤 名
′
….iガ

9

い
　
百
勇
号
淋
蕊
い
Ｓ
周
卜

（さ
＜
卿
ミ
じ

＃
軋
蘇
ｏ

ω
　
細
前
い
卜

（さ
＜
コ
鯉
じ

細
昇
ぷ
写
ｏ
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1 黒掲色土 (10YR2/3)炭化粒少。砂質土少。炉体土器残片 ?あ り。

破線内は粘上分布を示す:
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第 7図  5号竪穴 (2)
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1 にぶい責掲色土 (10YR4/3)黄 褐色ブロッ
ク多。炭化粒少。
2 暗掲色土 (loYR3/3)

黒掲色土 (10YR3/2)サ ビ粒多◇土器・礫・炭化粒 。赤色粒を含む。
2層の責褐色砂質ブロックが混じる。
にぶい責掲色砂質土 (10YR4/3)地 山に近い。ブロックが主体的。

第 8図  5号竪穴 (3)、 6号竪穴 (1)

-72-



D

驀ミギ毯。にび  
° °

O

胡_誹
ず ⑤
〒

~

りS   ■22

。 0  
も

第 9図  6号竪穴 (2)、 7～ 9号竪穴 (1)
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Υ

洋

Ａ

伴

十

聾302 Sm

灰責掲色砂質土 (loYR4/2)焼土小ブロック少。
焼土ブロック (10R5/8)娩土主体。礫の上を覆う。
1層 と2層の混合上 焼土やや多。

にぶい責掲色土 (loYR4/3)黄 掲色ブロック多。
暗掲色土 (loYR3/3)

炭化粒少。

8竪竃

▲'a026m

1 暗掲色砂質土 (loYR3/3)
2 暗褐色砂質土+焼土小ブロック混合土 (10YR3/3)炭化物あり。
3 黒褐色砂質土 (loYR3/2)焼 土ほとんどなし。

第刊0図  6号竪穴 (2)、 7～ 9号竪穴 (1)

A19027m

暗褐色砂質土 (loYR3/3)焼土ほとんどなし。
奥壁寄り壁面に薄く残る。前庭部に炭化物多。

硝 ⑭H
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旦 3035m

第11図 10号竪穴 (1)
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ｒ

ｌ

ｌ
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ヽ
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的
　

×

臨

一る
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1 黒褐色土(loYR2/3)
灰掲色砂質上のブ
ロックを合む。炭
化粒少。

m

1 黒掲色土 (10YR3/2)炭化粒微量。
サビ粒。

れ

ＩＱ
８
ｏ
ｏ
３

10A竪炉 OB竪炉 10C竪炉

ゝ

旦Э。32m

2 にぶい黄掲色土 (10YR4/3)黒 色土とロームの混合土。

黒褐色土 (loYR3/1)炭化粒少。黒味強い。
暗掲色土 (10YR3/3)1層 ブロック少。
にぶい責掲色砂質土 (10YR5/3)

第12図 10号竪穴 (2)
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二 3043m

砂利層 (砕石)
責掲色埋土層
灰責掲色 (10YR4/2)I日水田面か。

掲色土 (10YR4/4)サ ビ粒入り。炭化物・土器片・褐色砂粒を含む。

5 黒掲色土 (10YR3/2)炭化物・サビ・砂粒を合む。
6 黒褐色土+黄掲色ブロック混合土 (10YR5/6)ブ ロック上多。
サビ粒。清の覆土。
7 黒掲色上十黄掲色ブロック混合土
ブロック土多。

♀耳~「T~FT¬~T¬―早壻fビ生_________―旨
m

1 帽色土 (10YR4/4)責褐色の砂質土ブロック主体。
2 黒掲色土 (10YR3/2)砂質小ブロックあり。上器片を含む。

第13図  11～ 13号竪穴 (1)
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11号竪穴

1号焼土

A                   ▲3024m

褐灰色砂質土 (loYR4/1)炭化物を合む。
橙色 (2 5YR6/8)焼 土ブロック。

m

A19033m

1 灰黄掲色土 (10YR4/2)2層 ブ
ロックを含む。上器片・炭化粒
を合む。

▲                   ▲3023m

l 炭化物+焼土層 炭化物主体。炭の上に焼
土がのる。土器片を含む。
2 掲灰色砂質土 (loYR4/1)炭化物多。サビ
粒あり。
3 掲灰色砂質土 (loYR4/1)サ ビ粒あり。

(2)、 卜 2号焼土、 1

-78-
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∂

娑
坤

‐釧 飩0靱
ノ

＋
D

+

乃

／

司
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＝
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1号埋甕

2号埋甕 黄褐色砂質土 (25Y5/3)砂 質
ブロックを含む。

1 暗掲色土(10YR3/3)
上器片を含む。砂粒
少。

色ここ

2号焼土

O

hf０
静

第14図  11～ 13号竪穴



Q鬱 電の 汐 勿

m

2号土坑

黒掲色土 (10YR3/2)を 礫ヽ・土器片少。ロー

ム砂質ブロック。炭化粒・サビ粒あり。
灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)灰色砂質ブロッ
クを含む。

第15図  1・ 2号集石、 1号井戸、 1～ 3号土坑

3号土坑

ど3036m

黒掲色土+灰責掲色土混合土 (loYR3/2)灰責
掲色土ブロックを上層に多く合む。炭化物。
灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)責掲色ロームブロ
ックを合む。やや黒味あり。
灰責掲色砂質ブロック (10YR5/2)

A'3035m

罰

1号土坑

9034m

黒掲色土 (loYR3/2)ロ ームブロック少。土器片少。
サビ粒。
にぶい責掲色砂質土 (10YR5/3)地山・砂層と1層
の混合上。
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11・ 12号土坑

12土

B

黒掲色土 (loYR2/3)炭化物あり。焼土粒・礫を合む。
暗褐色土 (10YR3/3)サ ビ粒多。責掲色砂質ブロック
を含む。

18号土坑

黒掲色土 (loYR2/2)砂質土混じる。赤色粒。土器・
石器を含む。
にぶい黄掲色砂質土 (10YR6/4)砂質土ブロックあり。

(10YR3/2)土器片・礫 を合 む。
(10YR3/4)サ ビあり。

15土

D

黒掲色土 (loYR2/3)灰 掲色砂質ブロック多。
上器片。サビ粒。
暗掲色土 (loYR3/4)サ ビ粒多。黒味が強い。

黒掲色土 (loYR2/3)土 器片あり。炭化粒を含む。
にぶい責掲色砂質土 (10YR4/3)砂 質上のブロッ
クを含む。
暗褐色土 (loYR3/4)やや黒味が強い。
にぶい責掲色砂質土 (10YR4/3)土器片あり。

16土 E 二 3036m

黒掲色土 (10YR2/3)土器片あ
り。炭化粒少。
にぶい責掲色砂質土(10YR4/3)
サビ粒。 1層小ブロックをわ
ずかに合む。

14土

C

１

２

　

３

４

　

６ｍ
げ

一

土
土
色
色
掲
掲
黒
暗

A3026mA

2

l 黒掲色砂質土 (10YR2/3)黒味が弱い。
(10YR4/2)砂層。2 灰責褐色砂質土

司1～ 16。 18～20号土坑

-80-

19号土坑
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第16図



21号土坑

黒掲色土 (10YR3/2)黒色強い。3層の砂粒を少量含む。土器片。
暗掲色土 (loYR3/313層 ブロックを含む。サビ粒。土器片。
オリーブ掲色砂質土 (25Y4/3)地 山～地山直上層。

1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)ガ 礫ヽ・砂質ブロック多。サビ粒。
2 黒褐色土 (10YR2/2)炭 化粒・砂質ブロック・サビ粒。
3 にぶい黄掲色砂 (10YR4/3)地 山類似。

24。 34号土坑

黒掲色土 (10YR3/2)サ ビ粒・炭化粒を合む。
にぶい責掲色砂質土 (10YR4/3)黒色小ブロックを含む。サビ粒。

第17図 21～ 24。 27・ 28号土坑

22号土坑

黒掲色土 (10YR3/2)サ ビ粒。
灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)砂 層ブロック・砂粒を含む。
責掲色砂質土 (25Y5/3)地 山～地山直上。

1 黒掲色土 (10YR2/2)サ ビ粒。黒味強い。上器片。

▲3032m

黒掲色三L(10YR3/2)
サビ粒。炭化粒少。
黒掲色土(10YR2/2)
土器片・礫・炭化

物を含む。

２８

年

／

号土坑

心
甚

磁 鴇
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30号土坑

黒掲色土 (loYR3/2)2層 がブロック状に混じる。サビ粒・炭化物を含む。土器多。
にぶい責褐色砂質土 (loYR4/3)地 山。

炭化粒・サビあり。3層の砂質小ブロックを含む。
(10YR5/3)1層 と3層の混合土。
地山。

黒褐色土 (10YR2/3)炭化粒・サビ粒あり。砂質土の小ブロックあり。
にぶい黄掲色砂質土 (10YR4/3)地山直上。

A'3034m

黒褐色土 (loYR3/2)サ ビ粒あり。
にぶい責掲色砂質土 (loYR4/3)地山の砂質土多。
黒掲色土 (10YR2/3)黒味あり。

３２．

悼

Ａ
・

第 18図  29-33・ 36・ 37号土坑

33'37号土坑

一Ｏ
ｏ

1 黒褐色土 (10YR3/1)
2 にぶい黄掲色砂質土
3 責掲色土 (loYR5/3)
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35号土坑 鰐
К

衣

土坑

ど9032m

1 黒掲色土 (loYR3/2)サ ビ粒あり。砂質小ブロック少。
2 にぶい黄掲色砂質土 (10YR4/3)地 山類似の砂質土。
礫あり。

39号土坑

m

暗褐色土十砂質土混合層 サビ粒あり。炭化物を含む。砂質ブロック多。
黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物・礫を含む。

1 暗掲色土 (10YR3/3)
2 黒掲色土 (10YR2/3)

第 19図  35・ 38～ 42号土 坑

サビ粒あり。砂質土やや多。
サビ粒あり。炭化物少。
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43。 44号土坑

1 灰責掲色土 (10YR4/2)砂質小ブロック少。サビ粒やや多。
2 黒掲色土 (10YR2/3)炭化桂少。
3 灰黄掲色土 (10YR5/3)地 山と2層の混合上。
4 にぶい黄掲色上 (loYR4/3)砂質小ブロックを合む◇炭化粒あり。
5 黒掲色土 (10YR3耀 )黒色土・4・ 6層の混合上。
6 にぶい黄掲色砂 (25Y5/4)地 山。

48号土坑                49号 土坑

▲ 9032m

黒褐色土 (loYR2/3)砂質小ブロックわずか。黒味が強い。
黒掲色土 (loYR3/2)砂 質ブロックやゃ多。 1層 と3層の混
合層。
灰黄褐色土 (10YR4滋 )地山直上。砂質ブロック・砂質土多。

53号土坑

暗掲色土 (10YR3/3)灰 色土 ブロック、砂質土 ブロックを含 む。
サビ粒。炭化物少。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)黄 色砂質土主体。地山類似。

50号土坑

A    :≡

`二

:ユ
と 三 瓦 霊 互

=フ

β
309

一く
竃

靱

一

■3035m

／
β
↑
ナ
ゴ

にぶい責掲色砂質土 (10YR4ん)責掲色砂
質ブロック多。
暗褐色土 (10YR3/3)土器片を含む。

化
　
山

山灰
　
地

る
　
多

ｏ
じ
　
土

土
混
　
質

覆
ク
　
砂

の

ツ
　
　
ｏ

清

口
　

む

，
ブ
　

含

辮
帥
　
能

△3002m

暗掲色土 (10YR3/4)サ ビ粒多。
黒掲色土 (10YRy2)

ど3033m

黒掲色土 (loYR2耀 )上層に土器片多い。
黒掲色土 (10YR3/2)1層 よりもやや黄灰色がかる。
炭化粒少量。責掲色砂質土を合む。
黒色土 (loYR2/1)ブ ロック状。

43-45・ 48かΨ50・ 52かψ54号土坑

54号土坑

暗掲色土 (loYR3/4)黒 味あり。土
器片。砂質小ブロック混じる。
掲色砂質土 (10YR4μ )サ ビ粒あり。
責掲色砂質主主体。

13

第20図

ラ
:Ξ
豆
憂
夢
ナ

039A

(10YR2/2)炭 化物 あり。1 黒褐色土
土器片多

ζ
摩 気
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暗掲色土 (10YR3/3)サ ビ粒あり。炭化粒あり。
にぶい黄掲色土 (10YR4/3)砂 質土ブロック多。地山直上。

J3032m

56・ 57号土坑

1 にぶい責掲色土 (10YR4/3)砂質土主体。炭化物多。
2 黒掲色土 (10YR3/2)サ ビ粒あり。砂質ブロック・黒色土ブロックを含む。黒味あり。
3 にぶい責掲色土 (10YR4/3)炭化物少。
4 暗掲色砂質土 (10YR3/3)炭化物少。

58号土坑

第21図 55～ 59号土坑、49・ 74号 ビット
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第90図 追加資料

第39図 遺構外遺物 (13)
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表 6 追加遺物観察表

図版 地点 聴 種別 時期
長/fr1/厚 Cn

重さ g 整Jレ技法等 色 調 胎t 注記 備考

90 1号 撃丈 1 艇成 llI上塊 縄文中期 42ノ 28/27 2411 指頭痕など 常褐色 長―やや多、雲 1竪

90 1号 撃穴 2 縄文中期 63/40/33 3411 沈撤、すデ 橙掲色 ≧、赤、長 1竪

5号 FyX穴 雄成粘土Jlt 縄 文中 lld 411/34/29 暗掲色 罠_多、赤 ;堅

5号髪穴 雄 lJI粘 土塊 縄 丈中期 47/28/26 250 指頭痕など 瞥褐色 5竪 63ピ

12号上坑 5 不明土製汗I B41支中期 35/29/13 60 ナ デ 茶掲色 長、雲、石 12土

45サ 上坑 6 角UR状土製品 組支中期 4お/30/12 100 ナデ、径 15mmの 孔 黄褐色 15上

90 13矛上坑 7 台形上器 縄文中期 (202/135た Ⅲ 1800 ナ デ 橙褐色 長―多、赤、雲 B±342 垂け商滑 らか
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図版 1-

図版 2-
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調査空撮 (東より)

同 (南より)

調査空撮 (上 より)

遺跡全景 (南より)
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1:1・ 2号竪穴炉
(左 :1号竪穴炉、右 :2号竪穴炉 )

2・ 3:同完掘状況
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4～ 8:4号 竪穴遺物
出土状況

(7・ 8:床面出
土土器出土状況 )



) 1:4号
竪穴完掘状況

4J3・  2'3:同 遺物出土状況

4:5号 竪穴調査風景

5:同履土中礫出土状況

6。 7:同土偶・土製品出土状況
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図版 5

か
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ュt、

区1版 5-115号 竪穴内礫・遺物出土状況

2:同完掘状況

3:同炉体土器半裁状況

4～ 8:同土器出土状況

凶版 6-1:6号 竪穴出上状況

2:同完掘状況

31同 49号 ピット礫出土状況

4:同炉先掘状況

5:7～ 9号竪穴完掘状況

6:8写^竪穴遺物出土状況

7:7号 竪穴竃

8:8写 堅穴電

9:9号 竪穴竃内不出土状況

101 9-号 具持ク(:畳
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1:10号竪穴遺物出土

督
髯こ〕,》

状況

2:同完掘状況

3:同炉A

4:同炉 B

5:同炉 C

6:炉 A～ C

7:同遺物出土状況

8:11号竪穴遺物出土
状況

9:同炉 t
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ユ:H考竪穴完掘状》と

2～ 5:同造物出上状況
2 :子 ,'十分liイ||(2)

4:鉢 (12)直 liか ら|li!と した
深鉢 (1)

5:同鉢 (12)

6:13～ 13号好穴空様 (liよ り,
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覇

1:1号 埋甕  2:2号 埋奏

3:1号 焼±  4:2号 焼土

5:調査区西南付近 (1・ 2号焼土 )

6～ 9:1号 井戸

7:同井戸底曲物出土状況
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~li:11:11～
16・ 19号土坑

「1争 ヽ

イ
ー
2:19号土坑

3:18号土坑

4:22号上坑

5:24・ 34号土坑

6:27号土坑

!7:28号土坑 (上層 )

フ&t8:同完掘状況

稔|=i9:29・ 36号土坑

じ  10:29号土坑遺物
出上状況

癖■,■イ

秘,

， メ

,■■守

8

・
(

〔々 ,

ア

一
一
玉

生
繋

1隷:
と碁
=



1:30号土坑

2:31号土坑

3:39号土坑

4:27・ 41号土坑

5:41号土坑

6:50号土坑

7:53号土坑

8:54号土坑

9:55号土坑

10:58号土坑

図版 11
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1:74号 ピット

21M7付 近土坑・ピット検出状況

3:1～ 3・ 5号溝、石列空撮 (上より)
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115号 溝 (東より)
2:1～ 3号溝ほか (南 より)

3:2考 滸 (東より)
4:6号 滞 (束より)
5:8'9号 溝 (束より)
6:6号 溝内須恵器壺 (2)出 土状況
7:Jl没谷 トレンチ断面 (南西より)
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麟 覇

111号 集石 (10号竪穴南側 )

2:2号 集石 (10号溝内)

3:L6付 近礫出土状況

4・ 5:5号 竪穴周辺完掘状況

6～ 8:遺構外出土遺物
(6:遺構外 2、 7:遺 構外 13、 8:遺 構外265)
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図版16
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図版18

5号竪穴遺物 (2)
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図版19
5号竪穴遺物 (3)
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図版21
5号竪穴

遺物 (5)



5号竪穴
遺物 (6)





図版24
5号竪穴
遺物 (8)

6号竪穴
遺物

7号竪穴

遺物 (1)



図版25
7号竪穴

遺物 (2)

8号竪穴

遺物

9号竪穴

遺物

10号竪穴

遺物 (1)





図版27
10号竪穴

遺物 (3)

11号竪穴

遺物 (1)



図版28

H号竪穴
遺物 (2)

13号竪穴

遺物

1号焼土

遺物

1号埋奏
遺物

28号土坑

遺物



図版29
29号土坑

遺物

34号土坑

遺物

41号土坑

遺物

48号土坑

遺物

49号土坑

遺物

52号土坑

遺物

54号土坑

遺物



50号土坑

遺物

58号土坑遺物

59号土坑遺物

82号ピット遺物
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図版31

遺構外

遺物 (1)
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遺構外

遺物 (2)

中世陶磁器
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土器展開写真

1・ 2竪 1

1・ 2竪 9

4竪 2

5竪 16

図版33



図版34



図版35

土偶のX線写真

(115号竪穴H8 2・ 3:11号竪穴17 4:5号竪穴111 5:参考資料 天神前西遺跡出土曽利式期の土偶)



図版36

漆紙 ?付着土器 (遺構外46)

(1:内面 2:外面 3:斜め 4。 5:内面接写)
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